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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一　其は自由の名を冠せし大地







　騒さわぎはいきなりはじまった。

　そして静けさは、すぐに戻もどってきた。

「うっしゃあ！」

　騒そう動どうを起こして沈しずめた主──彼女は嬉き々きとして勝利のガッツポーズを取ると、あらためてカウンターのスツールに腰こしを下ろす。

「じゃ、そーいうことで。

　ワイルド・ターキー、ワンフィンガーで」

　マスターは小さくため息をつくと、グラスを手に取った。

　彼女は見た目には十七、八。

　おそらく二十歳はたちには届とどいていないだろう。

　法律的には酒を飲んでいい年齢としではないが、ここは、良心からそれをとがめる者がいるような場所ではない。

　ダウンタウンの小さな酒場。

　集まって来るのは、スネに一つや二つはキズを持っているような、うさんくさい男ばかり。

　そんな店に、あざやかなブロンドの髪かみをなびかせて、若い女が入って来る──

　はっきり言って、『どうかちょっかいをかけてください』と言っているようなものだった。

　さっそく四人ほどの男が、そのリクエストにお応こたえして、彼女に、あまり品のよくないちょっかいをかけはじめたのだが──

　あっさりその場でなぎ倒たおされて、くたりと床ゆかにノビている。

　そして──琥こ珀はく色いろの液体を入れたグラスが、彼女の前にやって来た。

　マスターから、ではなく、横手から。カウンターの上を滑すべって。

「──おごりだ。飲んでくれ」

　彼女が視線を送った先──二つほど離はなれたスツールに、細身で黒くろ髪かみの男が一人。

「気に入ったぜ。あんた。

　酒場でからまれた女が、男どもをノしちまう──なんて、つくり話の中だけのできごとだと思ってたけどよ。

　まさか実際に見られるとはな」

　言われて少女は、にまりっ、と笑い、グラスを取ると

「得え体たいの知れない酒は飲まないわよ」

「──ジョニーだ」

「酒が？　それともあなたの名前が？」

「両方」

「なら──合格」

　言って彼女は、くいっ、と一気にグラスを空あける。

「いい飲みっぷりだ。ますます気に入ったぜ。

　──けど、ただ酒を飲みに来た、ってわけじゃねえんだろ？」

「ケンカがしたくなったのよ」

「はははは」

「──っていうのは冗じよう談だんで。

　ちょっと、人を捜さがしに、ね」

　彼女は、とんっ、とグラスをカウンターの上に置き、右手をふところの内に伸のばして──

　その上体が、くらりっ、と揺ゆれた。

「どうした？　もう酔よったか？」

「……あれ……？」

　姿勢を保たもとうとしてカウンターに手をつき、ふたたびよろける。

「それとも、オレの入れたクスリが効きいてきたかな？」

「……な……!?」

　彼女は目を上げ、男をにらむ。

　男は口もとに笑えみを浮うかべて、

「──女が男どもをノして、そのまま勝ちっぱなし、ってのは、やっぱりつくり話の中だけみてぇだな──」

　男の声を聞きながら、彼女は、かくんっ、とテーブルに伏ふした──




　誰だれかが言った。街に本当の夜はない、と。

　明りが夜を駆く逐ちくして、星の光さえ希き薄はくにする。

　──だが。

　たとえ夜が追い立てられても、闇やみが消え去ることはない。

　街のまん中にある、大きな野球場。

　すりばち状の観客席に遮さえぎられ、街の光はマウンドまで届とどかない。

　そのマウンドには今、二つのグループ──十人ほどの人ひと影かげが集まっていた。

　明りは夜空にかかる月のみ。

　二つのグループの片方が、もう片方に何かを手て渡わたし、受け取った方が何やらごそごそやってから──

　小さな明りが、闇に生まれた。

　ハンディ・パソコンの画面の明り。

　渡わたされた何かのディスクをほうり込み、しばしデータを眺ながめて、小さくうなずく。

　仲間の一人が無言のまま、相手にトランクをさし出し──

「──どっちだ？」

　声が聞こえたのはその時だった。

　全員の動きが一いつ瞬しゆん、凍こおりつく。

　同時に視線を声の方に向け──

　そして、見た。

　一体いつの間まに現れたのか。月を背に、そばの観客席に一人佇たたずむ長身の男。

　長く伸のびた銀色の髪かみが。月光を浴びてしらじらと輝かがやく。

　冷たいまなざしで彼らを睥へい睨げいし、

「どっちがラガインの者だ？」

　答えは、いくつものくぐもった銃じゆう声せい。

　マウンドの男たちは、一いつ斉せいに、消サイ音レン器サーつきの銃を抜ぬき放ち、迷うことなく引き金トリガーを絞しぼっていた。

　しかし、鉛なまりの弾た丸まが駆かけ抜けた時、すでにそこに男の姿はない。

　銀色の残像が、男たちの間を駆け抜けて──

　肉と骨とのきしむ音が断続的に起こった。

　声を上げることすら許されず、男たちのうちほとんどが吹ふっ飛び、倒たおれ伏ふし、そのままぴくりとも動かなくなる。

　手足を──あるいは首を、異様な方向にねじ曲げたまま。

　あとに残るはただ三人。

　出現した時と変わらぬ様よう子すで、端たん然ぜんと佇む銀ぎん髪ぱつの男。

　そして、男たちの生き残りが二人。

　その二人とて、膝ひざを砕くだかれ、利きき手の手首をへし折られている。

「どちらがラガインの者だ？」

　銀髪の男がふたたび問いかける。

　生き残った──いや、残された二人は、各グループから一人ずつ。

「……何もんだ……？　貴き様さま……？」

　しゃがんだままの男の一人が漏もらした、苦く鳴めい混じりの問いかけに、男はそちらをふり向いた。

「そっちか。

　──人を捜さがしている」

「……それじゃあ……管かん轄かつが違ちがうな……」

　言いながら男は、後ろにまわした左手で、ベルトの後ろに隠かくした小型の銃を取り出した。

　さきほどは不意を衝つかれて後おくれを取ったが、この至近距きよ離りなら、左手でとはいえ外さない。

「……組織も……手広くやってると……いろいろ担当が分かれてくる……人そう身い売う買のは……おれたちの管かん轄かつじゃない……」

「なら、それをやってる奴やつの名と居所は？」

「……それは……」

　言いよどんだその時。

「おあああっ！」

　生き残っていた別の一人──銀ぎん髪ぱつの後ろにいた一人が、気合いの声とともに銃じゆうを抜ぬき放ち、銀髪の背中に向けて、迷わず引き金を引いた！

　しかし──鉛なまりの弾た丸まが貫つらぬいたのは、銀しろがね色いろの残像。

　引き金を絞しぼった男が気がついたかどうか。

　いつの間にか後ろから、自分の首すじに、二本の腕うでが伸のばされたことに。

　──ごぎりっ。

　鈍にぶく生なま々なましい音が、夜の昏くらさを一層濃こくする。

　一人残った銀髪の男は、視線を戻もどし──

「……………………」

　たった今止とどめを刺さした男が放った銃じゆう弾だんは、もう片方の、生き残っていた男の胸むな板いたを撃うち抜いていた。

「結局手がかりはなしか」

　つぶやいて男は天を仰あおぐ。

　視線の先には、輝かがやく二つの満月が、皓こう々こうと夜空に照てり映はえていた──




　明り取りの窓から漏もれ入る月の光が、闇やみに四角い光を刻む。

　そのかすかな光を駆く逐ちくして──

　明りが灯ともった。

　倉庫のような場所だった。

　コンクリートの床ゆかの上には、荷物らしきものは何もない。

　しかし。

　そこには何人かの人物がいた。

　五人は男。そのうち一人は、酒場で『ジョニー』と名乗った男だった。

　一人は女。薬を盛られ、後ろ手に、手首を荷造り用のテープで巻かれて、床に転がされたブロンドの少女。

「──ま、力ちから押おしだけが芸じゃねえ、ってことだ」
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　ぴくりとも動かぬ彼女のそばに佇たたずんで、ジョニーは後ろの男たちに向かって言った。

　酒場であっさりノされた、あの男たちである。

「……ったく……このアマ……えれぇバカ力だぜ……」

「歯ァ折れちまったぜ……ちきしょう……なあ、おかえしだ。オレに最初にヤらせてくれよ」

　口々に勝かつ手てなことを言う男たち。

「……まあ……考えてもいいぜ」

　言いながらジョニーはしゃがみ込み、武器を持っていないかどうか、彼女の体をまさぐりながら、

「女が目をさましたあとで、たっぷり思い知らせてやって……

　あとはいつも通り……

　と──なんだ？　こりゃ？」

　言ってジョニーが手に取ったのは、長さ四十センチほどの黒い棒。

　異様なまでの、ずっしりとした重みがある。

　女が、腰こしの後ろに隠かくしていたのだ。

「……特とく殊しゆ警棒……って奴やつか？」

　つぶやいて、棒を二、三度振ふってみるが、普ふ通つうの特殊警棒のように、飛び出して伸のびる様よう子すはない。

「……でもない……か……？」

「きっとよ、そいつでいたぶってほしい、ってことだぜ」

　男のことばに下品な笑いが起きて──

「そーいう用こ途とに使ってほしくないわね」

　響ひびいた声に、笑いが凍こおりつく。

　女の──声。

　となれば、その主は一人しかいない。

　ジョニーがそちらをふり向くより早く。

　ばっ！

　全身のバネを使って彼女は飛び起き、両手を縛いましめたテープを無む造ぞう作さに引きちぎる！

「……な……!?」

　ふり向いたジョニーは身構えて──

　その手から、いともあっさりと、黒い棒は奪うばい返されていた。

「……お……お前！　クスリが効いてないのか!?」

「効いてないのよこれがまた」

　驚きよう愕がくの色を浮うかべて問うジョニーに、いとも無造作に答える彼女。

「──てめえ！　テープの巻き方手ぇ抜ぬきやがったな!?」

「ちゃんとやったぞオレは！」

　後ろの一人を目で指して、やつ当たり気ぎ味みに言うジョニーに、言われた男はあわてて反論する。

　幾いく重えにも手首に巻かれた荷造りテープを引きちぎる、というのは、実はそう簡単にできることではない。巻いた方がよほど手を抜ぬくか、巻かれた方がウデのいい奇き術じゆつ師しとかならば話は別かもしれないが。

　しかし事実、少女は両手の縛いましめを解といて目の前にいる。

　そしてもう一つの事実──酒場では、四人がかりで、目の前の少女にかなわなかったのだ。

　ならば──

　ばちばちんっ！

　何かのはじけるような音とともに、ジョニーの右と左の手の中に、一本ずつのナイフが出現した。

　おそらくは、ソデの中に仕込まれて、何かの動作で飛び出すようになっていたのだろう。

「……ま、悪役らしい、って言えば悪役らしい……類型的な反はん応のうね」

　面おも白しろくもなさそうに少女はつぶやき、右手の黒い棒をにぎりなおし、

「教えてあげるわ。

　こいつはこう使うのよ。

　──シェイプシフト！」

　言うと同時に棒をひと振ふり。

　彼女の声に反応してか、手の中の棒が長く伸のび──

　それは、全長一メートルを越こす、一ふりの、片かた刃はの長ちよう剣けんへと変化した。

　ゆるやかな曲線カーブを描えがく刀身が、ライトを浴びて銀しろがねに輝かがやく。

「…………………………」

　ジョニーはしばし、引きつった顔で硬こう直ちよくし、

「……へ……へっ！　面おも白しれぇ手品見せてくれるじゃねえか。

　けどな！　刃は物ものちらつかせりゃあ相手がビビると思ったら大おお間ま違ちがいだぜ！」

「……あんたが言う？

　ちなみに声、ふるえてるわよ」

「リーチの長さで勝った、とか思ってやがるだろう!?

　けどな、ふところに飛び込みゃあこっちのもんなんだぜ！」

「と、ゆーことは、ふところに飛び込ませなければこっちのものなわけね。

　どうでもいいけど足、ふるえてるわよ」

「く……口の減らねえ女だな……！

　けどそれで、オレにゆさぶりをかけてるつもりかよ……!?」

「……いや……いちいちゆさぶる必要もないような気が……

　というか、とっととかかって来なさいって。いいから」

「こ……このぉっ！」

　彼女の言葉に、ヤケクソ気ぎ味みに声を上げ、ジョニーは床ゆかを蹴ける！

　まっすぐ突つっ込むと見せかけて、間合いの直前で横に跳とび、左のナイフを投げ放つ！

　相手がそれに気を取られたスキに、一気にふところへもぐり込み、右のナイフを閃ひらめかせる！

　──シロウトや、そのあたりのごろつき相手になら、十分有効な戦法だったろう。

　しかし少女は、横へと跳んだジョニーの動きを冷静に目で追い、上体をわずかにそらしただけで、投げられたナイフから、ひょいっ、と無む造ぞう作さに身をかわし──

　かこんっ！

　手にした長ちよう剣けんの背で、ジョニーの額を直ちよく撃げきする。

「ぎ。」

　変な声上げ、バランス崩くずし、その場に尻しりもちをつくジョニー。

　このあたりでは、ナイフ使いとして、少しは名も知られているのだが、全く相手にすらなっていない。

「はい。気が済んだ？」

　剣の背で、自分の肩かたをとんとん叩たたきながら、少女はジョニーを見下ろし、言った。

　余よ裕ゆう──というよりむしろ、できの悪い子供を叱しかる、気の短い大人の口く調ちようで。

「……な……何者だ……てめえ……？」

　へたり込んだままジョニーは言う。

　他の四人は、もとよりかないっこないとあきらめてか、遠まきに眺ながめているだけである。

「『ジョニー』なんて、いかにもな偽ぎ名めい使ってるよーな男に、名乗る名前なんてないのよ」

「悪かったな！　いかにもな偽名くさくて！……親おや父じが、あの酒が好きだったんだよ……」

「あ。本名なの。

　ま、どーでもいーけど。

　とにかくそれじゃあ、本題に入るわよ」

　言って少女は左手で、スーツの内ポケットから、一枚の写真を取り出し、示す。

「この娘こに見覚えはあるわね」

　写真の中で、ぎごちない笑えみを浮うかべているのは、歳としの頃ころなら十七、八の、栗くり色いろの髪かみをした少女だった。

「……見たような気はするな……」

　かこんっ！

「づっ！」

　剣の背で側そく頭とう部ぶを一いち撃げきされ、ジョニーはふたたび声を上げる。

　どうやらこの答えは、気に入ってもらえなかったようである。

「いーかげんにしなさいよ！　ネタはあがってるんだから！」

　眉まゆをつり上げ、彼女は言う。

「つまんないとぼけ方すると、今度は刃はを返して殴なぐるわよっ！

　あんたたちラガインの連中が、この娘こを連れ去ったことくらい、こっちはとっくに調べ上げてるのよっ！」

『……は!?』

　少女の恫どう喝かつに、しかし上がったのは、間まの抜ぬけた声。

　しかも──いくつも同時に。

「……あの……」

「何よ？」

　横手から声をかけてきた別の男に、少女は不ふ機き嫌げんな視線をちらりと向ける。

「オレたち……ラガイン・コネクションじゃなくて、テルミナ・シンジケートのもんなんだけど……」

「………………………………」

『………………………………』

　長い──

　長い沈ちん黙もく。

「なんで最初からそう言わないのよまぎらわしいッ！」

「うああああっ！　暴れだしたぁぁぁっ！」




　かくて──いくつかの悪は滅ほろびた。

　しかし事態は、少しも進展していなかった。




「たっだいまー」

　疲つかれた声で言いながら、ホテルの自室のドアを開ける。

　部へ屋やの中には明りが灯ともり、すでにそこには先客がいた。

　銀ぎん髪ぱつを長く伸のばした、長身の青年。

　ホテルのルームライトの中で、その左右の瞳ひとみの色が違ちがうのが見て取れる。

「──あ。帰ってたんだ。イーザー」

　少女は言って、小首をかしげる。

　長い金髪がさらりと揺ゆれた。

　──さきほど街はずれで、組織のちんぴら五人をタコ殴なぐりにした時とは、まるで別人の態度である。

「こちらの収しゆう穫かくはない」

　ハンディ・パソコンを何やらいろいろ操作しながら、青年──イーザーは静かな口く調ちようで言った。

「こっちもナシ、よ」

　言って彼女は、ベッドに腰こしを下ろす。

「……最初はただの人ひと捜さがしかと思ったら……

　なるほど。会社うちがこのしごと、引き受けた理由わけがわかったわ」

　イーザーは、キーボードを操作する手を止め、少女の方をふり向いて、

「無む茶ちやはしていないな？　サミィ」

「し、してないしてない！」

　彼女──サミィはあわててぱたぱた手を振ふって、

「……なんでそう思うの？」

「服が汚よごれている」

「……あ……」

　指し摘てきされてはじめて彼女は気がついた。

　おそらく、倉庫の床ゆかに転がされた時に、なのだろう。

　服がわずかに汚れている。

「……ラガインとはぜんぜん関係ないちんぴらにからまれて、その時ちょっと、ね。

　あ。もちろん相手は、死なない程度に手かげんして殴なぐっといたから、心配はいらないし」

　自分が人ちがいをしておとり捜そう査さをやったことは、あくまで秘密にして、彼女は言った。

「…………」

　イーザーは、何やら言いたげなまなざしで、しばし彼女を見やっていたが、結局無言のままで視線を戻もどし、ハンディ・パソコンの電源を落とす。

「……彼女……見つかると思う？」

「見つける」

　サミィの漏もらした、不安の色をふくむつぶやきに、イーザーは冷静に即そく答とうした。

「……じゃなくて……

　無事に見つかると思う？」

「わからん」

　イーザーの答えは、やはりさきほどと変わらぬ即答。

　……ふぅ……

　サミィは小さく息を吐つき、

「……ま、とにかく、今夜はこれでおひらき、ってことね。

　それじゃあ……」

　と、ベッドから立ち上がり、

「あたしの部へ屋やとルームキーは？」

　部屋の手配をしたイーザーに問う。

「ここだ」

「ふぅん」

　彼女はふたたびベッドに腰こしを下ろし、

「じゃ、イーザーの部屋は？」

「ここだ」

「ふぅん」

　なにげなくあいづちを打ってから。

　……………………!?

　サミィはそのまま硬こう直ちよくした。

　──同じ──部屋──

　確かにベッドが二つある。

「……って……

　あ……あの……」

　顔が熱くなるのが自分でもわかる。

「お……同じ部屋……って……なんで……」

　返ってきた答えは、しかし冷静で明快なものだった。

「相手は犯罪組織だ。いつ逆ぎやく襲しゆうがあっても不ふ思し議ぎはない。

　なら戦力を分散させるのは得策ではない」

　イーザーの変わらぬ表情。冷静な声。

「………………ふぅん……」

　……戦力……かぁ……

　小さなため息とともに、サミィの体から力が抜ぬけた。




「あほかぁぁぁぁぁぁっ！」

　出会いとともに。

　問答無用でサミィが絶ぜつ叫きようしたのは、互たがいの自己紹しよう介かいを終えた直後のことだった。

　時間をすこし遡さかのぼり、その日の昼のことである。

　いあわせた他ほかの客たちは、思わず一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、テーブルの向かいについた依い頼らい人にんは、半ば反射的に身を引いた。

　──唯ゆい一いつ態度が変わらぬのは、サミィの隣となりに腰こしかけて、無表情でメニューを眺ながめる男、イーザーのみだった。

「……え……？」

　テーブルの向こうの相手──四十がらみの、ブラウンの髪かみの男性は、腰こしの抜ぬけたような姿勢のままで、腑ふの抜けた声を漏もらす。

　彼こそが今回の依い頼らい主ぬし──名は、マーティン＝ステアーといった。

　サミィはその場に立ち上がり、半ばテーブルに身を乗り出しつつ、うろたえるマーティンを、びしっ！　と指さし、

「なぁぁぁぁんっであたしたちが家出娘むすめなんて捜さなくちゃなんないのよっ!?

　家を出たのは家庭の問題！　行方ゆくえ不明になったなら、警察か、私立探たん偵てい雇やとえばいーじゃないのっ！

　そぉぉぉれぇぇぇをぉぉぉぉぉっ！

　わざわざ宇宙船ふねに揺ゆられ揺られてやって来て、『家出娘の捜そう索さく』!?

　じょーだんじゃないわよっ！」

「引き受けたのはうちの会社だ」

　横からぼそりと言ったのは、やはりメニューをにらみつけたままのイーザー。

「彼だけを責めるのは適当ではない」

[image: ]

「もちろんあとで文もん句く言うわよっ！　上にもっ！

　連中なんて、どうせあたしたちのこと……！」

　言いかけて、サミィは悔くやしそうに一いつ瞬しゆん口をつぐむ。

「……とにかくっ！

『会社命令ですか。ハイそーですか』って、なんでもかんでもおとなしく鵜う吞のみにするのはヤなのよあたしはっ！

　あとで絶対社長にも、泣くまで文句言い倒たおすっ！」

「肉と糖とう分ぶん」

　イーザーは言う。

　…………………………………………

「……は？」

　油の切れた機械のような動きで、サミィとマーティンは視線を向ける。

「肉と糖分」

　真しん摯しな面おも持もちでくり返し、イーザーは、ぱたりっ、とメニューを置いた。

　彼の視線が向く先には、いつの間まにか、おそるおそる近づいて来ていたウェイトレスが一人。

「……あ……あのねぇイーザー……」

　サミィは疲つかれた顔で、

「……ひとが真しん剣けんな話を……

　……いや……まあ……いいけどこの際さい……

　けど注文するにしても、いくらなんでもその言い方はミもフタもなさすぎよ。

　……ええっと……」

　横からメニューを取り、しばらく眺ながめてから、

「ハンバーグステーキとプリン・パフェ──で、いいわね？」

「任せる」

「じゃ、あたしはミルクセーキ。

　……で、そっちは？」

　と、話をマーティンの方に振ふり──

「いらぁぁぁんっ！」

　今度は、マーティンが絶ぜつ叫きようして席から立ち上がる。

「──こっちこそ冗じよう談だんじゃあない！」

　気の弱そうなその顔に、しかし今は、怒いかりの色をにじませて、

「言ったさ！　言ったとも！　警察にも！　探たん偵ていにも！」

「うあ……」

　身を乗り出して言う彼に、今度は逆に身を引くサミィ。

「警察は、全然本気で捜そう査さしてくれない！　探偵は、たとえ一いつ旦たん引き受けても、何日かしたら断ってくる！」

「……あ……あの……」

「なぜ!?　事件が組織がらみだからだ！　誰だれも本気で捜査してくれるわけがない！」

「……ゔ……」

　彼はサミィに、顔を押おしつけんばかりのいきおいで、

「だからあんたたちに頼たのんだんだ！　他に頼たよれるところがないから！

　なのに何だ!?　家出ごとき!?　注文は何にする!?

　冗談じゃない！……冗談じゃ……！」

　マーティンはしばし、サミィをにらみつけていたが、やがて、へたりっ、と、糸が切れたように座すわり込み、両の手でその顔を覆おおう。

「……頼みます……あなたたちだけが頼りなんだ……

　お願いします……お願い……します……」

「……ご……ごめんなさひ……」

　とりあえず。

　サミィは素す直なおにあやまると、そばで完全に引いているウェイトレスに目をやって、

「……こっちのひとは……水だけで……」




　人類が光の速度を超こえてから、およそ百年の歳さい月げつが流れていた。

　人々は宇宙に散らばり、わずかに手を加えるだけで居住可能な惑わく星せいをいくつも発見し、そこを次なる故郷としていた。

　まさに宇宙進出の過か渡と期き──

　しかしそれは同時に、急激な状じよう況きようの変化、そして混乱をも生み出した。

　惑星改造のトラブル、法の不備、領土の混乱……

　たとえばここ、惑星フリード。

　その名の由来となった『自フリー由ダム』は、しかし、市民のためではなく、もっぱらそこに住まう犯罪者たちのためのものとなった。

　月のティコ連れん邦ぽうを元とする入植でできあがったこの惑星ほしは、いまだ独立してはおらず、あくまでも植民惑星その一である。

　ローテーションで定期的に派は遣けんされて来る総そう督とくは、しょせんはよその星の者。住民の安定した暮らしより、いかに問題なく任期を全まつとうするか──この任期の間に、どれだけ自分が甘あまい汁しるが吸すえるか、という方に心を砕くだく。

　そんな連中が、犯罪組織と裏で手を組むのに、何の障害があるだろうか？

　むろんこの惑星ほしにも法律はある。警察もあれば軍もある。

　しかしそれもしょせんは、ティコ連邦のものであり、このフリードのための法や警察ではないのだ。

　そして──犯罪組織と政府がなれ合う惑星ほしができあがった。

　警察が取り締しまるのは、あくまで組織に属さない者のしでかした犯罪。

　たまに組織関係に捜そう査さの手が入ることもあるが、それとて捕つかまるのは、組織の中のつまはじき者ばかり。

　トカゲのシッポ切りですらない。警察を利用した人員整理である。

　そんなこの惑星ほしで──

　娘むすめがいなくなりました。組織がらみの事件らしいです、などと申し出て、まともな捜査がしてもらえるわけはない。

　たとえ探たん偵ていに依い頼らいしても、組織がらみとわかった時点で、そうそうに手を引いてくる。

　そこでマーティンが目をつけたのは、事トラ件ブル処シ理ユ業ー者ターたちだった。

　さまざまな惑星ほしを渡わたりゆき、いろいろなトラブルを解決してゆく者たち──

　この星に住まぬ者ならば、あるいは、なんとかしてくれるのではないだろうか──

　そう思ったのである。

　しかし──

　ラガインといえば、この星最大の犯罪組織。──いや、この地のみならず、他ほかの惑星にも、いくつもの支部を持つ大組織である。

　場合によっては、そんな組織と真っ向勝負をすることになる。

　引き受けてくれるトラブルシューターはなかなか見つからなかった。

　半ばあきらめかけていた時。

　マーティンは、コンピューターネットの中で、とあるトラブルシュートの会社を見つけた。

　わりと最近設立された、その会社の名は──

　トラブルシューター・シェリフスター。




「──まだそんな馬ば鹿かがいたか──」

　窓の外にひろがる、青い空を眺ながめ。

　シェルジェスタ＝ラガインは、あきれたような苦笑を浮うかべた。

　笑いごとではない、と言いたいところだが、報告を持ってきた秘書の男には、この惑星ほし一の犯罪組織の首領に向かって、苦言を述べるほどの度胸はなかった。

　惑星フリード、首都、セントヨーク。

　中心街から外れた──市街と郊こう外がいのちょうど境目のあたりに、中央庁舎のビルより高い建物が一つ、天を衝ついてそびえている。

　適当な会社名を冠かんしてはいるが、このビルこそが、この惑星最大の犯罪組織──ラガイン・コネクションの本部だということは、知らない者などないだろう。

　ラガインのデスクの上には、たった今持って来られた報告書が、無む造ぞう作さにほうり出されている。

　この街から一〇〇キロほど離はなれた場所にある港町、トライベイ・シティ。

　二日前、そこで、この星にあるもう一つの組織──テルミナ・シンジケートとの間で行うはずだった取引が、何者かによって潰つぶされ、同時期、同じ街で、組織の人身売買に関してしつこく聞き回る者がいたという。

　──そこまでざっと目を通し、ラガインは、その報告書をほうり出した。

「この惑星ほしで儂わしらに楯たて突つくとは、な」

　白しら髪がの混じった黒くろ髪かみの、恰かつ幅ぷくのいい男である。

　身なりもきちんとしているし、その顔は、むしろ柔にゆう和わと言ってさえいいだろう。

　だからこそ──知らない者は、この男の本性を見み抜ぬけない。

「トラブルシューターのようです。『シェリフスター・カンパニー』という、クロフト社傘さん下かで最近設立された会社の者のようです」

　報告書の、もう少し先に記してあることを、秘書は口頭で報告した。

　ラガイン・コネクションの捜そう査さ能力は、活動をはじめてわずか二日足らずで、サミィたちの素す性じようを探さぐり当てていた。

　クロフト社──

　太陽系を主な活動拠きよ点てんとし、トイレットペーパーから宇宙戦せん艦かんまでを扱あつかう複合巨きよ大だい企業である。

　そして、そのことをいちいち解説する必要がないほどのネーム・バリューも持ち合わせていた。

「男と女が一人ずつ。

　男はイーザー＝マリオン。女はサミィ＝マリオン。

　経歴は現段階では不明です。

　そもそもこれが本名かどうかも疑わしいものです」

「……ふむ……」

　適当なあいづちをうって、ラガインは、ほうり出したファイルの方にちらりと目をやる。

　一体どこで手に入れたのか、そこには、サミィとイーザー、二人の名めい刺しのコピーまでもがあった。

　片方は、無表情な男の写真。もう片方は、妙みように不ふ機き嫌げんな顔つきの女の写真。

　肩かた書がきはともに『シェリフスター・カンパニー　キャンペーン二課』となっていた。

　秘書はさらに言葉を続ける。

「フザけた会社で、会社設立記念キャンペーン、ということで、無料のトラブルシュートなどを引き受けています。

　……たぶん今回は、ただの家出人捜しとタカをくくって、ロクに調べもせずに依い頼らいを引き受けたのでしょう。

　連中の捜している相手はコリィ＝ステアー。

　現在、上の方で例の実験に回されています。

　依頼人はおそらくその父親かと……」

「クロフト社……たしか地球圏けんの企業だったな……」

「はい」

「中央でぬくぬく育った連中は、開かい拓たく地ちの掟おきてというものを知らんようだな。

　なら、教えてさしあげた方がよかろう」

「はい」

　物ぶつ騒そうなラガインの言葉に、秘書は顔色一つ変えずにあいづちを打つ。

　こんな程度でいちいち顔色を変えていては、ラガインの秘書などやっていられない。

　知らない人間の命など、彼らにとっては紙切れに等しい。

　──が。

「ロートレックを向かわせろ」

「……っ!?」

　さらりと言ったラガインの言葉に、秘書の顔色が変わった。

「騒さわぎが大きくなりすぎます！」

「……ん？」

　温厚な表か情おで問い返され、秘書の顔がこわばった。

「……い……いえ……私はただ……

　あの男が出ると、揉もみ消しや何やに費用がかかり過ぎるのではないか、と……」

　言われてラガインが爆ばく笑しようする。

「たしかに、な。

　奴やつはお世せ辞じにも、スマートと言える男ではないからな。

　──しかし、な。

　儂わしらに面おも白しろくないちょっかいをかけた者がどうなるか。

　それを知らしめるには最適な男だとは思わんか？　奴は？」

「……そういう意味でなら……確かに……」

「ロートレックを向かわせろ」

　ふたたびラガインは言った。

「依い頼らい人にんは最後だ。まずはじめになんでも屋どもを片づけろ。

　少々派は手でにやっても構わん、と伝えておいてやれ──」




「ハイ」

　サミィがその軽食店を訪おとずれたのは、ある日の昼のことだった。

　トライベイ・シティの、ビジネス街のやや外れにある店である。

　おそらくあと三十分もして、昼ラン休チ・みタイムがはじまれば、この店もごった返すのかもしれないが、今はまだ、客の姿もそれほどない。

「ハイ」

　入ってきたサミィの近くにいたウェイトレス──ガムか何かを嚙かんでいる、いかにもやる気のなさそうな一人が、それでも一応はあいさつを返してくる。

　気にせずサミィはそばのテーブルにつき、メニューをざっと一いち瞥べつし、

「スクランブル・ランチ」

　ウェイトレスは返事もせずに奥おくに行き──

　待つこと数分。

　安っぽいトレイ。ぞんざいに切ったハムと、熱を通しすぎてダマになったスクランブル・エッグ。野菜をちぎっただけのサラダとオイル色に濁にごったコーヒー。

　ふたたびやって来たウェイトレスは、それを無言で、サミィのテーブルに投げ出した。

「──あ。待って」

　そのまま去ろうとしたウェイトレスの背中にサミィの声がかかる。

「追加注文、いい？」

「──？」

　ふり返り、ウェイトレスは目を丸くした。

　──こんなマッズい店で追加するなんて、あんた、どうかしてんじゃないの？

　その表情が、露ろ骨こつにそう言っている。

　彼女がこの店のバイトでなければ──あるいは後ろの調理場に店長がいなければ、迷わず口に出していたかもしれない。

　しかし商売はあくまで商売。

「……いいけど……」

　答えたウェイトレスに、サミィはにっこりほほえんで、

「じゃあ……

　コリィ＝ステアーの居場所の情報を。

　あなたが最後に会ってたんでしょ？　キャロルさん？」

　──同時だった。

　言われたウェイトレスの顔色がまともに変わったのと。

　サミィの後ろのテーブルにいた男が、ゆっくり立ち上がるのとは。

　殺気が閃ひらめく。

　サミィはとっさに倒たおれ込むように横に跳とび、着地と同時にきびすを返す。

　背はい後ごで悲ひ鳴めい。そして──

「キャロル！」

　誰だれかの声に、一いつ瞬しゆんサミィは、肩かた越ごしにふり向く。

　そこに──

　ウェイトレスが倒れていた。

　コリィ＝ステアーが消えた夜、最後に彼女といっしょにいた女が。

　額のまん中に、根元近くまで、一本のナイフを潜もぐり込ませて。

「おぉっと。

　手が滑すべっちまったな」

　ふたたび視線を戻もどし、サミィは男をにらみつけた。

　長いコート。整えられた髪。

　ネクタイは締しめておらず、ワイシャツと、ダークブラウンのスーツは妙みようにヨレている。

　歳としの頃ころは──ひょっとしたら二十代なのかもしれないが、伸のばした無ぶ精しようヒゲのせいで、もう少し上にも見える。

　細身で、まあハンサムではあるのだが──どこの職場にも一人くらいはいそうな、その程度のハンサムさ。

　一見くたびれたサラリーマン。

　纏まとう空気も、まあそんなもの。

　しかし瞳ひとみの奥おくには──狂きよう気き。

「サミィ……マリオンちゃん……だったね？　嬢じようちゃん？

　外はずれちゃったじゃないか。きみが急に動くから」

　唄うたうような口く調ちようで男は言う。

「……あんた……」

「おおっと」

　言葉を遮さえぎり、男は言う。

「こんなシケた店に、おれたちのアツい語らいはもったいない。

　そうだろう？

　外で話そうぜ」

　言うなりコートをひるがえし、男は店の外へと飛び出した！

　一歩遅おくれて追うサミィ。

　外は昼のビジネス街。

　あたりには、行き交かう人々も多くいる。

　サミィは視線をめぐらせて──

　すこし離はなれた路地の奥おくに、コートの裾すそが消えてゆくのが目に入る。

　ダッシュでそちらに向かう彼女。

　追っているのは彼女のみ。

　ごたごたに巻き込まれるのを嫌きらってか、店の者たちも、客たちも──あとを追う者もいなければ、サミィを止める者もいない。

　彼女は路地にたどり着き──

　そこにはひと気のない裏路地が伸のび、さらにそこからいくつもの路地が伸びている。

　そんな一つに、ふたたびコートの裾が消えた。

　妙みように足が速い。

　かまわずサミィは追いかける。

　曲がった路地を、さらに奥へ。

　路地を一本入っただけで、表通りの喧けん噪そうが、噓うそのように聞こえなくなってゆく。

　左右に立ち並ぶ、薄うす汚よごれたレンガの建物。

　通りに放置された、得え体たいの知れないゴミの山。

　そして──聞こえる。

　口くち笛ぶえが。足音が。

　まともな者なら、決して自分から望んで踏ふみ込んだりはしないような裏路地の方から。

　サミィは、いくつめかの路地の入り口で足を止めた。

　路地は行き止まりだった。

　両りよう側がわにそびえるレンガの壁かべ。

　奥おくは高い金かな網あみになっている。

　金網の向こうから漏もれ来る光が、その手前にいる男のシルエットを静かに浮かび上がらせていた。

　男は──口くち笛ぶえを吹ふきながら、陽気にタップを踏ふんでいる。

「──よう──

　ちゃんとついて来てくれて嬉うれしいぜ」

　まるで旧友にでも逢あったような笑えみを浮かべて、男は言った。

「最初から彼女を──

　キャロルを狙ねらったわね。あたしじゃなくて」

　サミィの問いに、変わらぬ笑みで、

「どうしてそう思うんだい？　嬢じようちゃん？」

「あたしは座すわっていた。ナイフは、立っていた彼女の額につき刺ささっていた」

「手がすべったのさ」

「手がすべったナイフが、ひとの額に、根もと近くまで刺さったりしないわ」

　サミィの問いに、男は苦笑し、肩かたをすくめた。

「……まあ……初対面から、そうかりかりするな、って。

　普ふ通つうこういう時は……天候のあいさつとか、趣しゆ味みの話題から入るもんだろ。

　いや、まずは自己紹しよう介かいかな。

　おれはロートレック。

　名フアミリ字ーネームは……忘わすれちまった。

　だから──

　誰ノでーもバなデいイロートレックさ」

　サミィは無言のままで佇たたずむ。

「次は天気と趣しゆ味みの話題だな。

　幸い今日はなかなかいい天気だ。まるでおれときみが出会ったのを、祝しゆく福ふくしてるみたいだと思わないか？

　……その顔は──あんまり思ってないみたいだな。

　それじゃあ話題を変えて趣味だ！

　趣味っていえば、きみは、スプラッタ・ムービーとかは好きかい？」

「………………」

　男の趣味がなんとなくわかったような気がして、サミィはげっそりした声で、

「……悪趣味なのは嫌きらいよ……」

「よかった。実はおれも、ああいう悪あく趣しゆ味みなのは大だい嫌きらいなんだ」

　予よ想そうと違ちがい、ロートレックはおおげさに胸をなで下ろして言った。

「あんなグロテスクなつくりものを、喜んで観みる奴やつの気が知れないよ。

　本物の綺き麗れいさに比べたら、あんなものクズ以下だ」

　……どうやら彼の趣味は、予想以上だったようである。

「嬢じようちゃん……きみの写真を見た時……なんというか……こう、ピンと来たんだ。

　この女は、今までの連中と違ちがう、ってね」

　愛まな娘むすめを見るようなまなざしをサミィに向けて、彼は言う。

「たぶんこの娘こは……今までの誰だれよりも綺麗だ、ってね……

　……今までのは……悪いが正しよう直じき言って、あまりよくなかった。

　すぐにおびえて、わめいて、引きつって硬かたくなって……いくら細かくしても硬いままだった……といっても、それでも、映画の中のつくりものなんかより、ずっと綺麗だったけどね」

「……さっき……ランチ食べてなくて正解だったわ……」

　吐はき捨てるようにサミィが言う。

「食べてたら、もどしてたかもしれないわね」

「ああ。あそこのスクランブル・ランチは油が古かったからねぇ」

　真ま面じ目めな口く調ちようでロートレックはあいづちをうつ。

「それに、直前に食事をしてると、中身を引きずり出した時に──」

　言いかけて──

　突とつ如じよロートレックは、言葉を切って身構える。

　いつの間まにかその右手には、一ふりのナイフ。

　うって変わった真しん剣けんそのものの表情で、目の前の相手──サミィをにらみつけている。

「座ざ敷しき犬いぬと狼おおかみの違ちがいがわからないなら、野の良ら犬いぬは吠ほえない方がいいわよ」

　サミィは素す手でである。

　だが──ロートレックの頭のどこかで、激しい警けい鐘しようが鳴り響ひびいていた。

「……あなたには、見分けくらいはつくらしいけど……

　それでも吠えついたのは間ま違ちがいね」

　ゆっくりと顔を上げる。

　表情の消えた瞳ひとみで、ロートレックを正面から見すえて、言った。

「世の中には、いろんな人間がいるわ。

　──どうやらあなたは──

　野放しにしちゃあいけないタイプの人間みたいね──」




　足を止めて、ふり返る。

　銀色の髪かみが風に流れた。

　ふり向いた視線の先には、彼を尾つけて来た男たち。

　ざっと十人ほどだろう。

　年ねん齢れいも服装もばらばらだが、全員が、どこかしら似たにおいをその身に纏まとっていた。

　その全員に、イーザーは静かな眼まな差ざしを送った。

　街の裏路地。

　彼らの他ほかに人の姿はない。

「……なるほど……

　尾けていたつもりだったが……誘さそい出されたというわけか？」

　言ったのは、男たちの中の一人──汚よごれたグリーンの作業服にその身を包んだ男だった。

「ということは……わかるな？

　おれたちが何者で、何を言いたいのか？」

　ゆっくりと。男たちは、イーザーを囲む輪を縮ちぢめている。

「いろいろとうちにちょっかい出してるようだが……やめてくれないかな？　そういうのは。

　はっきり言って迷めい惑わくなんだ」

　おどけた口く調ちようの男に──

「理解した」

　男たちが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと。

　イーザーはそう言っていた。

「……あ……？」

　思わず男が、間まの抜ぬけた声を漏もらす。

「理解した、と言った。

　そちらの立場と価か値ち観かんは」

「……ほう……そりゃあものわかりのいいこった……」

　むろん男たちとしては、ここで素す直なおに『わかった』と答えられたとしても、イーザーを放ほう免めんするつもりなどさらさらなかった。

　だが。男たちがそう宣言するより先に。

「コリィ＝ステアーを返してもらいたい。

　それでこちらは、そちらに手を出すのをやめる」

　平然と、イーザーはそう口にした。

「……は……？」

　男が眉まゆをひそめる。

「……何……言ってやがんだ……？　お前は……？」

「双そう方ほうが双方の立場と価値観を理解し、歩み寄る。

　それが取引というものなのだろう？」

「てめぇ……ナメてるのか……!?」

　男の顔色が変わる。怒いかりの色へと。

「いや。単に条件の提示をしただけだが」

「ふざけるな！　言われて『ハイそーですか』って言うと思ってんのか!?」

「ふむ……」

　イーザは、しばし考えて、

「確かに……相手の価か値ち観かん・要望を理解し、歩み寄ることができる人間ならば、そもそも犯罪組織になど身を置いてはいない可能性が高いな……」

　真しん剣けんそのものの口く調ちようでつぶやく。

　むろん相手にしてみれば、馬ば鹿かにされているようにしか思えない。

　今度は男は何も応こたえず、無言で懐ふところから銃じゆうを抜ぬき放ち──

　安セー全フ装テ置イを解除する間ますらなく。

　どんっ！

　男の体が吹ふっ飛び、壁かべに叩たたきつけられた！

　……かはっ……！

　黒血を吐はいてずり落ちて、小さく体を痙けい攣れんさせる。

　──たった今まで男の立っていたその場所には、かわりに、イーザーが静かに佇たたずんでいた。

　男が銃を抜いたと見ると同時に突とつ進しんし、そのみぞおちに掌しよう底ていの一いち撃げきを放ったのだ。

　驚きよう愕がくの声さえ漏もらせぬまま、男たちは硬こう直ちよくした。

　見えなかったのだ。イーザーの動きが。

　目に映ったのは、ただ、銀色の残像──

「──私のところにきみたちが来たということは──」

　イーザーが言う。変わらぬ口調と表情で。

「他ほかのところにも来ている、ということだな。

　なら、手て加か減げんしている時間はないな」

　その言葉が含ふくんだ意味に、残った男たちは凍こおりついた。




　──だっ！

　地を蹴けり、サミィが走りだす。

　同時に、ロートレックがナイフを構える。

　サミィは一気に間合いを詰つめながら、腰こしの後ろに手を回し、黒いスティックを抜き放つ。

「──シェイプシフト！」

　それは瞬しゆん時じに変形し、一ふりの銀の刃やいばと化した！

　分子振しん動どうブレード。

　変形が終わると同時に刃をくり出すサミィ。

　ぎんっ！

　ロートレックの手にしたナイフは、かろうじて、その一いち撃げきを受け止めていた。

　受けられたと見るや刃をひるがえし、二度目の斬ざん撃げきをくり出す。

　ロートレックの腿ももに、浅い切れ目が生まれた。

　──速い。

　常人の目にも止まらぬ、斬撃の連打。

　ロートレックは驚きよう愕がくしていた。

　ここまでの使い手がいるとは──

　しかし。

　驚おどろいているのは、サミィにしても同じことだった。

　自分の連れん撃げきを、ここまで受け、さばいた者は、実戦ではいなかった。

　銀の刃と刃とが、閃ひらめき、翻ひるがえり、踊おどるようにぶつかり合って火花を散らす。

　防戦一方、じりじりと圧おされているのはロートレックの方だった。

　ナイフ一本では、もはや防ぼう御ぎよし続けるのは不可能。

　彼は瞬しゆん間かん、左手を腰こしに伸のばし、もう一本のナイフを抜ぬき放つ！

　その動作に、スキが生まれた。

　ほんの髪かみの毛一すじほどの──つけ入るどころか、それをスキだと見切ることすらむずかしいほどのわずかなスキ──

　しかしサミィはそれを逃のがさなかった。

　ざぎんっ！

　重く、硬かたい音とともに。

　ロートレックの左ひだり腕うでが消えていた。

　大きく後ろに跳とぶロートレック。

　ようやっと。

　サミィは剣けんの動きを止めた。

　──ごどん。

　重いものが地面に落ちる音。

　男の左腕──その切断面から、どす黒い液体がふき出し──
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「…………!?」

　サミィはわずかに眉まゆをひそめた。

　血ではない。

　細い路地に、むせかえるほどに立ち込めたのは──オイルのにおい。

「……サイボーグ……？」

「まあな」

　ロートレックは、右手の指でこめかみを押おさえ、左ひだり腕うでの切断面をサミィの方に見せつける。

　そこには骨と筋肉ではなく、金属柱とワイヤー繊せん維い。

　吹ふき出ていた血ならぬオイルはすでに、その流出を止めている。

「子供ガキの頃ころは喧けん嘩かが弱くてな。

　悔くやしくて悔しくて。強くなりたくてなりたくて。

　両手と両足は、みぃぃぃんな機械にしちまった。

　もちろん、ほかのところもいろいろいじってる。

　おかげでずいぶん強くなった。

　子供のころに、おれを馬ば鹿かにしてた奴やつは、今は一人も生きちゃいねえ……」

「嬉うれしいの？　それで？　借り物の力で強くなって？」

「ああ。嬉うれしいさ。

　理由はどうあれ、強くなったんだ」

「……最低ね……あんた……」

「知ってるよ」

　ロートレックは言った。

「おれはただの野良犬じゃなくってね。

　──他人に言わせりゃ、どうやら狂きよう犬けんらしいんだよ──」

　ロートレックは、右手の指を一本立てて、

「十時間だ」

　何が？　と問うのも嫌いやなのか、沈ちん黙もくするサミィに、男はかまわず、

「それが記録だ。

　両手足を切って、はらわたを引きずり出してやって……

　すぐにショックでくたばる奴もいる。

　けどな。そんな状態でもしばらく生き続ける奴もいるんだよ。

　十時間。

　それが、おれが手にかけた中での最高記録だ。

　けどあんたはたぶん、そんなもんじゃあないはずだ。

　──筋肉の力、ってのはな、その断面積に比例するんだぜ。知ってたか？

　つまりだ。あんたのそのきゃしゃな体じゃあ、そんな長ちよう剣けんぶん回し続けて、体の大半を機械にしたおれを圧おし続けることなんて無理なんだよ。

　わかるか？

　つまり、あんたも普通の人間じゃない、ってことだ」

　ぴくりっ、と、サミィの表情がわずかに動く。

「そんなあんたが、おれに刻まれて、どれだけの時間生きていられるか……

　試ためしてみたいんだよ……ぜひとも、な……」

「──左手一本失って──

　まだあたしに勝てると思ってるの？」

「勝てるさ」

　言って──

　ロートレックが地を蹴けった！

　サミィは相手を引きつけて、間合いに入る直前、地を蹴り──

　ロートレックが横に跳とび──加速した！

　……な……？

　サミィの目が一いつ瞬しゆん、ロートレックの姿を捕とらえそこねる。

　すぐま横に殺気。とっさに剣けんをふるって身をひねる。

　が。

　一いち撃げきは虚むなしく空くうを切り──

　脇わき腹ばらに、かすかな灼しやく熱ねつ感かんが生まれた。

「──っ！」

　あわてて視線を巡らせるサミィ。

　血の飛沫しぶきが、薄うす汚よごれた壁かべに、小さな染しみを新たにつくる。

　傷は浅い。皮一枚、といったところか。

　だが問題なのは、傷の深さではない。

　ふたたび視界にロートレックを捕らえ、斬ざん撃げきをくり出す。

　しかしナイフが一撃を受け流し、体勢がわずかに乱れたその瞬しゆん間かんに、ナイフが一いつ閃せん。

　今度は胸むなもと。スーツが浅く切り裂さかれただけ。

　二すじの銀の刃やいばが虚こ空くうに踊おどる。

　それはさきほどと同じまま。

　圧す者と圧される者との立場が入れ替かわっていた。

　ロートレックのスピードが、あきらかに、さきほどより速くなっていた。

　いや、正確に言うならば。

　体の動く速度自体はそれほど変わらず、しかし反はん応のう速度は格段に上じよう昇しようしている。

　──くっ！

　サミィは、ダメージを受ける覚かく悟ごで間合いを詰つめて、下──死角から、つき上げるような斬ざん撃げきを送る。

　とうていかわせる間合いではない。

　だが。

　後ろに跳とんで、身をそらし。

　ロートレックはその一いち撃げきから身をかわす。

　かわりに──

　サミィの腹に灼しやく熱ねつ感かん。

　間合いを詰めた今の一いつ瞬しゆんに、ナイフで薙ながれたのである。

　これもそう深い傷ではない。

　しかし。

「……噓うそ……でしょ……？」

　サミィの顔には動どう揺ようの色が濃こい。

　最初は自分が圧あつ倒とうしていたはずである。

　ロートレックの防戦は、焦あせりの顔は、決して負けているフリなどではなかったはずだ。

　その優ゆう劣れつが──左ひだり腕うでを落としたとたんに逆転した。

　ありえない話である。本来なら。

　しかしそのありえない話を目まの当たりにして──

「動揺してるなぁ。お嬢じようちゃん」

　無む造ぞう作さに間合いを詰めて、ロートレックが言う。

　じりじりと後ろに退さがるサミィ。

「……そろそろ本格的に切り刻んで──」

　言いかけて──

　ロートレックは言葉を切った。

　ゆっくりと──視線を移い動どうさせる。

　路地の入り口。

　いつの間まにか。

　そこに、人ひと影かげが出現していた。

　無造作に、片手をポケットに突つっ込んだ長身の男。

　かすかな風に、長い銀ぎん髪ぱつが揺ゆれる。

「無む茶ちやをしているようだな。サミィ」

　金と銀との両の瞳ひとみが、サミィから、ロートレックへと移うつる。

「……おいおい。あっちはもう片づいたのか？」

「片づいた」

　言ってイーザーが爪つま先さきを、そちらに向けた、その刹せつ那な。

　だっ！

　ロートレックは大きく跳とぶと、金かな網あみのほぼいちばん上にはりついた。

　高さはおよそ五メートル。サイボーグ化された肉体ならではの離はなれ業わざである。

「……あんたもただもんじゃあないな……

　一体なにもんだ？　あんたら？

　……いずれにしても……これじゃあ、いくらなんでも分ぶが悪すぎるぜ」

　言うと彼は、金網を飛び越こえ、その向こうへと走り去る。

　サミィも、そしてイーザーも、そのあとを追おうとはしない。

　イーザーは、ふたたび視線をサミィに向けて、傷のぐあいを一いち瞥べつし、

「活動に支障はないか？」

「……うん……」

　吐と息いきとともに力を抜ぬき、応こたえたサミィの手の中で、長ちよう剣けんが、瞬しゆん時じに黒いスティックへと戻もどる。

「……けどねイーザー……

　そういう時は、『大だい丈じよう夫ぶか？』って聞くもんよ……」

「なるほど。

　大丈夫か？」

　……はう……

　ふたたびため息をつくサミィ。

「……大丈夫よ。

　けど今のやつ……『あっちは片づいたのか』とか言ってたけど……

　ひょっとしてイーザーの方にも誰だれか来たの？」

「十人ほど。

　手て加か減げんはしなかった」

「……あーあぁ……」

　イーザーのことばの意味を悟さとって、サミィは困った表情でぽりぽり頭を搔かく。

「それより、無事なら急ぐぞ」

「……何を？」

「我われ々われのところに組織からの刺し客かくが来た。

　ということは──」

　──っ!?

「マーティンさんっ！」







　この家は、こんなに広かっただろうか。

　一人でこうして家にいると、よくそんなことを思う。

　決して広い家ではない。一戸建てとはいえ、郊こう外がいに建つ、安物建て売り住宅のひと棟むねである。

　妻と娘むすめと三人で暮らしていた時には、むしろ手て狭ぜまに感じたものだった。

　……ふぅ……

　何をするでもなく、居間のソファに身を沈しずめ、マーティン＝ステアーは深いため息をついた。

　近所でラジオでもつけているのだろうか。

　遠い昔に聞いたような──どこか懐なつかしいメロディが、開け放った窓から、風に乗って届とどいて来る。

　──妻が姿を消したのは、娘のコリィが九つの時のことだった。

　むろん捜した。警察にも届けた。

　しかし結局見つからず──

　マーティンは、自分一人の手で、娘を育てた。

　──あそこの女によう房ぼうは、男をつくって逃にげた──そんな噂うわさや、好こう奇きの視線にも耐たえて。

　コリィも、マーティンにはよくなついてくれていた。

　一年前。マーティンに、再さい婚こん話ばなしが持ち上がるまでは。

　──結局再婚話は流れたが、一度行き違ちがった親子の仲は、もとには戻もどらなかった。

　コリィは、まるでマーティンに対するあてつけのように、評ひよう判ばんのよくない連中とつきあいはじめ、そして──

　姿を消した。

　今度は──今度こそは、本気で捜した。

　この上娘まで失うことには耐たえられなかった。

　警察に届けはしたが、頼たよりにならないことは、妻の時にわかっていた。

　勤つとめもやめ、自分の足で歩き回り、いくつもの探たん偵ていにも依い頼らいをもっていった。

　しかし、コリィといっしょにいたはずの連中が、気まずい顔でことばを濁にごし、依頼した探偵たちが、ことごとく依頼を断ってきて──

　ようやく、マーティンは悟さとった。

　コリィの失しつ踪そうに、組織がかかわっていることを。

　残る希望は──依頼を受けてくれた、シェリフスターの二人のみ。

　その二人に、なるべく動き回るな、と言われて、彼は今日もここにいる。

　しかし、ただ待つだけの時間のなんと長いことか。

　むろん、じっとしているなど耐えられない。この足で出向いて捜したい。だが。

　──あなたが無む闇やみに動けば、捜そう査さに支障をきたす可能性がある。その場合、コリィさんが無事に戻る可能性はそれだけ減少することを認にん識しきしていてもらいたい──

　銀ぎん髪ぱつの青年──イーザーの言ったその言葉を胸に、彼はじっと耐えていた。ただ待つことに。

　いつの間まにか。

　風に流れていた遠い音楽は途と切ぎれていた。

　……ふぅ……

　今日だけで一体何度目だろうか。深いため息をつき──

　──きこぉぉん──

　玄げん関かんのチャイムが鳴ったのはその時だった。

　──コリィ!?

　そんなはずがないとは知りながらも、あわてて玄関へと向かう。

　扉とびらを開けたその向こうに、ひょっこりとコリィが立っているのではないか。

　淡あわい期待を胸に抱いだき、扉を開けて、期待が失望へと変わる。

　娘むすめが姿を消して以来、玄関のチャイムが鳴った数だけそんな思いを味わって、しかし今もまた、淡い希望を胸に抱く。

　玄関ドアのカギに手を伸のばし──

　刹せつ那な。彼の脳のう裏りに、サミィの言葉が甦よみがえる。

　──玄関はうかつに開けないこと。あたしたちが相手にしているのは組織だから。必ず相手を確かめて──

　一いつ瞬しゆんのためらいの後。

　彼は扉の、小さなのぞき窓を開ける。

「──こんにちは。

　……マーティンさん？」

　その向こうに佇たたずんでいたのは、冴さえない笑えみを浮うかべた男。

「ロートレックっていいます。

　実は、娘さんのことについて話がありましてね……」




　そして、サミィとイーザーの二人がたどり着いた時には。

　マーティン＝ステアーは、その自宅から姿を消していた──




「──妙みような話ね──」

　助手席で、不ふ機き嫌げんな顔で腕うでを組み。

　サミィはぽつりとつぶやいた。

「妙な話だ」

　ハンドルを握にぎり、イーザーも言う。

　夜のトライベイ・シティ。

　二人は濃のう紺こんのスポーツ・カーを駆かって、人通りもまばらな道を、郊こう外がいへと向かっていた。

　マーティンが消えてからほぼ一週間。

　コリィの捜そう査さも続けるかたわら、二人はあわせて、マーティンの捜査も行うハメに陥おちいった。

　あちこちに組織が手を回したのだろう。情報は入らず、少々派は手でに動きまわっても、連中がちょっかいをかけて来る様よう子すはなかった。

　ところが、今日になって。

　聞き込みを続ける二人の前に、組織の人間を自じ称しようする、いかにもちんぴら風の五、六人が現れ、いともあっさりとノされ──

　これまたあっさり、ぺらぺらと、マーティンの居場所とおぼしき場所をしゃべったのだ。

　こんな不自然な話はない。

「となると罠わな──ね」

「だろうな」

　何の気負いもなく、二人は言った。

　車は海岸ぞいの道路をひた走り、町外れにある、大きな倉庫へとたどり着いた。

　この街に、無数といっていいほどある、組織関係の建物の一つである。

　高い塀へいに囲まれた、だだっ広い敷しき地ち。立ち並ぶ大きな倉庫。

　閉とざされた正門の前に立って眺ながめれば、見えるのは、無人の庭と佇たたずむ倉庫。ぽつりぽつりと灯ともる街がい灯とうのみ。

　人の姿などどこにもない。

　だが。

　正門の横にある通用門が、これ見よがしに開いている。

「………………」

　サミィはしばし絶句して、

「……これ……てっきり罠だと思ってたけど……どーやら違ちがってたみたいね……」

「罠だ」

　言うイーザーに、彼女は首を横に振ふり、

「……いーえ。

　こーいうのは、『罠』じゃなくって、『ご招待』とか『挑ちよう戦せん状じよう』とかって言うのよ」

「そうか」

　納なつ得とくしたのかしていないのか、どうとでも取れる返事をするイーザー。

「……ま、なんにしても。

　行って、敵をぶちのめして、マーティンさんをとり返す、ってことに変わりはないわけだし」

　──彼が生きていれば、の話だけど──

　サミィは、胸の裡うちでそっとそうつけ加えた。

「確かにその通りだ」

　言って歩き出すイーザー。

　半歩遅おくれてサミィが続く。

　二人はあたりに気を配りながら、開いたままの通用門をくぐった。

「──よう。

　待ってたよ。お二人さん」

　声が響ひびいたのは、歩きはじめてほどなくのことだった。

　聞き覚えのある声。

　ゆっくりと。

　倉庫の陰かげから歩み出た人ひと影かげは、かなりの距きよ離りを置き、二人に対たい峙じして立ち止まる。

　そばにあったライトが灯ともり、冴さえないスーツ姿を照てらし出す。

　──ロートレック。

　一いつ旦たんはサミィに断たたれた左ひだり腕うでは、いまはちゃんとそこにある。

　おそらく、新しい腕をとりつけたのだろう。

「招待に応じてくれてうれしいよ。

　今日は、あんたたちのために、ちょっとしたアトラクションを用意したんだ。
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　楽しんでいってくれるとありがたい」

　右の手のひらでこめかみのあたりを揉もみながら、とぼけた口く調ちようで言うロートレック。

「そのアトラクション……

　クリアしたら、景品くらいは出るんでしょうね？」

「もちろんさ。

　……娘むすめの方は、おれが捕つかまえたわけじゃあないから、居場所を教えるくらいしかできないけどな。

　おっさんの方は、いまのところ無事だ。

　……正直、バラしてもあんまり面おも白しろくなさそうな奴やつだったからな。だから殺してない」

「……わかりやすい理由ね……」

「で、ルールの説明だ。

　おれがあんたたち二人の相手をさせてもらう──

　と、言いたいところだが、正直言ってこのおれも、さすがにお二人さんをいっぺんに接待できる自信はない。

　で、だ。

　ここはやっぱり一人ずつ、相手をさせてもらう。

　まずはレディ・ファーストだ。

　……とはいえその間、そっちの兄ちゃんを退たい屈くつさせるわけにもいかねえ。

　だから、別の接待係も用意した。

　まずは嬢じようちゃん、おれについて、ここの倉庫に入ってもらおう。

　おれたちが倉庫に入ったら、別の接待係が出てくる手はずだ。

　兄ちゃんは、そっちの接待係をなんとかしたら、倉庫に入ってきてくれ。

　ルールはちゃんと守ってくれよ。

　でないと、せっかく用意した景品が台無しになっちまうかもしれないからな」

「……………………」

　サミィとイーザー、二人はしばし無言で視線を交わし、

「……じゃ、ひと足お先に行ってくるわね」

　ひらひら手を振ふり、歩き出すサミィ。

「なるべく急いで行く。無む茶ちやはするな」

　その背を見送り、言うイーザー。

　……はふ……

　サミィはため息ひとつつき、困った顔でふり向いて、

「……あのねイーザー……

　こーいう時は、噓うそでも『お前一人じゃあ行かせられない』とかなんとか言うもんよ」

「そうなのか？

　しかしそう言ったら──どうなる？」

　サミィはしばし、天を見上げ、

「……まあ……それでも結局、あたし一人が行くことになるんだけど」

「なら言っても無意味だと思うのだが」

「あながち無意味ってわけじゃあないわよ。

　こっちのヤル気、っていうか、士気ってもんが変わってくるから」

「そうか。なら──

　お前一人で行かせるわけにはいかない」

「……あー。はいはい。ありがと」

　言ってふたたび歩き出し、ロートレックの前までやって来る。

「……何よ？　その顔」

「……いやぁ……

　変わった兄ちゃんだな、と思ってな……」

「……まあね……

　あんたに言われるっていうのがくやしいけど」

「おいおい。それじゃあおれが変わり者みたいに聞こえるだろうが」

　軽口を叩たたきながら、ロートレックはきびすを返し、倉庫のひと棟むねの、通用口へと向かう。

　やや距きよ離りを置き、ついてゆくサミィ。

　その二人の背を見送って、イーザーは、変わらずその場に佇たたずんでいる。

　二人が倉庫の中へと消えて、扉とびらが閉まり──

　あとはただ、イーザー一人。

　夜の静せい寂じやくがあたりを支配する。

　ロートレックは『別の接待係を用意した』と言っていたが、すぐにその『接待係』とやらが姿を現す様よう子すはない。

　沈ちん黙もくの中、夜風と時とがしばし流れ──

　無む造ぞう作さに。

　イーザーは歩きはじめた。

　倉庫に向かって。

　しかし、彼の爪先が向いているのは、サミィとロートレックが姿を消した棟ではない。

　別の方向にあるひと棟。

　何の迷いもためらいもなく、彼はそちらに歩みを進め──

　しゅいぃぃぃぃぃんっ！

　耳ざわりな機械音とともに、倉庫の陰かげからそれが飛び出して来る！

　長身のイーザーよりも、ふたまわりは大きい巨きよ大だいな人型。

　ずんぐりとしたその肢し体たい。街がい灯とうに照らされたボディは迷めい彩さい色しよく。

　軍用装パワ甲ード強・ス化ー服ツ『ビッグフット』。

　装そう着ちやく者しやの力を数倍に拡かく大だいし、高い反レス応ポ速ン度スと機動性、そして攻こう撃げき力りよくを持つ兵器。

　ひと世代前の、ティコ連れん邦ぽう軍ぐんの制式パワード・スーツである。

　旧型機──と言えば聞こえは悪いが、性能は高く、むろん生身の人間が太た刀ち打うちできるものではない。

　イーザーは、それの潜ひそむ気配を察知して、そちらに歩みを進め、仕方なく相手も姿を現したのである。

　出現と同時に、『ビッグフット』は脚あしのホバージェットで横すべりに移動しながら、右手を動かす。

　ゔぁらららららららららららららららららっ！

　手にした機き関かん銃じゆうの炸さく裂れつ音おんが、静寂に満ちた大気をふるわせる。

　その一いつ斉せい射しやがはじけた時。

　イーザーの姿はそこにはなかった。

『──!?』

　あわててパワード・スーツのパイロットは左右を見み渡わたす。

　しかしどこにも姿はない。

　続いて熱源センサーであたりを探たん索さく。

　反はん応のうが──あった。

『──上!?』

　驚きよう愕がくの声を上げ、跳ね上がるように天を仰あおぎ見るパイロット。

　──月が──出ている。

　この惑星ほし、フリードの夜空に輝かがやく二つの月。

　その片方を背に負って、屋根に佇たたずむ影かげひとつ。

　流れる銀ぎん髪ぱつ。

　その片手には、大ぶりのナイフ。

　むろん倉庫の屋根は、そう易やす々やすと飛び上がれるほど低いものではない。

　一体どんな移動手段を使ったのか──

『……なるほどな……』

　モニター越ごしに、月光に輝く男の姿を眺ながめつつ、パイロットはつぶやいた。

『ロートレックが、殺すな、しかし殺す気でやれ、って言った意味……ようやくわかったよ』

　イーザーの瞳ひとみが、眼下の敵へと注そそがれる。

　その時。

　しゅいぃぃぃいいぃぃぃっ！

　少し離はなれた、別べつ棟とうの陰かげから、二つの人型が飛び出して来る！

　三機の『ビッグフット』は、一いつ斉せいに、手にしたマシンガンの銃じゆう口こうを、佇む銀色の影に向けた！

　ゔぁららららららららららららららっっ！

　けたたましい轟ごう音おんが、夜の空気をかき回した。




　水すい銀ぎん灯とうの皓こう々こうたる明りが、無機質な空間を照てらし出していた。

　味けない色に塗ぬられたコンクリートの壁かべ。

　鉄パイプを組み上げてつくられた、棚たなと呼ぶにはあまりにもおおざっぱすぎるような棚が並び、無数の荷物で埋うまっている。

　荷物の箱に書かれた文字からすると──ここはどうやら、おもちゃの倉庫のようだった。

「……あんまり『大人のムード漂ただよう場所』って雰ふん囲い気きじゃあないわね……」

　あたりを見回し、つぶやくサミィ。

　むろん視線の片かた隅すみで、常にロートレックの姿を捕とらえ続けるのは忘わすれない。

「男ってぇのは、いつまでたっても、どこか子供なのさ」

　サミィからやや離はなれた場所、棚によりかかるようにしながら、気取った口く調ちようで言うロートレック。

「あー。はいはい」

　自分から軽口を叩たたいておいて、相手の軽口はあっさり流すサミィ。

「……情つれねぇなぁ……あんた……」

「あんたと仲良くしても、いいことなんてないでしょ。

　それより。

　マーティンさんの居場所は？」

「奥おくさ。ただし──カギはここだ」

　左手でカギをちゃらつかせ、それを、背広の右の内ポケットに落とし込む。

「それじゃあ早速──」

「コリィの居場所は？」

　スタートを告げようとする彼に、サミィは待ったをかけた。

「約束は、マーティンさん自身と、コリィの居場所──だったはずよ。

　でももしあたしがあんたをぶち倒たおしたら、居場所の聞きようがないじゃない」

「心配するなって。

　娘むすめの居場所は、もうおっさんに教えてある。

　つまり、おっさんを助けりゃあそれでよし、だ」

「……本当でしょうね……」

「信じないなら帰りゃあいいじゃねえか。あんたとヤれなくなるのは残念だが、なあに、そうなったらこの欲求不満は、奥のおっさんで晴らさせてもらうさ」

「……………………」

　言われてサミィは口をつぐんだ。

　むろんこの男の言うことなど、信用できるわけはない。

　コリィのことはおろか、ひょっとしたらすでにマーティンも、殺されてしまっている可能性もある。

　だが逆に──そうでない可能性もある以上、ここで背を向けるわけにはいかない。

「……どうやらわかってくれたみてぇだな。

　それじゃあはじめようか。追いかけっこを。

　嬢じようちゃんがおれを捕つかまえてカギをとり上げ、あのおっさんを助ければステージクリアだ。

　ただし──おれも反はん撃げきはさせてもらうんでな。気をつけてくれ。

　そうそう。それと、ルールに反して、先におっさんを連れ出そう、なんて思うなよ。

　そんな真ま似ねしたら、まっ先におっさんを狙ねらってやるからな。

　ルールがわかったら──スタートだ」

　言うと同時に。

　ロートレックの姿すがたが棚たなの向こうに消えた。

　ダッシュでそれを追うサミィ。

「シェイプシフト！」

　抜ぬきはなったスティックが、長ちよう剣けんへと変化する。

　ロートレックが姿を消した通路に駆かけ寄り──

　そこに、すでに彼の姿はない。

　ただ、うず高く積まれたおもちゃの箱が、壁かべとなって迷路をつくっているのみ。

「……………………」

　気配を探さぐり、歩みを進める。

　いつもなら、もっと大だい胆たんに動く。

　しかしロートレックは、前の戦いで、サミィの運動能力を凌りよう駕がした。

　不用意に進めば、敗やぶれるのは自分の方だろう。

　なおかつ、ロートレックに負けるということは、あんまり趣しゆ味みのよくない最さい期ごをとげることにもなる。

　いくらなんでもそれはイヤすぎた。

　荷物の壁を背にするように、慎しん重ちように足を運び──

　どがぁっ！

　刹せつ那な、その壁がはじけた！

　壁をつき破ったのは一ふりの剣！

「くっ！」

　とっさに飛び退のき、身をかわし、手にした剣で反射的に、その剣をふりはらう！

　かっ！

　頼たよりない手て応ごたえとともに、つき出た剣が切れて飛ぶ。

　──本物の剣ではない。おもちゃの剣である。

　しゃんっ！

　そして横手で音がはじける！

　風を巻いてふり向いたその先には──今日きようび一体誰だれがこんなものを買うのか。タンバリンを打つサルのおもちゃが、ユーモラスというよりはむしろグロテスクな笑えみを浮うかべていた。

　……遊ばれてるわね……

　思って、小さく息を吐ついた刹那。

　どんっ！

　背はい後ごの箱がはじけて崩くずれ、ロートレックが出現する！

　その両手には一ふりずつのナイフ。

　ふたたびきびすを返したサミィに、間かん髪はつ入いれず斬きりつける！

　き・きぃん！　きんっ！

　閃ひらめく白刃を、銀の刃やいばがかろうじて受け、はじく。

　しかしサミィは体勢が不完全。二本のナイフの攻こう撃げきを、かろうじてさばきながらも、圧おされて退さがり──

　その足が、サルのおもちゃを踏ふみつけた。

　きぃぃぃぃっ！　きぃぃぃぃっ！

　嘲あざ笑わらうような鳴き声。

　体勢をまともに崩くずしたサミィののどもとに、ロートレックが刃をくり出す。

　──くっ！

　仕方なくあおむけに倒たおれ込むサミィ。

　ロートレックのナイフのリーチは短い。それでサミィに攻撃するには、かがみ込む必要がある。

　彼が自みずから体勢を崩すその時が、反はん撃げきのチャンス！

　サミィはそう読んでいた。

　しかし。

　ロートレックはごく一いつ瞬しゆんだけためらうと、左手を伸のばす。

　おもちゃの箱が山積みになっている棚たなへと。

　──!?

　サミィは彼の意い図とを理解した。

　生き埋うめにするつもりなのだ。彼女を。崩したおもちゃの箱で。

　むろん、落ちてきたおもちゃの箱に当たること、それ自体はどうということもない。

　しかし、あたりにぶちまけられた箱とその中身は、彼女の動きを著しく阻そ害がいする。

　──その間に、ロートレックがサミィを殺すことなどたやすいほどに。

　ロートレックの左手が、棚からおもちゃの箱をかき出すのを見ながら、サミィは床ゆかを蹴けり、背を向けざまに身を起こす。

　不利になることは百も承しよう知ちだが、おもちゃに埋もれて切りきざまれるよりはマシ、と判はん断だんしたのだ。

　間合いを取ろうと、背を向けたまま床ゆかを蹴けり──

　その背に痛いたみが走り抜ぬけた。




　──とった──！

　マシンガンの引き金を絞しぼり込み。

　三機のパワード・スーツのパイロットたちは、そう確信していた。

　相手は今、屋根の上。遮しや蔽へい物ぶつはない。

　ならばあとは、ただ弾丸をばら撒まいていれば、いつかは当たる。

　もしも飛び降りたとしても、翼つばさもない身では、落下軌き道どうも変えられない。降りてくるあたりに弾丸を撒き続ければ必ず当たる。

　──普ふ通つうならば。

　男たちが、トリガーを引いたその瞬しゆん間かん。

　イーザーは大地に立っていた。

　ただ飛び降りたのではない。

　屋根のへりをひっ摑つかみ、自分の体を地面に向かってつき放したのだ。

　イーザーの腕わん力りよくに重力が加わり、パワード・スーツの男たちの予よ想そうなどはるかに超こえたスピードで、彼は地面に到とう達たつしたのだ。

　むろん、普通の人間なら墜つい落らく死し。運がよくても骨折だろう。

　だが──イーザーは着地と同時に横へと疾はしる。

　そばにいた、一機に向かって。

『う……!?　うわあああああああっ!?』

　完全に予想外の動きに、混乱するパイロットたち。

　イーザーの白い残像を追い、マシンガンが見み境さかい無なく火を噴ふく。

　イーザーはそばの一機に向かい──横を駆かけ抜ぬけ──

　一いつ拍ぱく置いて。

　ちゅがかかががちゅかがががぅんっ！

『わあああああああああっ！』

　ほかの二機が放っていた銃じゆう弾だんが、いきおい余って、その一機の装そう甲こうを叩たたく！

　対人用のマシンガンの弾た丸まは、すべて装甲で止まっている。

　とはいえ、仲間から一いつ斉せい掃そう射しやを浴びるなど、決して気持ちのいいことではない。

『何しやがる!?　おめえらっ！』

『す……すまん！　……奴やつは!?』

『……え……？』

　一いつ瞬しゆん呆ほうけてから、あわてて熱源探査をする。

　反はん応のうがあった。

　ま後ろに。

　パイロットが反応するより速く。

　ざぎんっ！

　イーザーの手にした分子振しん動どうナイフが、そのパワード・スーツの左ひだり腕うでを、肩かた口ぐちから斬きり飛ばしていた。

　中に入った、パイロットの腕ごと。

『──ぎあああああああああッ!?』

　パニックを起こし、見み境さかい無なく右手のマシンガンを乱らん射しやする。

　滅め茶ちや苦く茶ちやな乱射は、仲間のパワード・スーツをも襲おそい、パニックが伝染する。

『やめろやめろっ！　落ち着けっ！』

『何なんだあいつは!?』

　叫さけんだパイロットの、モニターの視界一面に。

　イーザーの顔が出現した。




「──っ！」

　背中の痛いたみを嚙かみ殺し、サミィはなおもダッシュする。

　傷は決して浅くはないが、たぶん内臓までは届とどいてない。

　距きよ離りを取ってふり向けば、目の前にまで迫せまったロートレックの刃やいば。

　迫る刃がみぞおちに伸のび──

　死。

　その言葉が脳のう裏りに閃ひらめいた瞬しゆん間かん。

　怒いかりが。

　胸の奥おくではじけた。

　──こんなところで──死んでたまるかっ！

　思うと同時に。

　体は反射的に動いていた。

　どがっ！

　くり出した蹴けりが、カウンターでロートレックの腹に入っていた。

　どざざっ！

　まともに吹ふっ飛び、自分で崩くずしたおもちゃの上に倒たおれ込むロートレック。

　箱が潰つぶれて、いろいろな人形たちがあたりに飛び出る。

　サミィの本気の蹴りが、モロにカウンターで入ったのだ。

　常人ならば内臓破は裂れつを起こし、場合によってはショックで即そく死しである。

　だが──

　蹴りを入れたその瞬しゆん間かん。

　サミィの足に伝わったのは、異様に重い手て応ごたえだった。

　そして。

「……へ……」

　がさりっ、と、おもちゃの山をかきわけて、ロートレックが身を起こす。

「今の蹴けりは悪くなかったぜ。

　普ふ通つうの奴やつならくたばってる。

　……けど前にも言ったろ。

　おれは手と足の他ほかにもいろいろいじくってる、って」

　おそらくは腹筋も、人工の強化筋肉に替かえているのだろう。

「……なかなか……腐くさった徹てつ底ていぶりね……」

　言って──サミィは気がついた。

　自分が荒あらい息をついていることに。

「……けど今のは惜おしかったよなぁ……

　もうちょっとで嬢じようちゃんのはらわた、あたりにぶち撒まいてやれるところだったのになぁ……」

「……あたしに同意を求めないで……

　あいにくと……あんたみたいな奴やつにサービスしてあげる気はなくてね……」

「そんなんじゃあサービス業は勤つとまらねえぞ」

「……会社の方針でね……そういうサービスはしないことになってるのよ……」

「そう言わずに……よ！」

　言って駆かけてくるロートレック。

　ふたたび虚こ空くうに、銀の残像が翻ひるがえる。

　サミィの剣けんは、ロートレックのナイフをはじき、受け流す。

　しかし、圧おされていることに変わりはない。

　武器のリーチでこそ勝っているものの、スピードと手数の多さでは劣り、なおかつ背中の傷は、致ち命めい傷しようにはほど遠いものの、動くそのたびに痛んで集中力をそぎ落とす。

　このままでは時間が経たてば、不利になるばかりである。

　──ならっ！

　きんっ！

　ナイフの一いち撃げきをはじいて大きく退さがると、サミィは足もとに転がるクマの人形を、ロートレックの顔面目がけて蹴り上げる！

　当たったところでダメージはない。しかし視界は確実に塞ふさがれる。

「──ちっ！」

　身をそらし、かわすと同時に視界を確保するロートレック。

　わずかに体勢の崩くずれたその機を逃のがさずに、サミィは渾こん身しんの斬ざん撃げきをかける！

　狙ねらいは──ロートレックが手にしたナイフ！

　ぎんっ！

　鋼はがねの音がこだまして──刹せつ那なの後、二つの影かげは跳とび離はなれる。

　ロートレックが右手に持ったナイフ──

　その刃が、根もとから折り飛ばされていた。

　しかし。

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべているのは、ロートレックの方だった。

　珠たまの汗あせを浮かべつつ、構えたサミィの剣けんの切っ先が、はっきりそれとわかるほどにふるえている。

　その右みぎ腕うでには──つい今しがたまで、ロートレックが左手に持っていたナイフが深々とつき立っていた。

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かん。ロートレックがつき立てたのだ。

　一いつ瞬しゆんの対たい峙じの後に、折れたナイフをほうり捨て、ロートレックが突つっ込んで来る！

「──くっ！」

　サミィは剣を構えて──

　瞬間。腕につき立ったままのナイフが激しい痛みを生み出した。

　──迎げい撃げきは無理!?

　反はん射しや的てきに退さがり──

　とんっ。

　その背が、硬かたいものに当たった。

　倉庫の壁かべ。

　痛みと動どう揺ようで、戦場の間合いを読み違ちがえる。

　初歩の初歩のミスである。

　──しまった！

　ミスはさらなる動揺を生み──

　どぐっ！

　ロートレックの蹴けりは、まともにみぞおちに入っていた。

　背後は壁。力の逃にげる場所はない。

　蹴りの威い力りよくはすべてサミィの腹へとかかる。

　こふっ！

　肺はいの空気が一気に抜ぬけ、視界が暗転する。

　反射的に剣を一いつ閃せんさせるが、ロートレックはあっさりその軌き道どうを見切り、逆にその手をひっ摑つかむ。

　サミィの右腕に刺ささったままのナイフを、空あいた左手で抜き放ち、動けないよう、サミィの右みぎ腿ももに──




　ごどがぁっ！

　激しい炸さく裂れつ音おんが倉庫をゆるがしたのは、まさにその時だった。

「──!?」

　とっさにサミィから跳とび離はなれ、ロートレックはそちらに視線を向けた。

　砕くだけ破れた倉庫の壁かべ。

　転がり、ぴくりとも動かぬ巨きよ大だいな人型。

　それになぎ倒たおされて散乱するおもちゃの山。

　おもちゃに電池が入っていたなら、さぞかしにぎやかなことになっていただろうが、動かぬままに転がるそれらは、死体の山すら想おもわせる。

「……おいおい……噓うそだろ……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくロートレック。

　状じよう況きようから見るならば、何者かにふっ飛ばされたパワード・スーツが倉庫の壁をつき破り、転がり込んできた、ということになるのだが……

　そして、壁に開いた大穴──その向こうにひろがる闇やみに、銀色の影かげがにじみ出る。

　いとも無む造ぞう作さな足取りで。

　彼は壁をくぐり、立ち止まる。

　イーザー＝マリオン。

「マジかよ!?　もうあの連中ぶちのめしちまったのかい!?」

　驚きよう愕がくと──そして歓かん喜きの混じった声を上げるロートレック。

　イーザーはそれには反はん応のうせずに、壁に背をあずけたままで、荒あらい息をするサミィに目を向け、

「大丈夫か？　サミィ」

　何日か前に教わった通りの言葉をかけてくる。

「……あんまし……大丈夫じゃあないわよ……見ればわかるでしょ……？」

「そうか」

　無造作に言って、視線をロートレックへと向ける。

　どうひいき目に見たところで、サミィの身を案じているようには見えない。

「いいねぇ！　あんた、実にいい！」

　ロートレックは言う。ただ、イーザーだけを見つめて。

「ただもんじゃあないってことは、前に逢あった時からわかってたさ！　こう、背中に来るもんがあったからな！　そっちの嬢じようちゃんよりも殺しがいがありそうだ！」

　左手のナイフを右手に持ち替かえ、興奮した口く調ちようで言う。

　イーザーは、無造作につっ立ったまま、

「聞くが──ここで私がお前と戦うのは、別にルール違い反はんとやらではないな？」

　ロートレックの笑えみが深くなる。

　──もちろん──

　そう答えようとして。

　……？

　口の中に生まれた違い和わ感かんに、ロートレックは眉まゆをしかめてツバを吐はく。

　転がる段ボールの上へと散ったその色は──赤い。

「……おやおや……」

　言ったとたん。鼻び孔こうから、つぅっ、と血の帯が流れ出た。

「……ちっ……こりゃあだめだ……」

　ロートレックは左手で、スラックスのポケットからハンカチを取り出し、鼻血をぬぐう。

「戦ってよし、って言いたいが……どうやらこっちの方がタイム・アップってことになっちまったらしい」

「……タイム……アップ……？」

　つぶやいてサミィはハッとなり、

「……そうか……！

　あんた……薬で反はん応のう速度上げてるのね……！」

「あー。気づかれちまったか。まあいいけどよ」

　ハンカチを鼻に当てたまま、ロートレックはあっさりと言った。

　脳内麻ま薬やく物質か何かを人工的に分ぶん泌ぴつさせて、自分自身の反応速度を高める──

　ロートレックは、自分の頭に、そんなしかけを埋うめ込んでいるのだ。

　考えてみれば、サミィには思い当たることがあった。

　最初に戦った時、はじめは自分の方が圧おしていたにもかかわらず、途と中ちゆう、ちょっと話をしたとたん、いきなり立場が逆転した。

「……たぶん……スイッチは……あんたのこめかみね……」

「なかなかカンがいいな。お嬢じようちゃん」

　にんまりと笑うロートレック。

　たしかに以前、いきなり反応速度が上がった時も。

　そして今回、二人を出で迎むかえた時も、彼はこめかみに手を当てる動作をしていた。

　むろん、薬で反応速度を上げる、などという無む茶ちやを、そう長時間やっていられるわけはない。

　サイボーグ化している部分はともかくとして、そのうち肉体のあちらこちらに負担がかかり、毛細血管などが破は裂れつして──こうなる。

　さらに時間が経たつならば、目や耳からも血をふき出し、やがておそらく脳の血管さえもが破裂し、死に至るだろう。

「……ますますまともじゃないわね……あんた……」

「そうでもないさ。もともと暗アサ殺ツ者シンってぇのは、こういうもんだったらしいぜ。

　なにしろ、『麻薬ハシシ』ってのが語源になってるくらいだ。

　クスリで恐きよう怖ふを消して、体の能力を上げて……

　──ま、もっともおれは、シゴトじゃなく趣しゆ味みでやってるんだけどな」

「……シュミに命をかけてる……ってわけね……ずいぶんぜいたくなムダ使いだわ……」

　言われてロートレックは肩かたをすくめ、

「ひとの命なんて軽いもんさ。

　なら、おれの命だってそんなにたいしたもんじゃない。

　ほんとうにやりたいことのために使うのが、美学、ってもんさ」

　まるで、余よ暇かや小こ遣づかいの使い道を語るかのように言う。

「……あんたの美学はどうでもいいけど……それに他人を巻き込むのはやめてよね……」

「まあ、そう怖こわい顔するなって。

　この場はあんたらの勝ち、ってことにしといてやるからよ」

　彼は手近な棚たなによりかかると、ハンカチを──ポッケにしまおうかどうか、ちょっと迷ってから投げ捨てて、その左手で、ゆっくりと、スーツの内ポケットからカギを取り出す。

「……そっちの嬢じようちゃんには言ったけど……おっさんを閉じこめた部へ屋やのカギだ。

　奥おくにある、緑の扉とびらな」

　カギをぶらぶらさせながら、

「おれとしては、もうちょっと楽しみたいんだけどな……

　時間切れでおっ死んじまう、ってのは、それはそれでかっこいいような気もするんだが……

　けどよ、鼻血だらだら流しながら戦う、ってのは……こいつぁどうひいき目に見ても、あまりサマになるもんじゃあないからな」

「……見み逃のがしてあげる気は……ないわよ……」

　言いながら、なんとか壁かべから身を起こすサミィ。

　蹴けりのダメージ──腹に鉛なまりの塊かたまりを飲んだような感覚はいまだ消えないが、あちこちの傷の痛みはだいぶ薄うすらいでいる。

　──といっても、単にマヒしてきただけではあるのだが。

「そこをなんとか頼たのむぜ」

　とぼけた口く調ちようでそう言うと、ロートレックは手にしたカギを、崩くずれたおもちゃの山の中にほうり投げた。

　かちゃんっ。

　小さな音が、崩れた山の中に埋まい没ぼつする。

「それに、だ。

　第一あんたらは、急いでカギを探さなきゃならない。

　おれなんかを追いかけ回してからカギを探してたんじゃあ……

　奥おくの部へ屋やで、おやじの蒸むし焼きができあがっちまう」

「…………？」

　サミィが眉まゆをひそめたその時。

　ロートレックは、もたれていた棚たなから身を起こし──

　そこから朱あかい火の手が上がる！

「──！」

　二人から隠かくした右手で、ライターか何かを使って、積み上げられたおもちゃの箱に火を放ったのだ。

　またたく間まにひろがる炎。

　ロートレックは大きく後ろに跳とぶと、

「それじゃあまあ、がんばれよ！」

　きびすを返し、言葉を残して駆かけ出した。

「くっ……！」

　サミィは呻うめいた。

　今こそが、ロートレックを倒たおすチャンスである。

　このままあの男をほうっておけば、絶対また現れて、いろいろちょっかいをかけて来るだろう。

　だが今は──

　サミィは剣けんを棚に置き、ロートレックがカギをほうり投げたあたりに駆け寄り、散らばったおもちゃの山をかきわけはじめる。

　火のまわりが思ったより早い。あたりに消化器らしきものは見当たらず。このぶんだと倉庫の消火装置も、ロートレックが切っているだろう。

「イーザー！　カギを！」

　おもちゃの山をひっくり返しながら、サミィは、傍かたわらでつっ立ったままのイーザーに声をかける。

「サミィ。疑問があるのだが」

「あとで聞くから今はとにかくカギ探すっ！」

「わかった」

　答えてイーザーもしゃがみ込み、いっしょに山をほじくり返しはじめる。

　おもちゃの倉庫、というのがやっかいだった。

　樹じゆ脂しだのなんだのと、燃えやすい原料が多用されているために、火の手はみるみる強くなってゆく。

　人形をほうり投げ、箱をかきわけ──

　……かちゃっ……

　ごく小さな金属音。

「そこっ!?」

　いきおいよくあたりのものをかきわけて──

　床ゆかと、小さな銀色のものが見えた。

「あった！」

　サミィは強ごう引いんに手を伸のばそうとして──

　がらがらがらがらっ！

　箱やらおもちゃが崩くずれ落ち、ふたたびカギを埋うめてゆく。
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　気の短い声を上げ、ふたたび必死であたりのものをかきわける。

　そして今度こそ──

「おしっ！」

　サミィの右手が、銀色のカギを捕とらえた。

「奥おくの緑の扉とびらって言ってたわ！」

　立ち上がり、忘れず剣けんを手に取ると、言ってサミィは駆かけ出した。

　走るサミィの横手にイーザーが並び、

「先ほどの疑問だが」

「何よ!?」

「カギを探す必要があったのか？　お前の剣か私のナイフでカギを壊こわす、という案を思いついたのだが」

「ゔっ」

　思わず一いつ瞬しゆん立ち止まるサミィ。

　イーザーが肩かた越ごしにふり向くのを見て、ふたたび駆け出し、

「──必要だったのよっ！」

　あえてきっぱり言い切った。

「今の『ゔっ』というのは……」

「たぶんあそこの扉よっ！」

　話をそらして、一枚の扉を指すサミィ。

　いかにも倉庫然とした、おせじにもきれいとは言えない緑色で塗ぬられた鉄てつ扉ぴ。

　サミィはダッシュで駆け寄ると──

　ざぎんっ！

　手にした剣でロック部分をえぐり斬きる。

　右みぎ腕うでの傷が少し痛むが、それは無視。

「カギは……」

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　何やらいいかけたイーザーの言葉を遮さえぎり、扉とびらを開く。

　おそらく本来は、備品置き場か何かなのだろう。

　色気も素そっ気けもない、さして広くもない部へ屋やにあるのは、一いつ脚きやくのイスと──それにしばりつけられたマーティン。

「……あ……あんたたちは……」

　顔を上げ、二人の方に目をやる彼。

　どうやらケガなどもなさそうである。

　意外ではあるが、ロートレックは、噓うそをついていなかったのだ。

「よかった。無事ね！」

　駆かけ寄るサミィに目をやって──マーティンの表情が曇くもる。

「──！　あんた！　ケガを……!?」

「大丈夫よ。こんなの」

　言ってサミィはウインクひとつ。

　まあ多少、やせがまんが入っていることは事実だが。

　イーザーは彼に歩み寄り──

　ざんっ！

　手にしたナイフで、マーティンを縛いましめていたロープを断たち切る。

「立てます？」

「……ああ……すまない……」

　最初は多少よろつきながらも、自分の足で立つマーティン。

「火が出てます。急ぎましょう」

　サミィが肩かたを貸そうとするが──

「……いや。大丈夫だ。歩ける」

　言って扉とびらの方へと向かう。

　そしてサミィとイーザーも。

　倉庫の中には、かなり火の手が回りはじめているが、脱だつ出しゆつに困るほどではない。

「本当に大丈夫ですか？」

　問うサミィに、マーティンは悔かい恨こんの表情で、

「……きみこそ……そんなケガを……すまない……本当にすまない……許してくれ……」

「いやそんな……

　あやまることはありませんって。悪いのは、みーんなあの変態スーツ男なんですから」

「……違ちがう……違うんだ……私は……

　自分で……ここに来たんだ……」

「──！」

「……あの男に……自分が本当に狙ねらっているのはあんたたち二人だ、と……

　ついて来れば、娘むすめの居場所も教えるし、危害も加えない、と……

　そう言われて……

　……約束を守るような相手じゃあないとは思っていた……つかまえた私を、あなたたちへの人ひと質じちにすることも想像がついた……

　けど……そうわかっていながら……

　私は……自分でカギを開け……あの男についていったんだ……

　そのせいで……あんたは、そんなケガを……すまない……本当に……」

「抵てい抗こうしていれば殺されていた可能性が高い」

　呻うめくマーティンに、しかしイーザーが静かに言う。

「その場合、我々は『あなたと娘を再会させる』という依い頼らいを達成するのが不可能になる。

　それは非常に困る。

　よって、あなたの選せん択たくは正しい」

「……………………」

　なぐさめられているのだか何なんだかよくわからないその言葉に、しばし言葉を失うマーティン。

「……まあ……『仕方なかったんだから気にするな』ってことよ」

　気楽な口く調ちようでサミィは言った。

「結果、一応みんな無事だったんだし。

　──あ。そうだ。マーティンさん」

　ふと思い出し、サミィは尋たずねる。

「あいつ、コリィさんのゆくえはあなたに教えた、みたいなことを言ってたんですけど……」

「ああ」

　問われてマーティンはうなずいた。

「確かに言ったよ……本当か噓うそかまでは知らんが……

　──ダストブロー──

　衛星軌き道どう上じようにある、廃はい棄き資源小しよう惑わく星せいの吹ふき溜だまり──

　そこにコリィがいる。

　あいつはそう言っていた──」




「……けどどうするんです……!?　宇宙なんて……！」

　夜風に負けない大きな声で、後部座席のマーティンがそう言ったのは、三人を乗せた車が発車して、さほども経たたぬうちだった。

　はるか後ろでは、さきほどまで彼らのいた倉庫が、ぼんやりと赤く染まっている。

　火事に気づいて消防や警察がかけつけて来るまで、さほどの時間は要しないだろう。

「迎むかえは呼んだ」

　ハンドルをにぎったままで言うイーザー。

　決して大きくはない。しかしよく通る声。

「……え……迎え……？」

「マーティンさん、あたしたちの商売、忘れてません？」

　助手席のサミィが問いかける。

「もちろん忘れてなんか……」

　彼は一いつ旦たん言葉を切り、やがておずおずと、

「……あの……

　ところで私たち……街とは違ちがう方に向かってるような気がするんですけど……」

「そーよ」

「そーよ、って……」

　言いかけたその時。

　唐とう突とつに、闇やみが降りた。

　月が翳かげったのだが──その変化は、あまりにも急すぎた。

　マーティンは、なんとはなしに天をふりあおぎ──

「うわあぁぁあああっ!?」

　思わず声を上げていた。

　何かが。

　巨きよ大だいな何かが、車の上を覆おおうように、そこにいた。

「……飛行……機……？」

「いいえ」

　つぶやいた言葉にサミィが答える。

「あたしたちの連絡艇シヤトル──『ドラグゥーン』よ」

　言ったそのとたん。

　まばゆい光が車を包む。

　頭上の『ドラグゥーン』から生まれた光が。

　そして──ふわりっ、と車体が宙に浮うく。

「……なっ……!?　なななななな……!?」

「落ち着いて。ただの牽トラク引タービームよ」

「異星人のＵＦＯに誘アプダ拐クシヨンされてる気分なんですけど！」

「……うちの装備課に変なシュミのがいるのよ。文もん句く言うならそっちにお願い」

　車はほどなく、低空飛行をする『ドラグゥーン』の下部へと収納され、三人はそのまま操コツ縦クピ席ツトへと向かう。

「……呼んだ……って言いましたけど……人……いませんね」

　無人のコックピットを目にして、マーティンはぽつりとつぶやいた。

「ま、半分自動みたいなもんだし」

　言いながら、サミィはシートの一つに腰こし掛かける。

　イーザーの脳波にリンクして、自オー動ト操パイ縦ロ装ツ置トが働くようになっているのだが、そこまで説明する気はないらしい。

「さ。マーティンさんもそこのシートに座すわって」

「はあ……」

　後ろの方にある予備シートを目で指され、とりあえず腰を下ろすマーティン。

「あ。シートベルトも忘れないでね」

「わ……わかりました」

　とりあえず言われた通りに、かちゃかちゃとベルトをつけて、マーティンは不安げな表情で二人に目をやった。

　イーザーの方は、マーティンのことなど全く気にかけず、操そう縦じゆうを自動オートから手マニユ動アルへと変えて機体を操あやつっている。

　サミィは、どこか不安げなマーティンの顔を見て、

「……ひょっとしてマーティンさん……

　宇宙ははじめて？」

「いえ。そういうわけでも……」

　答えてから。妙みような違い和わ感かんを覚え、考えて──

「──ちょっと待ってください！　宇宙って……！」

「善は急げ、って言うでしょ」

「そうじゃなくて……！　私も行くんですかっ!?」

「へ？」

　言われて、サミィの方が、きょとんっ、とした顔で、

「……まさか地こ上こに残るつもりだったの!?」

「……いや……そんな、思いっきり意外そうに言われても……」

「だって意外だったし……

　マーティンさん、組織はもう知ってるのよ。あなたのことを」

「……あ……」

　指し摘てきされてはじめて。マーティンは小さく呻うめいた。

「今回は、あのロートレックって奴やつの気まぐれだか何だかで、無事でいられたけど……

　次に狙ねらわれた時も、そう都つ合ごう良く行くとは限らないわ」

「……なるほど……ならば、一人で地上にいるよりも、一いつ緒しよに宇宙に行った方が安全、というわけですか」

「……まあ……ね……」

　ぽりぽり頭を搔かきながら、ややあいまいに答えるサミィ。

「とゆーことなんで。

　このまま一気に宇宙に出て、あたしたちの宇宙船ふね──『モーニングスター』と合流よっ！」

「宇宙船の名前……『モーニングスター』っていうんですか……

　サミィさんの雰ふん囲い気きにぴったりの名前ですね」

　ぴぴぴくっ！

　言ったマーティンのことばに、サミィはわずかに引きつって、彼の方をジト目で眺ながめ、

「……あの……ひょっとしてマーティンさん……

　今、『モーニングスター』って名前聞いて、武器のトモーゲニン付グ・きス鉄タ球ーとか思い浮うかべたりしなかった……？」

「……違ちがうんですか？」

「朝に輝かがやく星のことよっ！　明モーけニのン明グス星ターって奴っ！

　とゆーか、なんであたしのイメージが、トゲ付き鉄球とぴったりなのよっ!?」

「……あ……いや……それは……あはは……

　名前の由来は明あけの明みよう星じようでしたか……

　イーザーさんの雰囲気にぴったりですね」

「ちょっと待ておっさんっ！　どーいう意味よっ！」

「……ま……まあまあ……それはどうでもいいとして……

　けど宇宙に行くということは、ダストブローに向かうんですよね」

「あたしにとってはどーでもよくはないっ！　話をそらそうったってムダよっ！」

「……す……すいません……気に障さわったなら謝あやまります……」

「……いや……いきなり素す直なおに下した手てに出て来られると……

　……まあいいわ。

　で、そのダストブローって……たしか、政府が管理してるのよね……」

　この惑星ほしに来た時、調べたデータを思いだし、サミィは尋たずねる。

　惑わく星せい改造や公共事業のため、あちらこちらから引っぱって来た小惑星たち──

　採さい掘くつされ尽つくし、役目の終わったそれらはまとめて、この惑星、フリードの軌き道どう上じようを漂ただよっている──いわば、宇宙のゴミ捨て場。

　外宇宙にでもほうり捨てた方がいいのだが、コストだの政治的思おも惑わくだのがからんで、それは実現できないでいる。

　現在は保安のために、総そう督とく府ふが管理し、その空域は立入禁止──というのが、公式に発表されていることではあるのだが……

「……ンなところにラガインの基地があるっていうことは……よっぽど組織と政府とのつながりが深い、ってことね……」

　うがった見方をするならば、そこにラガインの拠きよ点てんが設置されてるがゆえに、政府は何かと理り屈くつをつけて、そのままにしている、というものの見方もできる。

「……あ……でも、そういえば……」

　ふと思い出したようにマーティンは言う。

「……大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……？　勝かつ手てに侵しん入にゆうして……？　確かあそこって、立入禁止のはずですし……」

「何言ってんのよ。マーティンさん」

　不安顔の彼に、しかしサミィは笑顔で、

「大丈夫なわけないじゃない。法律違い反はんだし」

「いやきっぱり言われても困るんですが！」

　彼の不安の色が濃こくなる。

「……まさかとは思いますが……軍の宇宙船ふねと戦う、なんてことには……？」

「大丈夫大丈夫。

　うちの宇宙船ふね、そのあたりの軍ぐん艦かん二、三隻程度なら、なんとか相手にできるから」

「やっぱり戦うんですかっ!?」

「いや、もしもの時にも安心、って話よ。

　戦うか戦わないかはまあ……状じよう況きよう次し第だい、ということで……」

「……なんか……滅め茶ちや苦く茶ちやえらいことになってるような気がするんですが……」

「まぁたまた今さら。

　国と組織が裏でしっかりつながっている。

　そのことをじゅーぶん承知の上で、組織にさらわれた娘さん取り返してほしい、なんて依頼した時点で、国と組織の両方相手にしたよーなもんじゃないですか。

　あ。けどご心配なく。

　娘むすめさんが戻もどったら、アフター・サービスとゆーことで、お二人ともども、どっか別の、組織の手が届とどかない惑星ほしにお連れしますから。

　そこから先は──まあ、がんばってください」

「ああああああああああああああ。」

　もはや何をどう言っていいのかわからず、頭を抱かかえて呻うめくマーティン。

　対してサミィはほがらかに、

「さて。マーティンさんも心から納なつ得とくしてくれたことだし。

　そいじゃあイーザー、早速宇宙に向かって出発よっ！」

「もう向かっているが」

「…………へ……？」

　言われて窓の外に目を転じれば、たしかに機体は上じよう昇しようを続け、眼下に雲を従えている。

「手て際ぎわがいい……っていうか気が早いっていうか……」

「ゆっくりしてはいられんだろう。

　できれば面めん倒どうごとは少ない方がいい」

「……どういうこと？」

「あの男が来るまでに、コリィ＝ステアーの救出を完かん了りようするのが理想的だ、ということだ」

「あの男……って、ロートレック!?」

「当然あの男は、自分のタイム・リミットのことを知っていた。

　我々二人と連戦して倒たおす時間はないと判はん断だんしたのだろう。

　だからマーティン氏に、ダストブローのことを教え、手を出さなかった」

「……なるほど……」

　サミィは言った。

　その瞳ひとみに闘とう志しをたたえて。

「決着は宇宙で──ってわけね……」




「失礼します！　緊きん急きゆうの用件です！」

　ドアのノックと秘書の声とは、ほとんど同時だった。

「……ふむ……」

　ラガインは、眉まゆを寄せてつぶやいた。

　来客中だということは、むろん秘書かれにも言ってある。

　にもかかわらずやって来て、加えてこのあわてよう、ということは──

「──入れ」

　声に応こたえて扉とびらを開けて、秘書の男は早足で、ラガインのもとへと歩みゆく。

　耳打ちをしようとして──

「かまわん。言え」

「……は……」

　秘書は、客の方に、ちらりと一いつ瞬しゆん目をやってから、

「その……ロートレックが……

　宇宙に行ったようです」

「はあ!?」

　さすがに声を上げるラガイン。

「なんでそうなる!?　どういうことだ!?」

「現場の方も混乱していて……理由はよくわからないらしいのですが……

　さきほど突とつ然ぜん、トライベイ・シティ宇宙港の、我わが社の連絡艇シヤトル発着場にふらりとやって来て……無む理り矢や理りシャトルを発進させたそうです」

「誰だれか止めようと思わなかったのか!?」

「組織の仕事だ。協力しないなら反逆とみなして罰ばつを与あたえる……などと言って脅おどしたようです。そう言われると……奴やつのことはみんな知ってますから……

　止められる奴はいないでしょう……」

「……それで……？　奴はどこに行くと？」

「それが……ダストブローへ行く、と言っていたようなのです……」

「何!?」

　ラガインの声が一層高くなる。

「ダストブロー!?

　……そうか……そういうことか……」

　ロートレックには、よそから来たなんでも屋の始し末まつを担当させていた。

　しかし成功のしらせはいまだ無く、そして、なんでも屋たちの捜す娘むすめは──ダストブローの施し設せつにいる。

　ならば。

　なんでも屋たちが、どうにかして娘の居場所をつき止め、そのことを知ったロートレックがダストブローへと向かったのだろう。

　ラガインはそう判はん断だんした。

　むろん実際は、ロートレックが、サミィやイーザーと戦いたいがために、娘の居場所を教えたのだが、さすがにラガインもそこまでは思いつかない。

「……ということは当然……

　なんでも屋どももそこに向かっている、ということになるな……

　ダストブローの施設に教えてやれ！

　よそから来たなんでも屋の宇宙船ふねが、そっちに向かっている。沈しずめろ、とな！」

「はい！」

「それと……

　テオドアにも話を通しておけ！　ダストブローが戦場になる可能性があるが……そうだな、流れの宇宙海かい賊ぞく同士の抗こう争そう、ということにでもしておいてくれ、とな」

　ティコ連れん邦ぽうから派は遣けんされている総そう督とくの名を出し、指示をする。

「わかりました！　それで……ロートレックの方は？」

「とりあえずほうっておけ。

　なんでも屋を始し末まつしてからの話だ」

「では、早速そのように！」

　秘書は一礼を送ると、きびすを返し、部へ屋やをあとにした。

　ばたむ。

　扉とびらが閉まったそのあとで。

　……ふぅ……

　ラガインは小さなため息をついた。

　秘書の出ていった扉とびらを眺ながめて、

「……あいつの言った通りだったな……

　ロートレックの馬ば鹿かを送ったのは失敗だったかもしれん。

　今度も高くつきそうだ……」

「あいかわらずですかね。あの男は」

　言ったのは、それまで沈ちん黙もくを続けていた来客だった。

「ああ。あいかわらずのようだよ。博士ドク。

　……友達というわけじゃあないんで、よくはわからないがな」

　ラガインは、肩かたをすくめて客に目をやる。

　歳としの頃ころなら四十前後、ひょろ長い長身で、眼鏡めがねに白衣の男だった。

「……とはいえ……

　ロートレックの奴やつ、今回は妙みように手て際ぎわが悪い。

　今までは、あいつを送って、それほど長生きをした相手はいなかったのだがな……」

「ふむ……なんでも屋、とか言っておられましたが？」

「ああ。なんと言ったかな……

　たしか、クロフトの子会社で……」

「──シェリフスター……」

　その名をつぶやいたのは、白衣の男の方だった。

「知っているのか!?　コラード!?」

「ええまあ」

　コラードと呼ばれた男は、指で眼鏡をずり上げて、

「……その連中の資料はありますかな？」

「ああ。確か……」

　ラガインは机の引き出しを漁あさると、書類を取り出して渡わたす。

「……ふむ……」
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　イーザーとサミィの、顔写真つきの名めい刺しを眺め、コラードは納なつ得とく顔がおでうなずいた。

「……私の想像が正しければ……

　ロートレックを送ったのは正解ですよ」

「どういうことだ？」

「……タイミングがいいというか何というか……

　これから話をしようか、という時にこう来るとは……」

「話が見えんぞ。博士ドク。わかるように説明しろ」

　多少いらつきながら、ラガインは言った。

　この博士の、尊大で、持ってまわったものいいは、いまだ好きにはなれないのだが、科学者としての才能は群を抜ぬいている。

　そうそう粗そ末まつにも扱あつかえない。

「……つまり、早い話が。

　さきほど途と中ちゆうまで話をしていた、惑わく星せいファーサイドの試作実験工場の壊かい滅めつ──

　それをやったのが、こいつらの仲間、『シェリフスター』の別の二人だ、というわけですよ」

「なっ……!?」

　ラガインは、思わず声を上げていた。

　つい何日か前、別の惑星にある、組織の試作実験工場が、トラブルシューターの襲しゆう撃げきを受けて壊滅していた。

　警備責任者は生死不明。

　所長という肩かた書がきを背負っていたコラードが、研究資料などとともに、この本部に戻もどってきたのだ。

　そこでラガインはコラードに、詳くわしい状じよう況きようを聞いて──いや、聞こうとしていたところだったのだが──

「あちらでもこちらでも……か……

　どう思う？　コラード。

　たまたま、というには、タイミングが良すぎると思うのだが」

「さあ。

　私はあくまでも科学者ですから。

　シェリフスター……いえ、クロフト社が何をもくろんでいるか、などはわかりませんな。

　ただ、言わせてもらえるならば、この二人──」

　コラードは、書類の、サミィとイーザーの写真を指し、言った。

「決して甘あまく見ない方がよろしいな。

　私が出会った、もう片方のチームのうち、少なくとも一人がそうだったように──

　この二人もまた。

　クロフト社のつくりあげた生バイ体オ兵ウエ器ポンの公算が高い」







　二　其は獣の運命さだめを抱いだきし者







　開いた扉とびらのその先は、コントロール・パネルの並ぶ艦橋ブリツジ。

　正面と左右のほぼ全面を占しめる、巨きよ大だいな画デイス面プレイに映し出された外景は──

　宇宙。

　左下には、惑わく星せいフリードの青い地平が見えている。

「おっはよーっ！　みんなっ！」

　元気に言ったサミィの声に、その場にいた二人──イーザーとマーティンがふり返る。

　別に寝ね坊ぼうをしたわけではない。

　ロートレックから受けた傷を癒いやすため、生体バイオジェルを満たした医い療りよう用ようポッドで、傷の回復をしていたのだ。

　背中は自分では見えないが、腕うでのキズは、あとさえ残さず治っている。

　──むろんそれは、サミィ自身の自己治ち癒ゆ能力がもともと高いおかげもあるが。

「治ち療りようは済んだか？」

「完かんっ璧ぺきっ！」

　問うイーザーにガッツポーズで答え、サミィは操そう縦じゆう席せきへとついた。

　──恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プ『モーニングスター』。

　一同がいるのはそのブリッジだった。

　全長三二〇メートルに及およぶその宇宙船こそが、サミィとイーザーの家でもあり、基地ベースでもあった。

　むろん、既き製せい品ひんではない。

　本来この大きさの宇宙船ふねは、動かすにもそれなりの人数が要いるのだが、これはサミィとイーザーの二人だけでも操あやつれるようになっている。

「状じよう況きようは？」

　コントロール・パネルをチェックしながらサミィが問う。

『ドラグゥーン』で宇宙に出て、『モーニングスター』とランデブーしたあと。

　すぐに医療用ポッドに入った彼女には、状況がいまひとつわからない。

「もうすぐ見えるそうです」

　予備シートから、マーティンが答える。

「そろそろモニターでも捕とらえられる距きよ離りだ」

　イーザーが言ってパネルを操作する。

　メイン・ディスプレイの画像が切り替かわり、そこに映し出されたのは、黒い虚こ空くうを漂ただよう岩がん塊かいの群れ。

「これが……ダストブロー？」

　この小しよう惑わく星せいの吹ふき溜だまりが、人工的なものだということはすぐにわかった。

　岩い塊わと岩い塊わとが、規則正しく並んだまま、同じ速度で漂ただよっているのである。

「小惑星同士を、ワイヤーアンカーで連結し、散乱するのを防いでいるらしい」

　イーザーが解説する。

「軍や警察は駐ちゆう留りゆうしていない」

「……なら……戦わなくてもいいんですね……」

　ほっとした顔でつぶやくマーティンに、サミィがぼそりっ、と、

「……軍や警察とは、ね」

「……え……？」

「ここに基地があるのなら、とーぜん組織は、それなりの戦力を置いてるはずよ」

「そ……それなり、って……どれくらいの……？」

「さあ……そればっかしは……

　出会ってみないとわかんない、ってね」

「少なくとも、戦せん闘とう機き一ダースの戦力はある」

　横からぽつりとイーザーが言う。

「そこまで調べがついてんの？」

「いや」

　サミィの問いにかぶりを振ふると、冷静な口く調ちようで、

「ダストブローの空域に、たった今、出現したのを確かく認にんした」

　……………………

『なにぃぃぃぃいいぃぃぃぃぃっ!?』

　同時に叫さけぶサミィとマーティン。

「ちょ……！　ちょっとイーザーっ！　本当!?」

「噓うそをつく意味はない」

「……って、こーいう時はもーちょっとあわてるもんよっ！　ふつーはっ！」

「そうか」

　愛あい想そもミもフタもない答えを返しながらも、イーザーの両手は、目まぐるしく、コントロール・パネルの上を滑すべっている。

「とにかく、となれば戦闘準備よっ！」

　言ってサミィもパネルを操作した。

　そばのディスプレイをレーダー表示に切り替かえれば、岩塊の表示に混じって、たしかに動くものの影かげ。

　カウンター表示によれば、その数十五。

「ちょっとイーザーっ！　一ダースって言ってたけど、十五機もいるじゃないっ！」

「今増えた」

「あ。そ。

　……ま、どっちにしても、この船を相手にするには少なすぎるけどねっ！」

「……あの……私はどうすれば……」

　おずおずと問うマーティンに、サミィはふり向きもせずに、

「いーから黙だまって座すわってて」

「はい」

「で、イーザー、敵の発進位置は特定できた？」

「小しよう惑わく星せいの一つだ」

「オッケイ。ならそこが──連中のアジトってわけねっ！」

「誤ミス誘リ導ードという可能性もある」

「……いやまあ……

　なんにしてもっ！

　敵をさくさくぶち落としていけばオッケーよっ！」

　間ま違ちがってはいないのだが、えらくおおざっぱなことを言う。

　その間にも、発進してきた戦せん闘とう機き群はダストブローを抜ぬけ、こちらとの距きよ離りを詰つめている。

「おしおしラッキィ！　テキはシロートよっ！」

　戦闘準備を進めつつ、獲え物ものを見つけた獣けもののように、小さく舌なめずりをするサミィ。

　大型艦かんと戦闘機とでは、機動力に格段の差がある。

　敵としては、その長所が活いかせるように、こちらをダストブローの内部まで引き込んでから、攻こう撃げきをしかけた方が有利なのだ。

　そんなことさえできていないということは──相手のパイロットは、経験したことのない実戦で舞まい上がっているのだろう。

「敵戦闘機識別。『ライトニングワスプ』タイプと確かく認にん」

　イーザーは言った。

　たしか、ティコ連れん邦ぽう軍ぐんが制式採用している宇宙戦闘機である。

　そういえば、彼が倉庫で戦ったパワード・スーツも、ティコ連邦軍の旧型機だった。

「──軍から組織への、兵器の横流しが行われていると予想される」

「こーまであからさまに癒ゆ着ちやくしてると、いっそ気持ちいいくらいね」

「気持ちいいのか？」

「真顔で聞かないっ！　冗じよう談だんよっ！

　──それより敵との距離は!?」

「敵部隊、主しゆ砲ほう射程突とつ入にゆうまであと三十」

「主しゆ砲ほう、および、シールドとアサルトアンカーの準備もお願いっ！」

「了りよう解かいした」

　双そう方ほうの距きよ離りは縮ちぢまって──

「敵部隊、主砲射程内に突とつ入にゆう」

「まだまだっ！　もーちょっと引きつけてっ！」

　吠ほえてサミィはディスプレイをにらむ。

　距離はどんどん詰つまりゆき、それでも二人は動かない。

　後ろでじっと眺ながめている、マーティンの不安は増すばかり。

「敵の予想射程突入まであと三十」

　イーザーがそうカウントした時。

　はじめて彼らは動きを見せた。

「主砲全門一いつ斉せい掃そう射しやっ！」

　サミィが吠える！

『モーニングスター』各部に設置された、二十にものぼる自動砲ほう座ざ。

　生体バイオコンピューターで制せい御ぎよされ、軍の重じゆう巡じゆん洋よう艦かん並なみの出力を持つそれらが、一斉に光の槍やりを解とき放つ！

　それは向かい来る戦せん闘とう機きの群れへと突つき刺ささり──いくつもの光芒ひかりを虚そ空らに開かせる。

「四機撃げき墜つい」

　淡たん々たんとしたイーザーの報告。

「主砲砲ほう撃げき停てい止し！　正面方向にシールド展開！」

　サミィの声が響ひびき渡わたる。

『モーニングスター』正面の空間が一いつ瞬しゆんゆらめき、不可視のシールドを展開する。

　これで正面から近づいてくる戦闘機の攻こう撃げきは当たらない。

　とはいえむろん、これではこちらの主砲も使えないし、正面にのみ部分展開したシールドなど、まわり込まれればいともあっさり突とつ破ぱされる。

「敵射程内に突入。部隊散開」

　イーザーの冷静な声。

　シールドの展開を察した敵は、まわり込んでしかけてくるつもりらしい。

　そこを狙ねらって、サミィは叫さけぶ。

「アサルトアンカー起動っ！」

『モーニングスター』外装の各部にある、紡ぼう錘すい形けいのパーツが本体から分ぶん離りした。

　普ふ通つうの戦闘機よりもかなり小ぶりで、その数はおよそ二十。

　といっても、完全に分離したわけではなく、ワイヤーで本体と繫つながったまま。

　戦闘機並の推進機を装備したそのシルエットは、確かに錨アンカーに似た形シルエツトを持っていた。

　だがその正体は、推進機を装備したビーム発はつ振しんユニット。

　いわば、ワイヤー付きの機動砲ほう台だいである。

　エネルギーの供給と砲ほう座ざのコントロールを、ワイヤーを通して『モーニングスター』本体から行っているせいで、砲座の部分は、移動範はん囲いこそ限定されるものの、こと小回りに関しては、通常の戦闘機をはるかに凌りよう駕がする。

「発射フアイアっ！」

　シールドの陰かげから顔を出したアンカーが、向かい来る敵に向かって火を吐はいた！

　予想外の攻こう撃げきに、数機が一いつ瞬しゆんにして、光の華はなと化し、虚そ空らに散る。

『モーニングスター』はシールドの陰からアンカーで砲ほう撃げきを続けつつ、無造作に敵との距きよ離りを縮ちぢめてゆく。

　さらに数機が、アンカーからの砲撃で撃げき墜ついされるが──

　残った機体は展開し、シールドをまわり込んで、ミサイルの群れを解とき放つ！

　しかし、距離がありすぎた。

『モーニングスター』のばら撒まいた対アンチミサイル弾だんの群れが、向かい来るミサイルのことごとくを余よ裕ゆうでたたき落とす。

　これで戦闘機には、もはや武装はビームバルカンしか残っていない。

　たとえそんなものが当たっても、『モーニングスター』の装そう甲こうを多少削けずるのが関せきの山だろう。

　さすがにこうなっては、もはやかなわぬと悟さとったか、残った戦せん闘とう機きたちはあわてて機首を反転し、退たい却きやくをはじめた。

　そのあとを追う形で、ダストブローへと向かう『モーニングスター』。

　圧勝──いや、勝負にさえならなかったといってもいいだろう。

　しかし、いつも無表情のイーザーはともかく、サミィの表情かおもあまり冴さえない。

「なんとかなったみたいですね」

　一人、ほっと胸をなで下ろすマーティンに、しかしサミィは、

「まだよ。たぶん」

「……え……？」

「最初はあたしも『シロート相手でラッキー』とか思ったけど……いくらなんでもあっけなさすぎるわ」

「……この宇宙船ふねが強すぎるんじゃあ……？」

「──だといいんだけど。

　罠わなの可能性の方が強いわね」

「罠……!?　ですか……!?」

「こっちが調子に乗ってほいほい突つっ込こんでいくと──って奴やつ。

　ともかく、用心するに越こしたことはないわね。

　イーザー！　スピード落として！　センサー動員して進路を探査！

　逃にげた戦闘機やつがどの岩塊いわにとりついたか、チェック忘れないでね！」

　減速した『モーニングスター』をふり切り、ダストブローへと逃げ込む戦闘機たち。

「戦闘機の到とう達たつ位置がわかった。出現したのと同じ小しよう惑わく星せいだ」

　サミィの手もとのディスプレイに、ダストブローの概がい略りやく図ずと、問題の小惑星の位置とが表示される。

　全体としてはややいびつな球形をしているダストブローの、中心までは行かないが、奥おくまった部分にある岩がん塊かいの一つだった。

「……本気で罠わなくさいわね……

　ほかに怪あやしいところってないの？

　たとえば……温度が、ほかの岩より高いところ、とか……」

「各種センサーでひと通り調べたが、それらしい場所はない。

　カムフラージュくらいはしているだろう」

「……ふぅん……

　仕方ないわね。

　じゃ、その岩のところまで行ってみましょーか」

　岩がん塊かいは、大きなものでは全長十キロメートル以上に及およぶものもあり、岩い塊わと岩い塊わとの間は、平均して約五十キロメートル。

　地上でならばかなりの距きよ離りだが、宇宙においては近距離と言っていい。

『モーニングスター』はゆっくりと、ダストブローへと侵しん入にゆうした。

　とりあえずの目標としている岩塊は、全長およそ六キロメートル。

　内部に何かの施設を隠かくすにも、十じゆう分ぶんな大きさがある。

　やがて、問題の岩塊へと近づいてゆき──

「エネルギー反はん応のう、目標地点に出現」

　イーザーの声が響ひびいたのは、かなりま近に迫せまった時のことだった。

「出現!?」

「反応の大きさから見て戦せん闘とう機き多数。百は超こえているだろう」

「本命登場ってわけね！　じゃあやっぱりそこが連中の!?」

　サミィが言う。

　各種センサー類をくらませる装備を施ほどこした施し設せつから、戦闘機が発進すれば、たしかに『出現』したような反応になるだろう。

「エンジンをカットして待機していた可能性もある」

「宇宙で!?　自殺行こう為いよ！」

「連中は組織の人間だ。常識論は通用しない」

「……とにかく……みんなぶっ倒たおすしかないでしょっ！」

　手元のディスプレイ表示を、レーダーモードに切り替かえて、敵の位置と数とを把は握あく──

　しようとしたそのとたん。

　ざざっ！

　画面が乱れ、かき消えた。

「──っ！」

「敵の妨害波ＥＣＭだ」

「ＥＣＭの発はつ振しん地点は!?」

「周囲全部」

「……………………え……？」

　あっさりと言われ、サミィは思わず声を上げた。

　周囲全部──などと言われても、つい今しがたまで、敵てき影えいらしきものは、戦闘機の群れ以外にはいなかったはずだが──

「ワイヤーを使っている」

「ワイヤー？」

　あっさりと言うイーザーに、眉まゆをひそめて聞き返すサミィ。

「小しよう惑わく星せいと小惑星を繫つなぐワイヤーを、ＥＣＭの伝達・発振に利用している」

「……そー来たか……」

　サミィは、ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　戦せん闘とう機き部隊と戦いながら、すべてのワイヤーを断たち切ることなど不可能である。

　となれば退たい却きやくか、センサーなしで戦うか。

　センサーが使えないのは、むろん敵とて同じだが、近距離戦闘用の戦闘機と、中・長距離戦闘用の艦かん船せんとでは、どちらがより影えい響きようが大きいかは言うまでもない。

　だが──ここで退却したのでは、意味がないことも確か。

「ＥＣＭは想定しておくべき事態だったな。

『シューティングスター』チームの手を借りるのも良かったかもしれん」

「じょーだんっ！　あんな冷血女とトーフ娘むすめの力なんか借りなくたってっ！

　第一、待ってる時間なんてなかったでしょーがっ！

　何はともあれやるっきゃないっ！」

　センサー類が効かない以上、頼たよりになるのはカメラのみ。

　手もとのディスプレイを画像モードに切り替かえる。

　映し出された戦闘機群は──確かにイーザーの言う通り、百を楽に越こえているだろう。

「主しゆ砲ほう、およびミサイル一いつ斉せい掃そう射しやっ！」

　光の槍やりと、それに続くミサイルの雨は、戦場に光の華はなをひらかせる。

　今のでおそらく、十やそこらは落ちただろう。

　しかし画面で見たかぎりでは、少しも減ったような気がしない。

「おーしこうなったらっ！」

　ヤケクソ気味に言うサミィ。

「エンジン出力上げてっ！

　アサルトアンカーおよび対アンチミサイル全門起動っ！

　ディバイド・フレア展開準備っ！

　連中にぶちかましかけるわよっ！」

「ぶちかまし？」

「一ヒツト撃・アン離ド・ア脱ウエイっ！」

　ムチャなことを言いはじめるサミィ。

　逆ならとにかく、戦せん艦かんで戦闘機群にヒット・アンド・アウェイなど、聞いたこともない。

「危険だ。センサーの使えないこの状じよう況きよう下かで高速移動すれば、ワイヤーや岩塊に衝しよう突とつする可能性がある。そうなれば『モーニングスター』も保もたない」

「がんばってよけてねイーザー！」

　さらりとムチャな要求をするサミィ。

「努力してみる」

　これまたさらりと引き受けるイーザー。

「…………………………」

　後ろで完全に硬こう直ちよくするマーティン。

　そして──

「いっちゃえいきなり最大加速っ！」

　ごっ！

『モーニングスター』のエンジンが吠ほえた！

　強きよう烈れつな重Ｇ力加圧が、三人をシートに押おしつける。

　戦闘機部隊に突とつ入にゆうするその直前。

「ディバイド・フレア！」

　サミィが吠える。

　そして『モーニングスター』は羽根をひろげた！

　──羽根──

　そう。それは、そうとしか形容できないものだった。

　蟬せみの羽根を想おもわせる、半はん透とう明めいな何かが、船体のまわりに展開したのだ。

　その内がわで、『モーニングスター』の主しゆ砲ほうが火を噴ふいた！
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　自みずから展開した羽根に向かって！

　刹せつ那な。

　光は無数に分ぶん裂れつし、かがやく針の雨と化し、戦せん闘とう機き群につき刺ささる！

　たて続けに閃ひらめく爆ばつ光こう。

　これが大気圏けん内ないならば、さぞかし派は手でな音が聞こえたことだろう。

　──展開した分デイ散バイドフィールドで、主しゆ砲ほうのビームを、拡散させずに分散させ、無数の対空砲ほう火かと化す──

　一いち撃げき一撃の威い力りよくは低いが、戦闘機相手になら、これは十じゆう分ぶん致ち命めい傷しよう。

「対アンチミサイル発射！」

　各部から発射された弾だん頭とうは、発射とほぼ同時に外装が分ぶん離りし、中に格納されていた、無数の超小型ミサイル弾をばら撒まいた！

　敵の放ったミサイルを、片かたっ端ばしから撃げき墜ついし、中には戦闘機に当たるものもある。

　闇やみに開いた白光の群れを、『モーニングスター』の巨きよ体たいが貫つらぬく！

　がづんっ！

　その船体に衝しよう撃げきが走った。

「な……何ですか今のはっ!?」

「だいじょうぶっ！」

　うろたえるマーティンに言うサミィ。

「たぶん戦闘機とぶつかっただけだからっ！」

「『だけ』って……」

　ぐんっ！

　続いて、急な方向転てん換かんと小さな衝撃。

「じ……じゃあ今のは!?」

「知らないっ！」

「ワイヤーを完全に回かい避ひしそこねてアンテナを数本持って行かれただけだ。問題はない」

　今度はイーザーが答える。

　さらに──

　ごぅんっ！

「………………………………」

　今度こそ。

　マーティンは、コワくて何も聞けなかった。

　サミィが一いつ瞬しゆん体を硬かたくし、レッド・ランプが二つ三つ点ついたように感じたが──たぶん、気のせいなのだろう。きっと。

　必死で自分にそう暗示をかける。

　加速した『モーニングスター』はダストブローの空域をすり抜ぬけ、同時に反転。

　制動・加速をかけて、闘牛のごとく、ふたたび突つっ込んでゆく！

　戦せん闘とう機き群とすれ違ちがうと同時に、ミサイルとビームの雨をばら撒まいて、あっという間に通り過ぎ、ダストブローを抜けた地点でふたたび反転。

　──大型艦かんによる、戦闘機部隊への一ヒツ撃ト離アン脱ド攻アウ撃エイ──

　くどいようだが非常識である。

　しかし非常識ゆえに、戦闘機部隊は混乱をきたしていた。

　──強力なＥＣＭ下で、目標の艦かん船せんを攻こう撃げき。目標がダストブローより脱だつ出しゆつしたなら、追つい撃げきはせずに待機。

　彼らに与えられた基本戦術は、おそらくそんなところだろう。

　だが──

　見知らぬ兵器を満まん載さいし、セオリーを無視して突つっ込んで来て、弾丸たまをばら撒き通り過ぎてゆく、通とおり魔まのような大型戦せん艦かん──

　戦闘機のパイロットたちにとって、それは恐きよう怖ふ以外の何物でもなかっただろう。

　本部の指示をあおぐことのできないＥＣＭの下では、恐怖はたやすく混乱に化け、士気の低下を招く。

　むろん、戦闘機の方も攻撃をしかけているのだが、あまり効いているようには見えないだろう。

　実際には『モーニングスター』のブリッジにも、景気よくレッド・ランプが点てん灯とうしまくっていたりするのだが。

「おーしっ！　だいぶ抵てい抗こうがなくなったわねっ！」

　ブリッジで、サミィがガッツポーズを取ったのは、そんなことを幾いく度どかくり返したあとのことだった。

「そろそろ敵のアジトに乗り込みましょーかっ！」

「まだ油断はするな」

　イーザーが冷静に指し摘てきする。

「今の勝利は、敵の練度と士気の不足が原因だ。

　組織のアジトにもいくばくかの戦力が残っていることを考こう慮りよするなら、浮うかれていると足もとをすくわれることになる」

「……わかってるわよ……」

「それともう一つ」

「何よ」

「始し末まつ書しよの作成はそちらで頼たのむ」

「ゔ。」

　思わず小さく呻うめくサミィ。

　あくまで無料キャンペーン──すなわち収入ゼロにもかかわらず、むやみにがんがん弾丸たまをばら撒まきまくった上に、主しゆ砲ほう数門とアサルトアンカー二機が破は壊かいされ、ほかにもいろいろなところにダメージを受けている。

　いくら親会社が大企業とはいえ、これはさすがに、バカにならない出費である。

　小こ言ごとと始し末まつ書しよのダブル・アタックは、ほとんど確実のような気もするが……

「……ま……まあ、そこらへんはあとで考えるとしてっ！」

　とりあえず問題を先送りにし、気を取り直して言うサミィ。

「とにかく今はアジトを探して突とつ入にゆうして、コリィさんを助けるのが先決よっ！」

「了りよう解かいした」

　言ってイーザーは、探索作業を開始した。

　岩い塊わと岩塊とをつなぐワイヤーのうち二本に、ワイヤー付きのセンサーユニットをとりつかせ、発生しているＥＣＭのパターンを読みとる。

　そのパターンの流れる、ほんのわずかなタイム・ラグから、どちらがより発生源に近いかを割り出すのだ。

　そんなじみちな作業をいくどかくり返し──

「右う舷げんの小しよう惑わく星せいに変化あり」

　イーザーが声を上げたのは、そんな時だった。

　切り替かえられたディスプレイの中で、岩塊の一部が割れて、戦せん闘とう機きが吐はき出された。

　どうやら、場所を割り出されるのは時間の問題と悟さとって、攻こう撃げきに転じたようである。

「そこがアジトねっ！」

　サミィが吠ほえた。

　直径にして五キロほどの岩塊──

　そここそが、無数の岩塊にまぎれて設置された、ラガイン・コネクションのアジトだった。

　唐とう突とつに。

　展開されていたＥＣＭがとぎれる。

「拠きよ点てんからの出しゆつ撃げき数十。

　加えてさきほどの戦闘で散り散りになった戦闘機群、後方の小惑星を盾たてにしつつ接近」

「焦あせってるわねー。

　けどっ！　こーなったらこっちのもんよっ！

　回頭一八〇度！　全砲ほう門もん発射準備！　フォーカスリング起動っ！」

『モーニングスター』はバーニアを吹ふかし、艦かん首しゆを後方の岩塊へと向ける。

　船体周囲のリング状のユニットが作動し、不可視の磁場を形成する。

「発射フアイアっ！」

　正面方向へと向けられた、すべての主しゆ砲ほうを一いつ斉せい掃そう射しや！

　本来ならば平行に進むはずのそれらは、リング状の磁場から干かん渉しようを受け、はるか彼方かなた、正面にある岩塊の一点に収束された！

　後方から集結しつつあった戦せん闘とう機き部隊が盾たてにしている、直径二キロほどの岩塊である。

　それが──一いち撃げきで砕くだけ散った！

　大小に飛散した岩は、つぶてとなって、戦闘機群に降りそそぐ！

　盾にしていたものがいきなりつぶてとなって飛来したのだ。回かい避ひしきれず、何機もが、岩にぶつかり爆ばく砕さいする。

　どんっ！

　刹せつ那な遅おくれて衝しよう撃げき波はが『モーニングスター』の船体を襲おそうが、こちらはその装そう甲こうと巨きよ体たいゆえ、さしたる影えい響きようもない。

　──本当は最初からこのテが使えればよかったのだが、組織のアジト──コリィの居場所がわからぬままに使うわけにはいかなかったのだ。

　戦闘機群を倒たおすため、小しよう惑わく星せいを爆砕してみたら、そこがコリィのいた場所でした、などということになっては笑えない。

　つづいて『モーニングスター』は、アジトから発進してきた戦闘機の迎げい撃げきにかかる。

　虚空そらを貫つらぬくビームの光が、ばら撒まかれた弾だん頭とうが、群れ来る翼つばさを引き裂さき、鉄クズへと化す。

　完全に士気の落ちた戦闘機群が、崩くずれ落ちるのは早かった。

　中には気き迫はくとヤケとをはきちがえ、まっ正面から突つっ込んで、主砲を浴びて蒸発したのも二機三機。

　ほどなく戦闘機群は、その大半を墜おとされて、残ったものも逃にげ出したか、あるいはどこかへ隠かくれたか、完全に鳴りをひそめた。

「おっし！　そいじゃあそろそろ乗り込みますかっ！」

　ぱんっ！　と手を打つサミィのことばに、イーザーが、静かにシートから立ち上がった。

「私が行く。サミィはここに残れ」

「……へ……？」

　勢いをそがれ、気の抜ぬけた声を漏もらすサミィ。

「敵の宇宙戦力がこれで壊は滅かいしたとは限らん。

　なら、ここを無人にするわけにはいかん。

　そして、敵のアジト内の戦力は不明。

　ならば、肉体的な戦闘能力が高い方が乗り込むのが合理的だ」

「……はっきり言ってくれるじゃないの……」

　サミィは苦笑し、

「──わかったわ。

　援えん護ごはまかせて。

　こっちが主しゆ砲ほうで基地のゲートをぶっ壊こわすから、突とつ入にゆうと……

　コリィさんの救出、お願い」

「了りよう解かいした。『ドラグゥーン』で出る」

　言うとイーザーは身を翻ひるがえし、ブリッジをあとにしたのだった。




　──そこには、異様な静せい寂じやくが満ちていた。

　岩塊の一つをくり抜ぬき、つくられた、ラガイン・コネクションのアジト。

　航宙機の発着所ポートとなっているそこには、シャトルとおぼしき数機があるばかり。

　戦せん闘とう機きはすべて出で払はらったらしく、少なくともここには見当たらなかった。

　迎げい撃げき部隊の姿はないが、まあ、当然といえば当然だろう。

　こんなところにこっそり兵を配していたら、『ドラグゥーン』がミサイル一発ぶっ放したら全ぜん滅めつである。

　イーザーは、装アー甲マース服ーツを身に纏まとい、いともあっさり上陸した。

　黒いスーツとヘルメットは、宇宙服を兼けん用ようしている。

　耐たい弾だん性能よりむしろ、動きやすさを重視した設計になっており、装そう甲こうが覆おおっている部分は、通常のアーマースーツに比べると、極きよく端たんに少なくなっている。

　武器は左手のビームライフル、そして右手の分子振しん動どうナイフ。

　──こんな所に『ドラグゥーン』を置いておいては、破は壊かいされるだけである。

　イーザーは脳波コントロールで、機体をポートの外に出す。

　こうしておけば、たとえ外で戦闘機などに狙ねらわれたとしても、サミィがなんとかしてくれるだろう。

　ポートの奥おくは無人の通路。延のびる廊ろう下かに並ぶドア。

　ところどころに設置された監かん視しカメラが、静かに首を振ふっている。

　施し設せつ内ないにはほぼ一Ｇ──地上と同じくらいの人工重力が働いていた。

　アジト、とは言うが、一体何の施設なのか。

　白い通路みち。白い天井白い壁かべ。

　病院か研究施設を想おもわせるが、病院でないことは確かである。

　ならば、答えは一つ。

　奥に向かって歩き出そうとしたその時。

　いくつもの気配がこちらにやって来る！

　通路のはるか向こうの角から、銃じゆうを手に手に現れたのは、装甲服の男たち。

　しかし。

　イーザーは無造作に歩みを進めつつ、左手一本でビームライフルを保持ホールドし、たてつづけにトリガーを引き絞しぼる！

『がっ!?』

『げはぁっ！』

　光が虚こ空くうを貫つらぬくたびに、飛び出してきた男たちは、声を上げ、一人また一人と確実に倒たおれてゆく。

　すべて、装そう甲こうがカバーできていない部分を正確に貫つらぬかれて。

　業ごうを煮にやした一人が、何かを投げ放とうとして──

　その手を、イーザーの放つ光が貫いた！

　ごぉんっ！

　それ──手しゆ榴りゆう弾だんは、爆ばく音おんと金属片とを撒まき散らし、男たちの方をまともに吹ふっ飛ばす。

　同時にイーザーがダッシュをかけた！

　常識外れのスピードで、一気にその距きよ離りを詰つめ、男たちの中に突つっ込んだ！

　こうなると、爆ばく発はつの衝しよう撃げきダメージが抜ぬけていない彼らに、対応できるわけもない。

　銀の刃やいばが閃ひらめくたびに、一つの命が途と絶だえて消える。

　あっさりと。

　最初の一団を殲せん滅めつし、イーザーは角を曲がって通路を駆かける。

　男たちがやって来たということは、こちらが施し設せつ中ちゆう枢すう部ぶの可能性は高い。

　ほどなく次の一団が、イーザーの前に現れるが──

　やはりこれも、敵ではない。

　まるでアクション映画のように、いともたやすく、あっけなく。

　警備兵たちは次々と倒たおれゆく。

　ケタ違ちがいの運動能力を持った、イーザーだからこそ可能な業わざである。

　片かたっ端ぱしから部へ屋やを当たり、通路を駆かけ抜け──

『──!?』

　刹せつ那な。

　駆けていたイーザーは、いきなり大きく後ろに跳とび退すさる！

　同時に──

　ごぅんっ！

　たった今までいたあたりの壁かべが、轟ごう音おんとともに爆ばく砕さいし、開いた穴から、彼の方に向かって影かげが飛び出す！

　左手のライフルが動く。

　しかしイーザーが影かげをポイントするより早く。

　めぎっ！

　それは一気に間を詰つめて、銃じゆう身しんをにぎり潰つぶした！

「ヤボな武器は使いっこなしだぜ！」

　そして響ひびく、聞き覚えのある声。

　イーザーは瞬時に、銃を放して後ろに跳とんでいた。

　やがておさまりゆく爆ばく発はつの煙けむりの中から、姿を現したのは──

　言うまでもない。ロートレック。

　おそらく『モーニングスター』がＥＣＭ下で、戦せん闘とう機き群と戦っているすきに、先回りをしたのだろう。

　こんな状じよう況きようでも、いつものくたびれたスーツ姿である。

　もっとも、体の大部分を機械と化した彼には、アーマースーツなど無用なのかもしれないが。

「楽しくやろうよ！　なあ！　兄ちゃん！」

　言うなりロートレックは、両の手にしたナイフでイーザー目がけて切りつける！

　すでに脳内に薬品を注入し、増幅ブーストモードに入っているのだろう。

　その動きは、普ふ通つうの人間など及およばぬほどに鋭するどく、速い。

　ざぎんっ！

　刃やいばのぶつかる鋭い音。

　そしてイーザーはふたたび大きく後ろに退さがり、ロートレックと距きよ離りを取った。

　左手で、スーツの首のあたりを触さわり──

　ぷしゅっ。

　小さな音を立て、彼の頭を覆おおっていたヘルメットがいくつにも分かれ、アーマースーツの襟えりに格納された。

「つきあっている時間はない」

　言うなりダッシュをかけるイーザー！

　不敵な笑えみを浮うかべて迎むかえるロートレック！

　瞬しゆん間かん。

　ロートレックの目が、イーザーの動きをとらえそこねた。

　薬品で、能力を上げたはずの、彼の目が。

　──なんだ!?

　ロートレックの背に悪お寒かんが走る。

　半ば本能的な──恐きよう怖ふ。

　とっさにロートレックは、大きく横に跳んでいた。

　ざぎんっ！

　音と衝しよう撃げきは、同時に来た。

　右半身が衝撃に押おされ、体が半回転する。

　一体何が起こったのか。

　ロートレックが理解したのは、一いつ瞬しゆんの後だった。

　薙ながれたのだ。

　イーザーの刃やいばに。

　右みぎ脇わき腹ばらを。その右みぎ腕うでごと。

　ナイフを握にぎったままの右腕が床ゆかに落ち──

　そしてロートレックは床へと倒たおれた。

　脇腹の傷は──深い。

　──この……男……

　ロートレックが視線を送るその先には。

　もはや彼には見向きもせずに、駆かけゆくイーザーの背があった。




「ロートレックが……やられた!?」

　施し設せつの所長──ザイベックは、モニターに映し出された映像に、愕がく然ぜんとつぶやいていた。

　薬によって増ぞう幅ふくされたロートレックの反射速度は、常人のそれをはるかに上回る。

　その反射速度に対応できるよう、体のあちこちをサイボーグ化し、まさに無敵の狂バー戦サー士カーとなっていた──はずだったのだ。

　そのロートレックを──

　モニターに映った男は、一瞬にして屠ほふり去ったのだ。

　ロートレックの方に何かのトラブルがあった、というわけではない。

　その瞬しゆん間かん。銀ぎん髪ぱつの男が一体何をしたのか。

　モニターを通して見てさえ、よくわからなかったのだ。

　わかったのは、常識はずれの速度で駆け抜ぬけ──ロートレックが倒れた。ただそれだけ。

　原因を分ぶん析せきしている時間はない。男は奥おくへと進んでゆく。

　しかし、普ふ通つうの警備員を送り込んだところで、とうてい倒せる相手だとは思えない。

「……ならば……こういうテはどうかな？　ヒーローさん」

　つぶやいて、ザイベックは指令を下した。




　何かの研究室。

　薬品の、あるいは標本の並ぶ部へ屋や。

　ロートレックを斬きり倒たおし。部へ屋やを片かた端はしから開け放ち、イーザーは奥おくへ奥へと進みゆく。

　どういうわけかロートレックに出会ってから、敵の抵てい抗こうがとだえている。

　いくらなんでも、あれで戦力が尽つきた、などということはないだろう。

　となればどこかで戦力を集中し、迎げい撃げきしてくるに違ちがいない。

　おそらく──施し設せつ中ちゆう枢すう部ぶの前で。

　問題は、それまでにコリィを捜し出すことができるか否いなか、である。

　目的は、施設の破は壊かいではなく、彼女の救出。

　──いや。あるいは逆に、彼女が死亡しているという確証でもよいのだ。その時点で依い頼らいの完かん遂すいは不可能となり、契約は消失する。

　だが、警備以外の人間は、どこかに退たい避ひでもしたのか、通ってきた部屋の中には人の姿は皆かい無むだった。

　だむっ！

　イーザーは、手近なドアの一つを開ける。

　しかしそこもまた無人──

　ついしばらく前までは、誰だれかがいたことは確実だった。

　いくつものコンピューター端たん末まつが、点ついたままで立ち並び、デスクには、まだほのかに湯ゆ気げを上げているコーヒーのカップが置きざりにされている。

「──」

　イーザーは端末の一つに歩み寄り、キーボードを操作する。

　流れては瞬しゆん時じに消えゆくデータの中に──

「………………」

　イーザーは、見おぼえのあるものを見出し、一いつ瞬しゆん手を止めた。

　表示された、何かの化学式らしきもの。

　それは、彼が以前、野球場で組織の人間から奪うばったディスクに記録されていたデータと酷こく似じしていた。

　だが──そうとだけ見て取ると、かまわず彼はふたたびキーボードを操作する。

　ここで何を研究しているか、などイーザーには興味ない。

　ただ、任務の遂すい行こうあるのみである。

　そしてふたたび手が止まる。

　数字の並んだ表データ。そこに、一つの見出しがあった。

『被ひ験けん体たい[image: No]』

　それぞれの名前は記されていない。ただ、数字の羅ら列れつがあるのみ。

　しかし──

　これで、この施し設せつで何かの生体実験が行われていることははっきりした。

　となればコリィは、その『被ひ験けん体たい』のうちの一人だという可能性が高い。

　さらにデータを調べ、彼らの収容されている区く画かくを割り出すと、イーザーは部へ屋やをあとにした。

　通路をゆく。

　いくつもの扉とびらの前を過ぎ。

　抵てい抗こうは──いまだない。

　やがて、曲がった通路の先に、並んだドアが見えて来る。

　イーザーは、手近なドアに手を伸のばし──

　ドアは、中から開いた。

　一つではない。

　あたりのドアが。片かた端はしから。

　まるで死人の足取りで、その奥おくから次々と歩み出たのは、白衣を纏まとった人々だった。

　と言っても研究者ではない。

　彼らの纏う白衣は、研究者用のものではなく、むしろ、患かん者じやが身につけるもの──

　十人ほど、だろうか。

　男もいる。女もいる。

　老人もいれば、まだ十かそこらの子供もいた。

　その中に──見た顔があった。

　歳の頃ころなら十七、八。

　写真では背中まであった栗くり色いろの髪かみが、今は短く切りそろえてある。

　コリィ＝ステアー。

　マーティンの娘むすめ。

　彼女もまた、ほかの者たちと同様に、光のない瞳ひとみをイーザーの方に向けていた。

『人ひと捜さがしをしているそうだな。侵しん入にゆう者しや』

　どこかに設置されているスピーカーから声が流れ出た。

　ザイベック所長──

　むろんイーザーが、その名を知るわけはないが。

　声は続ける。

『ロートレックからはそう聞いた。

　捜しているなら会わせてやろう。

　その中にいなければたぶんもう死んでいる。

　言っている意味は──わかるな？』

「わかった」

　気負いも何もなく、イーザーは答えた。

　おそらくその声も、向こうに届とどいていたのだろう。

『結構。ならば──

　やれ』

　声が響ひびいたその刹せつ那な。

　白衣を纏まとった老若男女──被ひ験けん者しやたちが、イーザー目がけて殺さつ到とうする！

　老ろう婆ばが、異常な速さでイーザーとの間合いを詰つめ、彼に向かって拳こぶしをくり出す！

　見た目は細い老婆の腕うでだが、その拳には、人を倒たおすには十じゆう分ぶんな力とスピードが乗っていた。

　だがイーザーは身を沈しずめ、大おお振ぶりの一いち撃げきをかわして、迷わず老婆のみぞおちに、カウンターの一発を叩たたき込む！

　しかし老婆はひるまずに、イーザーを捕とらえるべく、もう片方の手を伸のばす。

　その間に、十を少し過ぎたばかりの少年が、老婆の後ろからまわり込み、イーザーに肉にく薄はくする！

　──イーザーは理解していた。

　ここで、どんな実験が行われていたのか。

　洗脳と強化──

　軍事強化を望む者なら、誰だれでも一度は発想することである。

　軍人でもなんでもない非ひ戦せん闘とう員いんを、片かた端はしから戦力にすることができるなら、どれほどの戦力増加になるだろうか、と。
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　洗脳も、強化も、本来は一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできうるものではない。

　だがもし、それが可能なら？

　薬品によって、脳の自己判はん断だん部分や、痛覚などの危機管理部分をマヒさせ、同時に脳内麻ま薬やく物質を大量分ぶん泌ぴつさせることにより、反はん応のう速度の上じよう昇しようを図はかる。

　理論的には、決して不可能なことではない。

　副作用などの弊へい害がいを考えなければ。

　その理論上は可能なことを、現実化するための生体実験場──

　それが、ここなのだ。

　理解し──イーザーは動きはじめた。

　右手に持っていたナイフを鞘さやへと戻もどす。

　みぞおちへの一撃が効かぬなら──

　横からまわり込んで来た少年に、イーザーの右の拳が炸裂した！

　ごっ！

　少年はあごを叩たたかれ、吹ふっ飛んで、そのまま倒れて動かなくなる。

　死んではいないはずだった。

　脳のう震しん盪とうを起こし、行動不能になったのだ。

　開いた空間に移動して、老ろう婆ばの延えん髄ずいを後ろ手に叩たたき、昏こん倒とうさせる。

　突つっ込んできた男の顔面を掌てのひらで捕とらえ、後頭部を壁かべに叩きつけて、もう片方の手で、そばにいた女のこめかみを打ち、失神させる。

　両手の開いたその機を狙ねらい、正面から突っ込んできたのは──

　コリィ＝ステアー。

　しかしイーザーはやはり迷わなかった。

　がづっ！

　何のためらいも見せず、彼女のあごを下から蹴けり上げた。

　のけぞり、昏倒する彼女。

　続く被ひ験けん者しやたちも、イーザーの、容よう赦しやない──ように見える攻こう撃げきに、次々と倒たおれ、意識を失ってゆく。

『……き……貴き様さま……正気かっ……!?』

　スピーカーから、かすれた声が漏もれたのは、廊ろう下かに立つのが、イーザーただ一人になった時のことだった。

「問題でもあるのか？」

　気を失ったコリィを肩かたにかつぎつつ、イーザーは、いつもと変わらぬ口く調ちようで言った。

『被ひ験けん体たいだと言ったはずだ……！　子供もいた……！』

「その子供を実験台にしていたのはそっちだ。なぜ非難する？」

『……………………』

　問われれば、声の主──ザイベックに答える術すべはない。

　操あやつった被験者たちに襲おそわせれば、イーザーは手を出せなくなる──そう考えたのは、単なる彼の思い込みである。

『しかしまさか……手て加か減げんもなしに……』

「手て加か減げんはした。でないと全員殺している」

『……っくそっ……！』

　吐はき捨てる声と共に放送は終わり、通路のはるか奥おくからは、いくつもの気配が近づいてくる。

　どうやらダメでもともとで、警備兵たちを送りつけてきたようである。

　相手にする気はさらさらなかった。

　イーザーはコリィを背負ったままで、くるりとその場できびすを返して走りだす。

　その背はい後ごで──

　ごがぁぁぁぁんっ！

　大気が炸さく裂れつした！

　おそらく、最初の警備兵たちやロートレックの末路を知り、接近するのを嫌きらった警備兵が、考えなしに手しゆ榴りゆう弾だんか何かを放ったのだろう。

　炎ほのおは倒たおれた被ひ験けん者しやたちを吞のみ込み──

　しかしイーザーは、その爆ばく風ふうに乗って、さらに加速した。

　巻き込まれた被験者たちは、おそらく助からないだろうが──それを気にかけるイーザーではない。

　任務は、コリィの保護なのだから。

　はるか後ろに銃じゆう声せいが重なるが、銃じゆう弾だんは、どこかの壁かべにむなしく当たってはじけるだけ。

　完全に腰こしの引けた警備兵たちには、本気でイーザーを追つい撃げきする気はないようだった。

『何をやっている!?　追え！　急げ！』

　ザイベックの叱しつ責せきが施し設せつ中じゆうに流れるが──もはや時遅おそし、である。

　──来い。『ドラグゥーン』──

　イーザーの思考に反はん応のうし、待機中だった『ドラグゥーン』が動き出した。




「──動いたっ！」

『モーニングスター』のブリッジで。

　サミィは声を上げていた。

　旋せん回かい待機中だった『ドラグゥーン』が軌き道どうを変え、ゲートへと向かう。

　さすがに見過ごすわけにはいかず、岩い塊わの陰かげに隠かくれていた戦せん闘とう機きが姿を現し、攻こう撃げきを──

「甘あまいっ！」

　サミィの手がコントロール・パネルの上を滑すべり、アサルトアンカーが光の針を生み出した！

『ドラグゥーン』に手を出すいとますら与あたえず。

　それは違たがわず、飛び出た戦闘機を貫つらぬいて、光の華はなと化していた。

「……やっぱし自動照準オートより手マ動ニユ射ア撃ルよねー」

　なんだかしみじみつぶやく彼女。

　などとやっているうちに──

『サミィ。聞こえるか』

　イーザーからの通信が入る。

「聞こえるわよイーザー」

『今からそちらに戻もどる。コリィ＝ステアーは確保した』

「ををっ！」

「コリィ！」

　同時に声を上げるサミィとマーティン。

「無事なの!?」

『詳しよう細さいは検査してみなければわからん。今は意識を失っている』

『………………』

　歯切れの悪い返事に、思わず顔を見合わせる二人。

「……ま……まあそれは帰ってからということで……

　彼女以外に、つかまっていたひと、とかいなかった？」

『もういない』

　イーザーは返した。

　間ま違ちがってはいない答えを。

「オッケー！　なら、あんなとこ、吹ふっ飛ばしても問題なしね！」

『同感だ』

　答えと同時に、『ドラグゥーン』がアジトのゲートから姿を現す。

『モーニングスター』は回頭し、艦かん首しゆを目の前の岩塊──ラガインの研究基地へと向けた。

「フォーカスリング起動っ！」

　不可視の磁場が『モーニングスター』を包み、発射を察した『ドラグゥーン』が射しや軸じく上じようから退たい避ひした。

　岩塊から、脱だつ出しゆつポッドが飛び立ちはじめるが、それはまあ、見み逃のがしておくことにする。

「発射っ！」

　──そして──

　放たれた光の槌つちは、ラガイン・コネクションの研究基地を打ち砕くだいたのだった。




「……そんな……実験が……」

『モーニングスター』の医い療りよう室しつで──

　イーザーからの説明を受け、マーティンは、呆ぼう然ぜんとつぶやいていた。

「……大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……？」

　不安なまなざしを、ベッドの上のコリィに向ける。

　そこには、いまだ気を失ったままの彼女が、ベッドに両手両足を固定されて横たわっている。

　彼女がどういう命令を与あたえられていたのかはわからないが、目を覚ませば、いきなり暴れだす危険もあった。

　拘こう束そくは、やむをえない処置である。

「わからん」

「……ちょっ……！」

　ミもフタもない答えを返すイーザーを、あわててサミィは止めようとするが、しかし彼は淡たん々たんと、

「薬品によるコントロールだと予想されるが、薬品の種類、効果継けい続ぞく時間は不明。

　実験中だったということから考えれば、その技術は未完成だったはず。

　よって、どんな副作用があるかも予測不可能だ」

「ちょっとイーザーっ！」

　イーザーのソデ口を、くいっ、と引っぱり、サミィは声をひそめて言う。

　……もっとも、それで、マーティンに聞こえなくなる、というものでもないのだが。

「なんつーぶっきらぼうな言い方すんのよっ!?　あんたはっ！」

「客観的な事実だが」

「だからって！　モノには言いよう、ってもんがあるのよっ！」

「言い回しを変えたところで、彼女の置かれた状じよう況きようが変化するわけではないと思うのだが」

「そりゃそーだけどっ！」

「……いいんです。サミィさん」

　言ったのはマーティンだった。

「はっきり言っていただいた方が……その方が……」

　言いかけたその時。

　ごああああぁぁぁぁぁぁっ！

　起こったのは、獣けものの怒ど声せいにすら似た雄お叫たけびだった。

『………………!?』

　一同の視線がそちらに集中する。

　意識を取り戻もどし、ベッドの上で暴れはじめたコリィの方に。

　ぎちぎちと。

　音を立ててきしんでいるのは、ベッドか、拘こう束そく具ぐか、はたまた彼女自身の肉体か。

　その口から生まれる叫さけびは、もはや女の──いや、人のものですらない。

「──麻ま酔すいを──」

「やめろ」

　腰こしを浮うかしたサミィの動きを、イーザーの声が制止した。

「薬品の成分は不明だが、強力なものであることは間ま違ちがいない。

　麻酔など打てば、体内でどんな反はん応のうを起こすか予想不可能だ」

　──つまり最悪は──死──

「……じゃあ……どうしろって……」

「──コリィ！」

　サミィが顔色を失う中。

　マーティンが、跳はねるコリィにしがみつく。

「コリィ！　コリィ！　わかるか!?　父さんだっ！」

　その瞳めに父親の姿を映し。

　耳に父親の声を聞き。

　しかしそれでもコリィは、獣けもののように叫さけびながら、ベッドの上で跳はねている。

　拘こう束そく具ぐを限界まで引き伸のばし。

　手首と足首に血をにじませて。

「コリィ！　もう大だい丈じよう夫ぶだ！　大丈夫だよ！　だから暴れなくていいんだ！　コリィ！　コリィ！　聞こえるかい!?」

「……ど……どうすんのよイーザーっ!?」

「麻ま酔すい薬やくが使えないなら、これしかないだろう」

　言うと、イーザーは無造作な足取りでベッドに歩み寄り──

　たたんっ！

　両の手で左右からコリィのこめかみを打つ。

　ぴくりっ──と彼女は痙けい攣れんし──

　そして、ぐったりとベッドに身を沈しずめた。

「……コ……コリィ……？」

「脳のう震しん盪とうを起こして気を失わせた」

　イーザーは言う。静かな口く調ちようで。

「あのまま暴れさせておけば、拘束具を引き切るか自分の手足を折るか。

　最悪、体中の毛細血管が破は裂れつして死亡するおそれもあった」

「……じゃあ……一体どうすれば……？」

　疲つかれた口調で問うマーティンに──

　イーザーは淡たん々たんと宣言した。

「薬品が抜ぬけるまで、同じ事を続けるしかないだろう」

　と──




　──それは──

　マーティンにとっては、地じ獄ごくのような時間だったろう。

　意識が戻もどるそのたびに。

　娘むすめが獣の叫びを上げて身をよじらせ──

　イーザーが、瞬しゆん時じに意識を失わせる。

　そんなことが、一体何度、何時間続いたのか。

　はたで見ていたサミィも、もはやおぼえてはいない。

　深い疲ひ労ろう感かんだけが、ただ、澱おりのようによどみ、溜たまり──

　しかし。

　そんな時間も、やがては終わりを迎むかえる時が来た。

　何度目か──

　彼女がその目を開いたとき。

　コリィは、叫さけびも、暴れもしなかった。

「……コリィ……？」

　おそるおそる、声をかけ、マーティンは娘むすめに歩み寄る。

　ゆっくりと。

　コリィは声に反はん応のうし、彼の方へと視線を送る。

「……気がついたんだな、コリィ……わかるか？　父さんだよ」

　言う彼を、彼女は両の瞳でじっと見つめ返す。

　その瞳に──しかし、意志の光はなかった──




　惑わく星せいプロフェシー。

　太陽系に近い、小さな植民星である。

　とりたてて特とく徴ちようもない──まあ、悪い言い方をすれば、あまりパッとしない惑ほ星しではあったが、それゆえに、おおむね平和でもあった。

「──お世話に──なりました──」

　そこの小さな衛星港で──

　マーティンは、サミィとイーザーの二人に向かって、深々と頭を下げた。

　そのかたわらには、車くるま椅い子すに座したまま、虚うつろな瞳ひとみを空へと向けるコリィの姿。

　──結局──

　コリィは、なんとか一命をとりとめこそしたものの──

　その心は、戻もどらなかった。

「…………………………」

　かけるべきことばも見つからぬまま。

　サミィはただ、深く──深く一礼を送っただけ──

　コリィがいつか、もとにもどる日が来るのだろうか。

　それは、サミィとイーザーにはわからない。

　二人にできたことは、ただ、マーティンとコリィを、ラガイン・コネクションの手が届とどかない惑星に連れてゆき、それなりの設備のある病院──親会社の、クロフト社傘さん下かの病院を紹しよう介かいすることくらいだった。

「──こんなの──」

　去りゆく親子の背を眺ながめながら、サミィは小さくつぶやいた。

「──こんなの──何もできなかったのと同じよ──」

「依い頼らいは果たした」

　イーザーは言う。

「二人を再会させる。それが今回の依い頼らいだった」

「そうだけどっ！」

　サミィはイーザーに向きなおる。

「……納なつ得とくいかないよっ……こんなのっ……

　なんかっ……納得いかないっ……」

「しかし、他ほかに我々にできることはあるか？」

「…………………………」

　問われてサミィはしばし、沈ちん黙もくし、

「──あるわ──」

　静かな──押おし殺した声で言う。

「……ぶっ潰つぶすのよ。ラガインを」

「──依頼は本来、二人を会わせた時点で終しゆう了りようしている」

「……イーザー……」

　サミィは言う。

　いっそう声を低くして。

「……あたしたちは、つくられた命よ……

　クロフト社に生み出された──道具……

　イーザー＝マリオン、サミィ＝マリオン……『操マリりオ人ネツ形ト』の『どイーれザー・かサム』なんて名前をつけられて……

　けど……

　たとえ会あい社つらがどう思おうと。

　あたしは自分の心まで、操あやつり人形になるつもりなんてない。

　たしかにイーザーの言う通り。

　契けい約やくそのものは、二人を会わせた時点で終了してるかもしれないわ。

　それ以上のことは、会社としては『よけいなこと』かもしれないわ。

　けど……

　だからもう、それ以上何もやらなくっていいの!?

　あんなことをやった奴やつらを野放しにしておいていいの!?

　ほうっておいたら、連中は、また同じ事をくり返すわ！

　コリィと同じ──

　いえ、ひょっとしたら、もっとひどい目に遭あわされるひとがいっぱい出てくるのよっ！

　──それでも──

　イーザーは納得できるの!?」

「………………」

　イーザーはしばし沈ちん黙もくし──

　……ふぅ……

　この男にしては珍めずらしく、深いため息をついた。

「……アフターサービスも業務のうちか……」

「──それじゃあ!?」

　サミィに問われ。

　イーザーは、こっくりうなずいたのだった。




「どうするのだ……!?　この騒さわぎ！」

　その声に、不満の色をみなぎらせ。

　テオドア＝ラインゴートは、声を低めて問いかける。

　──たいていの相手なら、それでたちまち萎い縮しゆくして、たとえ自分に責がなくとも頭こうべを垂たれるものである。

　やや肉のたるんだ初老の男。

　見た目にはさえない彼に、それだけの力を持たせているのは、ほかでもない、惑わく星せいフリード総そう督とく、という肩かた書がきだった。

　だが──

　目の前の男が相手では、ラインゴートの肩書きもあまり効果はなかった。

「騒ぎの責は、騒ぎを起こした者が取るべきだとは思いませんかな？　総督」

　淡たん々たんと。落ち着き払はらった口ぶりで。

　シェルジェスタ＝ラガインはそう言った。

　夜のセントヨーク・シティ。

　ラガイン・コネクションの本部ビル──その一室で、実質、この惑ほ星しを支配する二人は顔をつき合わせていた。

「……まるで自分に責任がないような言い方だな。ラガイン……」

「悪いのはなんでも屋だ、と言っておるのです」

　激げつ昂こうするラインゴートとは対照的に、落ち着き払ってラガインは言う。

　騒ぎ──というのはほかでもない。

　先日の、ダストブローでの戦せん闘とうのことだった。

　ダストブローの研究施し設せつは破は壊かいされ、うち砕くだかれた岩塊の破片は散さん逸いつし、そのいくつかは、惑星フリードの大たい気き圏けんに突とつ入にゆうし、流星雨となった。

　幸い地上に衝しよう突とつしたものはなかったが──これが騒ぎにならないはずはない。

　ダストブロー岩塊の粉ふん砕さいによる流星雨。

　公式発表によると、原因は海かい賊ぞく同士の小こ競ぜり合いによるものとか。

　となると当然批ひ判はんが上がる。

　政府は何をやっていたのか。

　一歩間ま違ちがえば、流星が地上に被ひ害がいを出していたかもしれないのだ。

　ダストブローの存在は、以前から問題視されていたはずである。おまけに今回、海かい賊ぞく同士の小こ競ぜり合いに何の対応もしなかった。総そう督とく府ふは居い眠ねむりでもしているのか。

　──幸い、ラガインの施し設せつが存在していたことは隠かくせているようだが、総督府のメンツが、今まで以上に潰つぶれたことは事実である。

「いいか、わしが言ってるのは、誰だれが悪いか、などということではない！

　ここでの世論も知ったことではない！」

　イラついた声でラインゴートは言う。

「問題は！

　本国での評ひよう判ばんだ！

　このことで、『ラインゴートは危機管理能力に著いちじるしく劣おとる』などと言われては困るのだ！

　わしのメンツをどうしてくれる!?　と言っておるのだ！」

「……なるほど……」

　ラガインはつぶやいた。

　ようやく彼は悟さとったのだ。

　ラインゴートが一人、このビルにまで乗り込んできた、その真意を。

　総督は続ける。

「……聞けば、もともとの原因は、なんでも屋とそちらとのトラブルなんだろう？　ラガイン。

　そちらが、たかがなんでも屋ごときを始し末まつしそこねたせいで、こういうことになったわけだ。

　そちらの不ふ手て際ぎわで、わしの評判が落ちるというのは納なつ得とくいかん話だろ？

　ならばその責任は、誰が取るのが妥だ当とうだと思う？

　わしはそういう話をしているんだよ」

「──では、こういうのはいかがですかな？」

　ラガインは言う。

「お詫わびのしるし、と言っては何ですが、別の施設で開発していた兵器の一つを、無む償しようで提供させていただく、ということで。

　噂うわさに聞けばお国の方も、何やらキナ臭くさくなっているとかいないとか……

　ならば、性能のいい兵器はあって損はないはず。

　それをあなたが入手した、となれば、おぼえもよくなるのではないですかな？」

「……兵器提供……か……ふむ……」

　つぶやいて、ラインゴートは口もとに手をやり、考える。

　──しらじらしい──

　その様よう子すに、ラガインは内心悪態をついた。

　おそらくラインゴートは、もともとそのつもりでここに来たのだろう。

　組織の不ふ手て際ぎわをあげつらい、なんくせをつけて、金か、兵器を奪うばい取る。

　まあ、政治屋らしいやりかたではある。

　これが他ほかの相手なら、部下に命じて、二、三発、弾た丸までもぶち込んでやるところなのだが、さすがに相手が『総そう督とく』の肩かた書がきを持っている以上、手て荒あらな真ま似ねはできなかった。

　ラインゴート自身を闇やみに葬ほうむることはたやすい。

　しかしそうなると、今までは癒ゆ着ちやくを黙もく認にんしていたティコ連れん邦ぽう本国も、黙だまってはいないだろう。

　そうなると、いきなり全面対立、とまでいかなくても、組織も何かとやりにくくなる。

　ならばここは、一歩退ひいておくのが賢かしこいやりかた、というものだった。

「……まあ……それで、わしの信しん頼らいが回復するかどうかはわからんが……」

　不ふ機き嫌げんを装よそおいながら、ラインゴートは言う。

「何にしろ。

　その兵器とやらがどういうものか、それがわからんことには、正直何とも言えんな。

　それなりの性能のものならば、まあ、そちらの誠意を汲くんで、この件は貸し、ということにしておいてもよいが」

「それならば──」

　……どんっ……

　ラガインのことばを遮さえぎって。

　遠い振しん動どうが部へ屋やを揺ゆらした。

「？　今のは？」

「さて……？」

　問われてラガインはことばを濁にごす。

　地じ震しんのようでもないし……あえて例えるならば、遠い爆ばく発はつ──

　ここんっ！

「ラガイン様！」

　ノックの音と間まを置かず、扉とびらを開けて入ってきたのは、彼の秘書だった。

「なんだ!?　とりこみ中だぞ！」

「それが──」

　不機嫌に言うラガインに、秘書はかまわず歩み寄り、小さく耳打ちをする。

「──ほう！」

　その報告に、ラガインの顔に浮うかんだのは、驚おどろきと──そして歓かん喜きの混じった色。

　ラインゴートの方に向きなおり、

「どうやら、我々の兵器──

　早速にお目にかけることができそうです」

「……ど……どういうことだ!?」

「ダストブローの施し設せつを潰つぶしてくれたなんでも屋……

　奴やつ等らがしかけてきたようです」

「……なっ……!?」

　ラインゴートの顔色がまともに変わる。

「いずれ捜し出して始し末まつをつけねば、と思っていたのですが……

　どうやらその手間が省はぶけたようですな」

「な……何を悠ゆう長ちようなことを!?　し……襲しゆう撃げきだぞ……！

　逃にげた方がいいのではないかっ……!?」

「落ち着いて。

　言ったはずです。

　我々の兵器をお目にかける、と。

　へたに動き回れば、敵とばったり、などということもありうる。

　そっちの方がよほど危険です。

　ここにいるのが一番安全なのですよ」

「……し……しかし……！」

　腰こしを浮うかすラインゴートに、ラガインは、あからさまに眉まゆをひそめて、

「──おや？　まさか──

　フリードの総そう督とくともあろうお方が、たかがなんでも屋二人におそれをなした、と？」

「……ふ……ふざけるなっ！」

　ラガインの挑ちよう発はつにあっさりかかり、ラインゴートは、怒いかりに顔を赤らめて、

「なら見せてもらおうではないか！　そちらの兵器とやらをっ！」

「決まり、ですな」

　大きくうなずき、ラガインは、秘書に向かって指示を下した。

「全員に戦せん闘とう準備の命令を！

　それと──

　コラードとザイベックをここに呼べ！

　例の計画の実戦テストを行う！」







　風が渦うず巻まく。

　空が──黒い。

　セントヨーク・シティの夜景。

　地上に散った人工の星々は、中心部から外れるほどにまばらになり、このあたりでは、ぽつり、ぽつりとしか目立たない。

　ただ一つ──眼下のビルを除いては。

　ラガイン・コネクション本部ビル。

　首都セントヨークの端はしにあるそれは、九十六階、全高四百六十メートル。

　高層建築がそう多くない、この惑わく星せいフリードでは、トップ・クラスの高さを誇ほこっていた。

　このビルのどこかに、シェルジェスタ＝ラガインはいる。

　だが──

　サミィのもくろみは、別にラガイン当人の命ではない。

　彼一人を暗殺するなら、もっと楽な方法はいくらでもあるし、かりにそんなマネをしたところで、別の誰だれかが組織を引き継つぐだけである。

　必要なのはむしろ、たった二人のトラブルシューターに、組織の本部が蹂じゆう躙りんされた、という事実だった。

　相手は、恐きよう怖ふという名のプレッシャーによって統治されている裏組織。

　ならば、『ラガイン・コネクション恐おそるるに足らず』というレッテルを貼はりつけることに成功すれば、組織は勝手に崩ほう壊かいする。

　だからこそ。

　あえて『ドラグゥーン』での砲ほう撃げき、という手段は取らず、こういう方法を選んだのだった。

　目の前のディスプレイの一角に、青いランプが明めい滅めつした。

　イーザーからの合図である。

　──はじまった──

　意を決し。

　飛行中の『ドラグゥーン』から、サミィは夜空に身を躍おどらせた！

　ラガインのビルの屋上が、眼下で、どんどんその大きさを増してゆく。

　屋上にはいくつものヘリポート。数機がそこに停とまっており、何人ものフライト・スタッフがたむろしている。

　そしてそのまっただ中に──

　どぎゃっ！

　派は手でな音を立て、ひとつの影かげが着地した！

「……な……なんだっ!?」

　屋上にいた一同が、驚おどろきの声とともに視線を送る。

　視線の先には──赤い巨きよ体たい。

　サミィの纏まとうパワード・スーツ『イフリート』。

　高さはおよそ二メートル半。彼女用に調整されたパワード・スーツである。

『ゴミ掃そう除じのサービスに来ましたっ！』

　機体の外部スピーカーから、景気のいいサミィの声が流れる。

『抵てい抗こうしないひとは無事にすむかもしれないんで、逃にげたいひとは逃げるようにっ！』

「ふ……ふざけるなっ！」

　フライト・スタッフのうち数人が声を上げ──警備スタッフも兼かねていたのだろう。

　言うと同時に、作業服の内がわから銃じゆうを抜ぬき放ち──

『うりゃっ！』

　めぎづがぁぁぁぁっ！

　彼らが引き金を引くより速く。

　サミィ──『イフリート』は、そばにあったヘリの尾び翼よくをもぎ取ると、そちらに向かって投げつけた！

　えぐれる建材飛び散る破片。

　銃を抜いていた数人は、今のであっさりノビている。

『わっかんないみたいだから、わかるよーに言うけどっ！』

　サミィはふたたび宣言する。

　きわめてわかりやすいことばで。

『抵抗したら不幸になるんでよろしくっ！』

　言い捨てるなり、エレベーター・シャフトの方へと向かう。

　今度は、抵抗する気配を見せるものはなかった。




　そのすこし前。

　イーザーが侵しん入にゆうしたのは、ビルの一階部分からだった。

　まあこの場合、『侵入』というよりは、『乱入』と言うべきなのかもしれないが。

　──と言っても、別にどうということはない。古典的に、中古で買ったライトバンで、正面玄げん関かんから突つっ込んだだけなのだが。

　ざわめきと悲ひ鳴めいが渦うず巻まく中、イーザーは、車のフロント部分を引きちぎって車外に出た。

　ドアが狭せまくて出られなかったのだ。

　車内でパワード・スーツなど着込んだせいで。

　ダークブラウンの巨きよ大だいな機体。

　全高は二メートル半と普ふ通つうだが、全体のボリュームは、通常のパワード・スーツよりひと回りかふた回りは大きい。

　パワード・スーツ『ベフィーモス』。

　イーザー用に調整されたそれは車を降りるなり、そのまままっすぐ、受付へと向かった。

『シェルジェスタ＝ラガイン氏に面会したい。

　予アポイン約トメントは取っていないのだが』

　がくがく震ふるえる受付の男に、イーザーは、いつも通りの淡たん々たんとした口く調ちようで告げた。

　サミィは、ラガインを倒たおすのは二の次、といっていたが、イーザーの意見は少々違ちがう。

　できれば頭も潰つぶしておくに越こしたことはない。

『ベフィーモス』は無造作に手を振ふりかぶり、ホール中央のブロンズ像に向けて、腕うでのビームバルカンを一連射。

　ゔぁららららららららららららららっ！

　ブロンズの騎き士し像ぞうをいともあっさり引き裂さいて、イーザーはふたたび受付に言う。

『今のを予約がわりにしてもらいたい。

　こちらから伺うかがおうと思うのだが、何階かな？』

「…………ごごごごごごごご五十一階ですっ…………！」

『ありがとう』

　言うとまっすぐエレベーターへと向かい──

　ばぐっ！

　閉まったままのその扉とびらに、いきなり拳こぶしを叩たたき込む！

　扉がはぜ割れ、異常を察知したセンサーが、エレベーターを緊きん急きゆう停てい止しさせた。

　停とまったことを確かく認にんしてから、同じ要よう領りようで、並ぶエレベーターを次から次へと機能停止に追いやり続け──

『──そろそろだな』

　イーザーが、サミィに信号を送ったのは、一階にあるエレベーターすべてを沈ちん黙もくさせたあとだった。




「ザイベック、参りました」

　やがて部へ屋やへと入ってきたのは、四十がらみの、冴さえない白衣の男と、ラガインの秘書の二人だけだった。

　白衣の男は、ラガインと同席している相手──ラインゴート総そう督とくを目にして、わずかに顔をこわばらせるが、とりたてて何も言わなかった。

「……コラードはどうした？」

　問うラガインに、秘書の男は言いにくげに、

「……それが……どこにも姿が見当たりません……」

「見当たらん？」

「おまけにコラードのデスクにこんなものが……」

　言って秘書が、スーツの内ポケットから取り出したものは──

　退職届とどけ、と書かれた紙切れ。

　そばで見ていたラインゴートは、ふと妙みようなことを思い出した。

　──沈ちん没ぼつする船からは、事前にネズミの群れが逃にげてゆく──

　そんな、昔の言い伝えを。

　一方ラガインは気にもとめずに、

「──まあいい。

　奴やつはあとで捜すとして──

　ザイベック、あの二つに関する説明は、コラードから受けていたな」

「は……はい」

　緊きん張ちようの面おも持もちで答える白衣──ザイベック。

「で、例の計画は、どの程度進んでいる？　詳しよう細さいはいらん。割合で答えろ」

「……双そう方ほうともに完成はしていませんから……八割、といったところでしょうか」

「ならかまわん。

　出して、侵しん入にゆう者しやを撃げき退たいさせろ」

「……い……今ですか!?」

「あとまわしにできることではないだろう？

　──やれ」

　言われてザイベックは硬こう直ちよくした。

　八割、といったのは、サバを読んでの話である。

　実際は七割程度か──あるいはそれ以下かもしれない。

　しかし今さら、『さっきのはウソでした』などとは言えない。

　ならば──やるしかないのだ。

　ここは、逆らったところで減げん俸ぽうかクビがせいぜいの、普ふ通つうの仕事場ではないのだ。

　やれ、と言われてやれなかったら、本気でこの世から消される可能性すらある。

　つまり。

「……わ……わかりました……」

　ザイベックには、こう答える以外の選せん択たく肢しなどなかったのだ。

　ラガインは、机の引き出しを開けて、中のパネルを操作した。

　部へ屋やの扉とびらがロックされる。

　壁かべの絵画が収納されて、いくつものディスプレイが現れ、じゅうたんの模も様ように紛まぎれていた床ゆかがせり上がり、イスと通信パネルに変化する。

　企業ビルの体てい裁さいをしてはいるものの、ここは実質犯罪組織の本部。

　ことがあれば、この部屋は、司令室へと変化する。

「そこのデスクを使え。

　研究室への通信ナンバーはＱ〇一とＱ〇二だ」

「………………」

　言われてザイベックは席につき、研究室への通信をつないだ。

「──私だ。

　これより『アーメット』プラスと『ケルベロス』プラスの実働実験を行う。

　設定目標は侵しん入にゆう者しやの掃そう討とう・排はい除じよ。

　反論は一いつ切さい認めん。

　各員、至急稼か働どう準備にかかれ！」




　エレベーターを機能停てい止しに陥おちいらせ。

　イーザーは、階段を使って上を目指していた。

　むろん一段一段登ってゆくわけではない。

　階段エリアで、ジャンプとともにバーニアを吹ふかせ、距きよ離りをかせぐ──いわば連続ジャンプを続けているのだ。

　だだんっ！

　重い足音を轟とどろかせて。

　イーザーの『ベフィーモス』が足を止めたのは、踊おどり場ばの階数表示が二十に達した時のことだった。

　壁かべの一点に、モニター越ごしの視線を送り──

　瞬しゆん間かん。

　どがぁっ！

　爆ばく音おんとともにその壁が、音を立てて砕くだけ散る！

　同時にイーザーは、ひとつ下の踊り場へと跳とび退ずさり、がれきの雨をよけていた。

　爆ばく音おんの余よ韻いんと土つち煙けむりが、徐じよ々じよにおさまったそのあとには──

　黒い、大きな影かげがひとつ、佇たたずんでいた。

　パワード・スーツ。

　見たことのない型である。

　頭には、後頭部の方に向かって伸のびる長いツノ。異様にひろがった両手首。

　その先から、鋭するどく尖とがった爪つめのような五指が伸びている。

　それのカメラアイが、ゆるりっ、と巡めぐって、イーザーの『ベフィーモス』を捕とらえ──

　刹せつ那な。

　どんっ！

　地を蹴ける音か風裂さく音か。

　轟ごう音おんとともに黒いパワード・スーツがイーザー目がけて突とつ進しんする！

　その爪つめがくり出された瞬しゆん間かんには、『ベフィーモス』はもはやもとの場所にはいない。

　直前で横に身をかわし、軸じく足あしを中心として、相手の横手へと回り込む。

　左手を、相手の脇わき腹ばらにつけるか否いなかのタイミングで、腕うでに内蔵されたビームバルカンを一連射──

　しようとしたその時。

　黒いパワード・スーツが身を引いて、その手の甲こうで、『ベフィーモス』の腕うで先さきをカバーする。

　手の甲こうに生まれたゆらめきは、ビームシールドのものだった。

　イーザーは大きく後ろに跳とびながら、両手のビームバルカンを連射する！

　ちゅいちゅいちゅいちゅいんっ！

　黒いパワード・スーツはその攻こう撃げきを、両腕先のビームシールドではじき散らす。

　はじかれたいくつものビームの針が、壁かべに、階段に、小さな穴を無数に刻んだ。

　双そう方ほうともに──速い。

　パワード・スーツ同士の戦い、というよりも、生身の達人同士──いや、それ以上のスピードである。

　あるいはその動きは、機体の限界速度をすら、一いつ瞬しゆん凌りよう駕がしていたかもしれない。

　刹せつ那な対たい峙じする二機のパワード・スーツ。

　イーザーは、外部スピーカーのスイッチを入れた。

『──ロートレックか』

『リターン・マッチの機会があるとは思わなかったぜ』

　返ってきた声は、静かだった。

　あのとき──

　ダストブローの内部で、イーザーは、立ちはだかったロートレックを、一刀のもとに切り捨てた。

　しかし、コリィを連れて帰る時。

　通路に彼の死体はなかった。

　ならば生きているだろう、とはイーザーも思っていた。

　普ふ通つうの人間なら死に至る傷も、体の多くをサイボーグ化していたロートレックにとっては、致ち命めい傷しようとはなりえなかったのだろう。

　だが──こういう場面で、パワード・スーツを纏まとってリターン・マッチをかけて来るとは、正直、思っていなかった。

『ずいぶん速くなったな』

『まあ、限界までヤッてるからな』

　言うイーザーに応こたえるロートレック。

　そう。

　ロートレックの反射速度は、ダストブローで戦った時に比べて、格段に速くなっていた。

　あの時には、イーザーの動きにほとんど反はん応のうすらできなかった彼が、すくなくとも今の瞬しゆん間かんは、互ご角かくの攻こう防ぼうをくりひろげた。

　理由は──言うまでもない。

　能力増幅ブースト用の薬品を、限界まで──いや、ひょっとしたら限界を超こえて脳内に注入しているのだ。

『……まあ、そういうことだからよ』

　ロートレックは言う。

『決着は……とっととつけるぜっ！』

『同感だ』

　声と同時に。

　二つの巨きよ体たいが疾はしる！

『ベフィーモス』の右みぎ肩かたについた小型ビーム砲ほうの砲ほう身しんが、黒いパワード・スーツをポイントした！

　砲身の動きを見すえ、黒いパワード・スーツが左手の甲こうのビームシールドを構える。

　だが、『ベフィーモス』の砲ほう座ざの動きはあくまで陽動。

　その間に下から右みぎ腕うでを伸のばして脇わき腹ばらを照準する。

　ビームバルカンが一いつ瞬しゆん火を吐はき──

　火線は壁かべをハチの巣と化す。

　黒いパワード・スーツは身をひねり、『ベフィーモス』の内うち懐ぶところに飛び込んでいた。

　どうやら格かく闘とう戦せん用の機体のようである。

　火器を積んでいないぶんだけ、機動性に関しては、『ベフィーモス』より上かもしれない。

　ロートレックの機体の左の突つきが、『ベフィーモス』の右胸を狙ねらってくり出される。

　それを右手で払はらうイーザー。

　払われた突きは、軌き道どうをそらし、それでもその分子振しん動どうクローは、『ベフィーモス』右肩のキャノンをえぐり裂さく。

　それた手首を『ベフィーモス』の右腕がとらえた。

　瞬間、今度は黒いパワード・スーツの右の突き。

　これも機体に届とどく以前に、『ベフィーモス』の左腕にとらえられる。

　封ふうじたその両腕を、黒い機体の腕が握にぎり返し、ビームバルカンの射しや軸じくを本体から外す。

　互たがいの腕が、互たがいの腕を封ふうじ込め──

『終わりだ！』

　吠ほえたのはロートレックの方だった。
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　刹せつ那な。

　黒い機体に生えたツノが、サソリの尾のようにしなると、『ベフィーモス』の頭部に向かってまっすぐ伸のびる！

　それが、『ベフィーモス』の頭部を貫つらぬく、その直前！

　ばぐんっ！

『ベフィーモス』の機体が口をひらいた！

　胸から頭部にかけての搭とう乗じようハッチが上にはね上がり、サソリの尾をはじき飛とばす！

　同時に機体から抜ぬけ出すイーザー。

　その右手には──

　──山ハチ刀エツト──？

　不意を衡つかれて、ロートレックが硬こう直ちよくしたその一いつ瞬しゆん。

　ざぎんっ！

　イーザーの手にした刃やいばは、中のロートレックともどもに、黒い機体を縦たてに断たち割っていた。

　音を立て。

　黒い機体が中身ごと、ただの壊こわれた人形と化し、床ゆかに転がる。

　──それが。

『誰ノでーもバなデいイロートレック』の最さい期ごだった。

　そしてイーザーは『ベフィーモス』の内部に戻もどり、ふたたび上への歩みをはじめる。

　──何の感かん慨がいも抱いだかずに。




　サミィはむろん、エレベーターを普ふ通つうに使うつもりなどなかった。

　以前見た映画の中で、戦いの中でエレベーターを利用しているシーンがあったが、正直言って正気の沙さ汰たとは思えなかった。

　敵地のどまん中で、自分から、降下速度もコントロールできない閉へい鎖さ空間に飛び込んでどうするのか。

　とはいえ階段が見当たらない以上、ここを使うしかないのだが……

　要は、普通に使わなければいいのである。

　ゔぃんっ！

　機体のソデ口から飛び出した分子振しん動どうブレードをふるい、扉とびらを切り裂さく。

　その先にあるのは、無限の奈な落らくへと続くエレベーター・シャフト。

『さーて……それじゃあ上から順番に行きましょーか』

　シャフト内へと一気に飛び込み、一八〇度身をひねる。

　一階下のエレベータードアに向かって、左ひだり腕うでのビームバルカンをかるく連射。

　壁かべを蹴けり、そのドアに向かって体当たりをかけた！

　がぎゃんっ！

　耳ざわりな音と共に扉とびらが吹ふきちぎれ、サミィの『イフリート』はその向こうに降り立った。

　警告の声を発するより先に。

　あたりに集まった十数人が、すでに手に手に銃じゆうを構えて、こちらを見ていることをサミィは見てとった。

　そばの鉢植えを蹴け飛とばして、とっさに横に跳とぶサミィ。

　同時に火を噴ふきまくる銃。

　ちゅがががががががががががぁぁぁぁん！

　けたたましい音と同時に、エレベーターの周辺に、無数の弾だん痕こんが穿うがたれる。

　一見普ふ通つうのオフィス・ルームだが、勤めている連中は、やはりカタギではないようである。

　サミィは移動して、間パ仕テー切シヨりンの向こうへと飛び込んだ。

　この『イフリート』の装そう甲こうは、むろんのこと、普通の銃じゆう弾だんくらいなら、いともたやすくはじき返す。

　だからといって油断して、銃じゆう撃げきの雨にうたれるつもりはない。

　そもそも相手が、普通の弾た丸まを使っているとは限らないのだから。

　近づいてくるいくつもの足音。

　時間は夜。ほとんどの『社員』が帰ったあとだけあって、相手の数はあまり多くない。

　サミィはそばにある机を、ぐばぁっ！　と持ち上げ──

『必殺！　備品ストライィィィク！』

　わけのわからんかけ声かけて、向かい来る足音の方に目がけてぶん投げる！

『うわわわわわわわわわっ!?』

　だむだむだむだむだむだむっ！

　づがしゃぁぁぁぁぁんっ！

　悲ひ鳴めいと銃じゆう声せい、破は砕さい音おん。

　飛びゆく机はパテーションをぶち抜ぬき、ディスプレイをなぎ倒たおし、追つい撃げきしてきた社員──いや、組織のメンバー数人を直ちよく撃げきする。

「て……てめえっ！」

「よくもうちの備品をっ……！」

『続いてっ！』

　サミィが次に手に取ったのは──

『パテーショォォォォン・ブゥゥゥゥゥメランッ！』

「ぐばげっ!?」

　回転しながら飛び来たパテーションが、うかつに身を起こした一人を直ちよく撃げき。

「ふざけやがってっ！」

　残るメンバーの一いつ斉せい射しや撃げき。

　しかしその時にはすでに、サミィは大きく横に跳とび、身を低くして、別のパテーションの陰かげへと姿を消している。

「小学生みてぇな攻こう撃げきをっ！」

「なめやがってクソ！」

　青スジ立てて駆かけ寄る一同。

　その先頭が──

「うあっ!?」

　いきなりつまずき、倒たおれ込む！

　巻き込まれ、バタバタ倒れる男たち。

『床ゆか下したコォォォド・トラァァップ！』

　しんそこ楽しげなサミィの声が響ひびく。

　彼女は床下に埋うめ込まれた配線コードを引きずりだして、追っ手の足を引っかけたのだ。

　そして──

　倒れた一同の前に、ゆらりっ、と、赤い機体が姿を現す。

　片手に机をひっ摑つかみ。

「……ちょっと待……！」

『ファイナル・デスクバスタァァァァァッ！』

　どがめしゃぁぁぁぁっ！

　机が飛び薙ないだそのあとには、倒れて動かぬ男たち。

『ふっ。ビームバルカンで穴だらけになるよりはマシだったでしょ』

　もはや誰だれも聞くものもない捨てゼリフを残し、サミィは階段を使って、次の階へと向かうのだった。




　かんかんかんっ！

　硬かたく小さな、いくつもの音。

　イーザーは、その正体を瞬しゆん時じに悟さとっていた。

　上から投げられた手しゆ榴りゆう弾だん。

　瞬時に反はん応のうし、ダッシュをかけつつ、手近なドアにビームバルカンの一連射。

　穴だらけになった扉とびらを、体当たりでぶち破る。

　刹せつ那な遅おくれて──

　ごががぁぁぁんっ！

　手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく風ふうが『ベフィーモス』の背を叩たたく。

　その眼前には、銃じゆうを構えた男たち。

　迷わずイーザーは、腕うでのバルカンを連射した。

『がああああっ!?』

　引き金を引くいとますら与あたえられず、いともあっさり倒たおれゆく男たち。

　──どうやらこの階にいたのは、これだけだったようである。

　しかし、上で待ちかまえられていては、今の階段は使えない。

　別の階段を探して、イーザーは移動を開始した。

　今いるのは三十一階。

　ラガインのいる階まではまだある。

　──ついでに言うと、ラガインが、逃にげずにじっとしているかどうかもわからない。

　だからこそ急ぐ必要はあった。

　フロアーを突つっ切り、駆かけ出そうとしたその刹せつ那な。

　視界の隅すみに動く何かを、イーザーの目は捕とらえていた。

　足を止め、後ろに跳とんだその目の前を、一条の光が薙なぎ、過ぎた！

　発射地点は──壁かべ一面を占しめる窓！

　窓の外にはセントヨーク・シティの夜景。

　ひろがる夜景の──その一部がとぎれていた。

　外にいる何かの影かげで。

　がぎっ！　ぎっ！

　耳ざわりな音を立て。

　厚さ十センチを楽に越こす、防ぼう弾だんガラスをいともたやすくはぜ割って、もぞりっ、と室内に入ってきたのは巨きよ大だいな鋼鉄の脚あし──

　その先に続く本体。

　並んだデスクとパテーションを蹴け散ちらして、それは窓の外からビルの中へともぐり込んで来た。

　全高およそ三メートル。

　ほとんど天井に近い高さで、六本の脚に支えられた本体の上下には砲ほう座ざが設置されている。

　完成品ではないらしく、塗と装そうされていない銀色のボディ。

　巨脚で壁を穿うがってか、あるいはほかの方法でか、ビルの外がい壁へきをここまでよじ登ってきたのだろう。

　その姿を見るや否いなや。イーザーは迷わず腕うでを上げ、ビームバルカンを発射する！

　しかし──

　六本脚あしの、脚と脚との空間がわずかにゆらめき、電磁シールドを展開し、ビームの斉せい射しやをあっさりはじく。

　同時に機体上部の砲ほう座ざが動き、『ベフィーモス』を照準ポイントする！

　横へと跳とんだそのあとを、風と衝しよう撃げきが貫つらぬいて──

　ごんっ！

　たった今までイーザーのいた背はい後ごの壁かべが砕くだけ散った！

　この威い力りよくなら、重装戦車の装そう甲こうも貫つらぬけるだろう。

　パワード・スーツの装甲など、かすめただけでえぐれ散る。

　続いて下部の砲座が光を放つ。

　砲ほう身しんは、『ベフィーモス』の方を向いてはいない。

　にもかかわらず。

　放たれた光の槍やりは、本能的に足を止めたイーザーの目の前を行き、過ぎた。

　さきほど脚の間に展開し、シールドとして利用した電磁場の威力を弱め、ビームの軌き道どうを屈くつ折せつさせたのだ。

　となれば砲身の動きから、ビームの軌道を読むことはまず不可能である。

　中ちゆう距きよ離り戦せんは不利。ならば──

　イーザーは床ゆかを蹴けり、一気に六本脚との距離を詰つめる。

　が、その動きに反はん応のうし、予想外の速度で横移動し、距離を取る六本脚。

　──反応──

　そう。パワード・スーツに身を包み、多少は遅おそくなっているとはいうものの、イーザーの動きに即そく座ざに反応したのである。

　デスクを蹴け散ちらし距離を取りつつ、六本脚は下部砲座を連射する。

　パテーションを、デスクを、ディスプレイをぶち抜きながらも、回かい避ひに移うつるイーザーを的確に狙ねらって来る。

　──手て間まがかかりそうだな──

　そう判はん断だんし、イーザーは接近をあきらめ、横に跳ぶ。

　となれば先にシェルジェスタ＝ラガインを倒たおす。

　これを倒すのはそのあとでも十分である。

　六本脚の機動力はかなりのものだが、そのボディは、パワード・スーツに比べてとにかく大きい。

　ならば、ビルの狭せまい通路などを利用すれば、振ふり切るのはそう難しくないだろう。

　思ったその時。

　横手に殺気が閃ひらめいた。

　迷わず後ろに跳とぶイーザー。

　その眼前を閃せん光こうが過ぎ、窓を貫つらぬき、夜空に消える。

　撃うったのは──

　イーザーがやって来た階段から姿を現した、二機目の六本脚あしだった。




「多た脚きやく式しき機動兵器──我々はこれを、装アー甲ム機フア獣ング『アーメット』と呼んでいます」

　ディスプレイに映し出された戦せん況きようを眺ながめつつ、ラガインは、ラインゴートにそう説明した。

　六本脚のマシンが二機、ダークブラウンのパワード・スーツと交戦している光景を。

　──地下の実験工場から出しゆつ撃げきさせた『アーメット』二機は、一階から侵しん入にゆうした襲しゆう撃げき者しやに追いつき、交戦を開始していた。

「……結構速いな……」

　画面に見入ってつぶやくラインゴート。

　監かん視しカメラに映し出された機体は、まるでカメラの早回しのように、異様な速さで攻こう防ぼうをくりひろげている。

「戦せん闘とう車両やパワード・スーツに替かわる機体として開発したものです。

　火力と装そう甲こうは戦闘車両に準じ、機動性はパワード・スーツに匹ひつ敵てきします。

　これをご提供しようかと思うのですが？」

「……ふむ……」

　ラインゴートは、ちらり、とラガインの顔色を伺うかがい、

「……しかし、ということは……

　火力と装甲は戦車以下、機動性ではパワード・スーツ以下、ということではないのか？

　戦車やパワード・スーツに替わる、と言ったが、現に二機がかりで、あのパワード・スーツ一機を、いまだ倒たおせんではないか」

「あっさり倒したのでは、総そう督とくどのへのデモンストレーションにはなりませんからな」

　ぴくりとも表情を変えずに言い放つ。

　ここで、『相手のパイロットはクロフト社の造った生体兵器だから』と説明するのは簡単だが、そんなことをして、ラインゴートが──いや、ティコ連れん邦ぽうが、それならクロフト社と契約する、などと言い出してはたまらない。

　ラインゴートに言っていないことは、もう一つある。

　姿を消したコラードから、相手は、普ふ通つうの人間ではたちうちできない反射能力を持っていると聞いていたからこそ。

『アーメット』のパイロットたちには薬を投とう与よしてあるのだ。

　ダストブローで研究していた、未完成の強化薬を。

　それが、『アーメット』プラスという作コー戦ドネ名ームの由来だった。

　当初の目的──戦せん闘とう経験のない民間人を、薬品投与と簡単な暗示命令だけで洗脳し、なおかつ運動能力を上じよう昇しようさせる、というのはいまだ達成されていなかったし、副作用の問題も解決されてはいない。

　しかし──

　訓練されたパイロットに投与し、退たい却きやく、という単語を忘れさせることくらいは造ぞう作さなかった。

　あとの問題は、副作用──能力をフルに発はつ揮きし続けた肉体が、一体いつ耐たえられなくなるか、だが、まあ、相手を始し末まつするくらいの時間は保もつだろう。

　ラガインはそう踏ふんでいた。

「──で、ザイベック、上の方はどうなっている？」

　なにげなくそう問いかけて──

　ラガインはわずかに眉まゆをひそめた。

　彼の問いにもうわの空で、ザイベックは、完全に顔色を失っていた。

　──上で何かあったな──

　ラガインは瞬しゆん時じにそう察していた。

　ザイベックは、うろたえる──どころか、ほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつである。何かよほどのトラブルがあったのだろう。

　確かく認にんしたいところだが、ラインゴートの前で不ふ手て際ぎわを晒さらす気にはなれなかった。

「──まあいい。上は任せる」

　無関心を装よそおって、ラガインは、ふたたび画面に目を戻もどしたのだった。




　──ひょっとしたら……ちょっと遊びすぎてるかも……

　サミィがようやくそう自覚したのは、上から順に四階ぶんを、暴れまくって通り過ぎたあとのことだった。

　単に飽あきてきた、という説もあるが。

　机を投げるわイスを投げるわパテーションでどつき回すわと、いろいろさんざんやり倒たおしながら、順ぐりに階を下っていったのだが、こんなペースで進んでいては、一体いつになったら、イーザーと合流できることやら。

　上と下からの両面攻こう撃げきをしかけ、逐ちく次じ敵を撃げき退たいし、合流した時点で一応作戦終しゆう了りよう、というのが今回の計画である。

　そして、上の担当を買って出たのがサミィだった。

　シェルジェスタ＝ラガイン当人は倒せなくても別にいいが、もし倒せるなら、それに越こしたことはない。

　でもってこういう場合、悪の親玉というものは、むやみに高い場所にいるものである。

　つまり──ラガインをぶちのめすのはこのあたしっ！

　彼女はそう思っていたのだが──

　いざ実際に下りはじめてみると、最上階も、その下も、ただのオフィス・ルームになっており、ラガインがいる様よう子すはない。

　彼がどの階にいるのか、事前に調べることができればよかったのだが──

　なにしろこの行動は、本社にはないしょのアフター・サービス。

　もくろみがバレて止められる以前に決行する必要があったのだ。

　そのあたりでぶち倒たおした奴やつに、ラガインの居場所を聞く、というテもあるのだが、正直に答えてくれるとは限らない。

『……結局しらみつぶし、ってことね……』

　つぶやいて、次の階からはサクサク行こう、などと思いつつ階段を下り──

『……………………』

　一階下りたその場で、サミィは沈ちん黙もくした。

　やはり今までと同じ、オフィス・ルーム。

　違ちがうのは、待ちうける男たちがいなかったこと。

　くわえて、あたりがすでに荒あれていること。

　異様な空気が──漂ただよっていた。

　パワード・スーツの機体越ごしにもわかる。はりつめたような──

　視線と殺気。

　ゆっくりと。

　サミィは歩みを進めた。

　散乱した書類。

　裂さかれたパテーション。

　ここにいた連中が抵てい抗こうしたのだろう。ところどころに弾た丸まのあとも残っている。

　つまり、連中にとっての敵が現れた、ということになるのだが──

　イーザーにしては早すぎる。となると一体──

　ひたりっ、とサミィの足が止まった。

　敷きつめられた、安物の、明ライるトいグ灰レ色イのじゅうたんが、赤黒い色に染まっていた。

　色の正体は想像がつく。

　もしもパワード・スーツを纏まとっていなければ、サミィの鼻は、むせかえるような血けつ臭しゆうをかぎ取っていただろう。

　死体は──もうひとつ先のパテーションの向こうに転がっていた。

　めちゃくちゃに引き裂さかれ、食いちぎられたかのような、いくつもの死体。

『……うっ……』

　サミィが思わず小さく呻うめいた、その瞬しゆん間かん──

　じゃっ！

　パテーションの陰かげから、黒い影かげがひとつ躍おどり出た！

　迷わず腕うでのビームバルカンを連射する！

　しかし影は、腕を伸のばしてパテーションを支えに、虚空で軌き道どうを変へん更こうし、ビームの雨をかわしてふたたび物もの陰かげにひそむ。

『……ウソでしょ……？』

　愕がく然ぜんとつぶやき、佇たたずむサミィ。

　影は──どこかでこちらを伺うかがっている。

　見えはしないが気配でわかる。

　それは、人、ではなかった。

　一いつ瞬しゆんのことである。まじまじと観察したわけではない。

　しかし、人間でないことくらいはそれでわかった。

　大きさはたしかに人間大だったが、手足のバランスが、ヒトとは微び妙みように違ちがっていた。

　全身を覆おおう黒い色は、服などではなく、おそらく獣じゆう毛もう──

　そして、こちらに向けられたあの視線──

　それは、決してヒトのものではない。

　肉食獣のものだった。




　ディスプレイを呆ぼう然ぜんと眺ながめたまま。

　ザイベックは、ただ、震ふるえるだけだった。

　ラガインやラインゴートのいる場所からは、彼の眺めている画面は死角になっている。

　そこに映し出されているのは──

　ついさきほどまで、ともに働いていた同どう僚りようたちの、無む惨ざんな姿──

　八十階にある実験施し設せつ。

　そこでは、姿を消したコラードが九割方完成させていた、生バイ体オ兵ウエ器ポンの研究を行っていた。

　遺ジー伝ン・子バ操イ作オ生ウ体エ兵ポ器ン『ケルベロス』。

　コラードの研究施設があった惑星ほし──ファーサイドとかいう場所の原住生物と、ヒトの遺い伝でん子しをベースにつくり出された、と、ザイベックはそう聞いていた。

　命令判はん断だん能力に問題のあった『ガルム』というタイプの生バイ体オ兵ウエ器ポンの、発展・改良型である。

　そして、ここでやっていた実験はもう一つ。

『アーメット』のパイロットたちにほどこしたのと同じこと──

　つまり。

　生バイ体オ兵ウエ器ポンに薬品を注入し、さらに戦せん闘とう能力を上げる実験だった。

　すなわち、ケルベロス・プラス。

　むろん薬の成分は、人間用のものとは違ちがう。

　理論面ではほぼ完成し、薬も一応できあがっていた。

　だが──

　実際に、生バイ体オ兵ウエ器ポンに投とう与よするのは、これがはじめてだったのだ。

　一体、何が間ま違ちがっていたのか──

　与あたえた命令か。薬品の分量か。

　それとも、もっと根本的な部分で間違いがあったのか。

　薬を与えられた三体の『ケルベロス』は暴走し、檻おりを引き裂さき、扉とびらを破り、実験室の所員たち、そのことごとくを引き裂さいた。

　食うためにでもなく、ましてや自衛のためでもなく。

　ただ、殺すために。

　所員を殺しつくしたあと。

　三体のケルベロスは、研究室の扉を破り、外へと出ていった。

　一体今はどこにいるのか、正直言ってわからない。

　本気で捜せば見つけることはできるだろうが、まさかこんなことを、ラガインに報告するわけにはいかなかった。

　──終わりだ──

　ザイベックは、ただ呆ぼう然ぜんと、ディスプレイを眺ながめ続けるだけだった──




　閃光ひかりが虚こ空くうを貫つらぬくたびに、デスクが吹ふき飛びじゅうたんが灼やけ、むき出しになったコンクリートにコゲ跡あとだけを残してゆく。

　ついさきほどまでオフィスだったその場所は、『アーメット』の砲ほう座ざが火を吹くごとに、平らな床ゆかへと近づいてゆく。

　イーザーの『ベフィーモス』が、二機の『アーメット』の間に立つ。

　うかつに砲ほう撃げきをすれば、同どう士し討うちになる場所である。

　だが。

　二機はかまわず、下部の砲座からビームを発射した！

　紙かみ一ひと重えでかわす『ベフィーモス』。

　二条の光は交こう錯さくし、互たがいに向かって飛び──

　当たった、と見えたその瞬しゆん間かん。

　いきなり下に屈くつ折せつし、コンクリートの床ゆかに深い穴を穿うがつ。

　双そう方ほうが、脚あしの間に展開した電磁場で、互たがいの放ったビームのベクトルを下に向けたのだ。

　同どう士し討うちのもくろみは、どうやらうまく行かなかったようである。

　しかしかまわずイーザーは、もう一度二機の間に位置した。

　ふたたび同じことのくり返し。

　いや──三たび、そして四たび。

　いくどそんなことをくり返したか──

『ベフィーモス』は、いくど目かの砲ほう撃げきをかわした直後、両手を左右に大きくひろげ、双方の『アーメット』の方に向かって、ビームバルカンの雨を降らせる！

　むろん、『アーメット』が脚の間に電磁場を展開している限り、直ちよく撃げきは望めない。

　だが。

　狙ねらいは『アーメット』本体ではなくその下──

　すなわち床！

『アーメット』自身の砲撃で脆もろくなっていた床に、ビームバルカンの雨が降る。

　そこに『アーメット』の自重が加わり──

　がぐんっ！

　巨きよ岩がんの砕くだける音とともに、『アーメット』二機の足もとの床が崩くずれた！

　コンクリート片と二機の『アーメット』は、そのまま一階下のフロアになだれ落ちる！

　間かん髪はつ入いれず、うち一方に詰つめ寄るイーザー！

　ソデから飛び出た分子振しん動どうブレードを右手に握にぎり、はい上がりかけていた『アーメット』の上部装そう甲こうを目ざして跳とび下りる！

　上部砲ほう座ざが動いて砲撃をかけるが、砲ほう身しんの動きから軌き道どうを読んだイーザーは、バーニアを吹ふかして姿勢制せい御ぎよし、いともたやすくこれをかわす！

　たとえ電磁場で屈折させたところで、下部砲座からの砲撃は、この位置にまでは届とどかない！

　イーザーが手にした刃やいばは、『アーメット』の上部装甲に──

　ぎぅぅぅんっ！

　装甲に刃が届くその直前！

『アーメット』上部にあった、単なる装甲の起き伏ふくとしか見えなかった部分が、昆こん虫ちゆうの脚あしのように持ち上がり、『ベフィーモス』の刃を止めたのだ。

　──近接戦せん闘とう用よう補助アーム。

　かつて一度、パワード・スーツとの戦いに敗れたその教訓を活いかし、とりあえず実験用に仮設された補助兵装である。

　最終的には刃ブレードになる予定だが、今は直径にして五センチ強の分子振しん動どう棒ロツド。

　しかしそれでも、相手の刃を受け止めて、パワード・スーツをたたき落とす程度の力はある。

　それが上部装そう甲こうに一いつ対つい。

　片方がイーザーの刃を受けた、次の刹せつ那な！

　ぐばんっ！

　もう片方が『ベフィーモス』の胴どうを打っていた！

　まともに吹ふっ飛ぶ『ベフィーモス』！

　背中から窓へと突つっ込んで──

　がぢゃぁぁぁぁんっ！

　砲ほう撃げきでぼろぼろになっていた窓ガラスをぶち破り、夜の空へと投げ出される！

　がぢゃっ。がぢゃっ。

　二機の『アーメット』は、もとの階へとはい上がり、破れた窓の方へと歩みゆく。

　うち片方が窓から身を乗り出した、その刹せつ那な。

　ごがががががっ！

　ま下から、小型ミサイルの群れがその脚あしを襲おそう！

　壁かべにワイヤーアンカーを食い込ませ、壁面から下にぶら下がった『ベフィーモス』による一いつ斉せい射しや撃げき！

　だが──この状じよう況きようでは、『ベフィーモス』自身もろくな回かい避ひ行動はできない。

『アーメット』はあえて回避をしない！　二本の脚を縮ちぢめてミサイルの斉射を受ける！

　ごぅんっ！

　爆ばく発はつし、吹ふきちぎれる二本の脚。

　しかし同時に。

『アーメット』は、下部のビーム砲を、身動きの取れない『ベフィーモス』にたたき込んでいた！

　爆ばつ光こうが──夜空を彩いろどる。




　濃のう厚こうで、露ろ骨こつな殺気があたりには漂ただよっていた。

　相手のツメと牙きばが、『イフリート』の装甲を貫つらぬく力を持っているのかどうかはわからないが、あえて試ためしてみる気はない。

　──これは……相手にしない方がいいかも……

　そう判はん断だんし、サミィは、じわりじわりと階段の方に向かって移動しはじめた。

　このタイミングで現れた、正体不明の生物──

　偶ぐう然ぜん現れた、何かの第三勢力、ということはまずないだろう。

　ならば、可能性は限られてくる。

　おそらくは──自分たちを倒たおすために放たれた生体兵器の暴走、といったところではないだろうか。

　もしもそうなら、相手にする必要はない。

　とっとと先を急ぐのが得策というものだろう。

　──先に行かせてくれるなら、の話だが。

　じわりっ、と。

　殺気がふくれ上がったのは、階段まであと少しのところだった。

　刹せつ那な、パテーションの向こうから黒い影かげが飛び出る！

　迷わずバルカンをばら撒まくサミィ！

　ゔぁららららららららっ！

　放たれた光の雨は、まともにその影を貫つらぬいた！

　──だが──

　違ちがう！

　悟さとったその時。

　視界の片かた隅すみに迫せまる影！

　あわててふり向くサミィの目前に、黒い獣けものの姿があった！

　転がっていた死体を宙にほうり投げ、彼女の視線をそちらに向けて、横手からまわり込んだのだ。

『──くっ！』

　身をひねり、距きよ離りを取りざま右手をふるう。『イフリート』の鋼はがねの腕うでは、それの頭ず蓋がいを砕くだくはずだった。

　当たれば、の話だったが。

　まるでこちらの動きを見み越こしたかのように、直前で影かげは横へ跳とぶ！

　さらに後ろに退さがりつつ、そちらに腕を向けるサミィ。

　瞬しゆん間かん──

　ぞわりっ。

　悪お寒かんが背中を駆かけ抜ぬける。

　その正体もわからぬうちに。

　どんっ！

　衝しよう撃げきが。

『イフリート』の機体を襲おそった。

　背はい後ごから、何かが衝しよう突とつしたのだ。

　モニターを後面に切り替かえ──

　サミィは慄りつ然ぜんとした。

　そこ──『イフリート』の背はい面めんには、黒い塊かたまりがはりついていた。

　二匹ひき目の──獣。

　しかしサミィが恐きよう怖ふしたのは、二匹目の存在に、ではなかった。

　とりついた二匹目の右前足──いや、右手が、『イフリート』の背に設置されている、搭とう乗じようハッチの強制解放装置にかかっていたがゆえだった──




　虚空で光に包まれて。

　ごぅんっ！

『ベフィーモス』のボディが爆ばく砕さいした！

　二機の『アーメット』が勝利をおさめた瞬しゆん間かん──

　──では、なかった。

　……がぐんっ！

　唐とう突とつに。

　窓から身を乗り出していた方の『アーメット』が、脚あしを折ってその場にへたり込む。

　何が起こったのか──もう片方の位置からではわからない。

　二機目の『アーメット』のパイロットは、警戒し、やや距きよ離りを置いて立ち止まる。

　一機目は、もはやぴくりとも動かない。

　しばしの静せい寂じやくが流れ──

　ごがぁぁぁぁんっ！

　一機目が爆ばく発はつ・炎えん上じようした！

　炎ほのおと電磁波がふき荒あれて、一いつ瞬しゆん、残る『アーメット』の各種センサーが麻ま痺ひする。

　その中を。

　パイロットは、こちらへと向かう一つの気配を感じ取っていた。

　画面に映し出されたのは、炎を縫ぬって駆かけ来る銀色の軌き跡せき。

　──イーザー＝マリオン。




　黒い獣けもの。

　そう呼ぶのが一番ふさわしいそれには、しかし、高い知能があった。

　サミィはようやく、そのことを悟さとっていた。

　一匹ぴきが殺気をむき出しにし、こちらの注意を引いておき、殺気を隠かくしたもう一匹が、後ろから襲しゆう撃げきをかける──

　おそらくそれらは、自分たちのツメがパワード・スーツには効果が低いこと、そしてパワード・スーツから、その中身を引きずり出す手段を知っている。

　サミィにはそんな気がした。

　その瞬しゆん間かん。

　どんっ！

　サミィは、『イフリート』の背中にある砲ほう撃げき用ようバックパックを、炸さく薬やくを使って強制排はい除じよしていた。

　──ガァッ!?──

　圧おされて退さがる後ろの一体。

　ふりむきざまに、右手のバルカンを一連射！

　まともに体勢を崩くずしていたそれを、バックパックごと撃うち抜ぬいた！

　ぐごぉんっ！

　バックパックが爆ばく発はつし、黒い獣けものをぼろ布と化す！

　──これで一つ！

　思ったその時。

　ぷしっ。
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　エアーの音とともに、胸から頭部にかけての、『イフリート』搭とう乗じようハッチがはね上がる！

　倒たおした後ろの一体は、強制解放スイッチを引ききっていたのだ！

　ハッチが開くと全く同時に。

　だんっ！

『イフリート』の両りよう腕うでに、黒い獣が着地した！

　両手両足で『イフリート』の両手の動きをおさえ──

　──ごああああっ！

　濡ぬれた牙きばが、無防備になったサミィののどもとに迫せまる！




　ミサイルの発射をオートに設定し、イーザーは、『ベフィーモス』から抜け出すと、やや離はなれた場所で、窓の出っぱりにぶら下がっていた。

　のこのこと顔を出した一機の『アーメット』は、脚あしの二本を代だい償しように、無人の『ベフィーモス』を爆ばく砕さいし──

　その瞬間。

　イーザーは動いた。

『ベフィーモス』の爆ばく発はつが、『アーメット』のセンサー類をくらませているその一いつ瞬しゆんに。

　幅はば十センチほどの、窓の出っぱりを一気に駆かけ抜ぬけ──

　手にした分子振しん動どうハチェットで、深々と、『アーメット』の本体を切り裂さいたのだ。

　そして今。

　その一機目の爆ばく風ふうに乗り、二機目に向かって走り寄る！

　こちらの存在に気づいた『アーメット』は、上下の砲ほう座ざで同時に砲ほう撃げきをしかけてくる。

　しかしセンサーが使えないぶん、砲撃に正確さは欠けている。

　イーザーは横に跳とび、その攻こう撃げきをたやすくかわす。

　そのまま一気に間合いを詰つめて──

　ぐわっ！

『アーメット』が一本の脚あしを持ち上げ、イーザーに向かってふり下ろす！

　だが──その動きは、イーザー相手には、あまりにも遅おそすぎた。

　ざぎんっ！

　ハチェットが、ふり上げた脚を虚空で薙なぎ斬きると、銀色の残光は、そのままスピードをゆるめずに、『アーメット』の機体の下を駆け抜ける！

　……ぐ……どずんっ……

　本体の腹を裂さかれた『アーメット』が、床ゆかにくずおれたその時には。

　イーザーは、はや次の階へと向かっていた。




　鮮せん血けつが──しぶいた。

　食いちぎられたのどもとから。

　──ごぶっ。

　肺はいの空気が血と混じり、むせかえるような音を立てた。

　噴ふき出す血ち潮しおが、サミィの服を赤く染め上げる。

　そして。

　──ぶっ！

　サミィは、口の中の肉片を吐はき出した。

　たった今嚙かみちぎった、獣けもののノドの肉を。

　そう。

　勝利を確信し、サミィにむさぼりついてきた獣のノドを──

　身を乗り出した彼女が、逆に嚙み裂いたのだ。

　自分の、口で。

『イフリート』を操あやつって、血を吹ふき、もがく獣をほうり投げ、そこにバルカンを一連射！

　悲ひ鳴めいすら上げずにそれは絶命した。

「……ゔっ……!?」

　吐はき気は、あとからやって来た。

　なんとかこらえ、しばらく肩かたで息をつき──

　やがて。

　ずるりっ、と、疲つかれたしぐさで、サミィは『イフリート』から抜ぬけ出した。

　血であふれたコックピットに、身をひたしてなどいたくなかった。

　その場に、ぺたりっ、とへたり込み、しばらく息を整える。

「……こーいうことが……とっさにできちゃうのって……

　……やっぱし……あたし……人間じゃないんだなぁ……」

　つぶやいた声はわずかにふるえていた。

　──倒たおれて動かぬ獣けものたちが、サミィには、まるで自分の末路に見えた──




　強い血けつ臭しゆう。

　あたりに立ちこめているのはそれだった。

　五十一階──

　廊ろう下かは、無人だった。

　いや。

　無人になっていた。

　イーザーがたどり着くのが、あともう少し早ければ、銃じゆうを手に、五体を裂さかれて、そのあたりに転がっている男達の相手をするのは彼だっただろう。

　だが──彼がやるべきことを、どうやら別の何かがやってくれたようである。

　決してスマートとは言えないやりかたで。

　むろん、やったのがサミィでないことはわかっている。

　転がる死体に残る傷きず跡あとは、何かのツメと牙きばによるもの。

　ならば。

　イーザーの知らない何かが、この殺さつ戮りくを為なしたのだ。

　かまわずに──

　イーザーは歩みを進めた。

　まるで、自みずからの進むべき道を知っているかのように。

　血にまみれた廊下を歩み、やがて大きな扉とびらの前にたどり着く。

　両開きの、艶つや光びかりする木の扉。

　いや、表面は木で覆おおわれてはいるものの、扉の芯しんは金属製。おそらく、なまはんかな銃じゆう弾だん程度なら止めるだろう。

　芯が金属製とわかった理由は簡単だった。

　扉とびらの、カギの部分。

　そこに、表から幾いく度ども幾度もかきむしられ、穿うがたれた爪つめの跡あとがある。

　ひしゃげ、ねじれちぎれたロック部分。

　扉が開いたままの奥おくの部へ屋や──そこにもやはり、死が満ちていた。

　だだっ広いその部屋には、裂さかれた机。倒たおれた書しよ架か。

　何かのコントロール・デスクに突つっ伏ぷす白衣姿は、頭の一部を嚙かみちぎられている。

　銃じゆうを手にしたまま倒れている男が二人。

　片方は、イーザーの知っている顔だった。

　シェルジェスタ＝ラガイン。

　肩かたとノドとを引き裂さかれ、はや完全に絶命していた。

　もう片方の男は、秘書兼けん護衛、といったところなのだろう。こちらもすでに息絶たえている。

　未完成な実験により暴走した兵器──『ケルベロス』プラスのうち一匹ぴきが、自みずからを生み出したものたちに、滅びの運命をもたらしたのだ。

　やや離はなれてさらにもう一人。

　腹を裂かれて倒れた男のその顔にも、イーザーは見覚えがあった。

　そちらへときびすを返した──その瞬しゆん間かん！

　生まれ出た殺気とともに、机の陰かげからイーザーの背へと、黒い獣けものが飛びかかる！

　しかし。

　イーザーは、潜ひそんだ殺気に気づいていた。

　横に跳とびつつふり向きざまに、右手のハチェットをふるう！

　ぎんっ！

　獣はツメで、ハチェットの刃を一いつ瞬しゆん止めて、イーザーから距きよ離りを置いて着地する。

　ツメが数本折れ飛んだが、それはしょせん、それだけのこと。

　着地と同時に床ゆかを蹴けり、獣は横手にまわり込む。

「……速いな……」

　ひとごとのようにつぶやくイーザー。

　目の前にいる黒い獣は、一体何なのか？

　その正体など、別に知りたいとも思わなかった。

　ただわかるのは、それが、退ひくことを知らぬ敵であること。

　すなわち、倒すべきものであること。

　それで十分だった。

　一いつ旦たん大きく距離を取り。

　黒い獣が迫せまり来る。

　今のままではスピードは獣の方が上。

　相手の間合いを外し、こちらの攻こう撃げきを当てるには、読みとスピードが必要である。

　ならば。

　イーザーが──動いた。

　黒い獣けものに向かって。

　極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢で駆かけ出すと同時に、右手に持っていたハチェットを口でくわえ、上体をさらに倒たおして──

　だんっ！

　その両の手が床ゆかを打つ！

　両足に、両手の力を加え、イーザーが一気に加速する！

　さながら銀色の獣のように！

　ざぎんっ！

　白と黒──

　二つの獣が交こう錯さくし──

　……ごぶっ……！

　間合いを外され、黒血を撒まいて倒れたのは、黒い獣──『ケルベロス』。

　イーザーが、ダストブローで、ロートレックを一いち撃げきのもとに下したのも、この方法だった。

　黒い獣の命が尽つきたのを見てとって。

　イーザーはふたたび身を起こした。

　その耳に──

「……う……ぐ……」

　小さな呻うめき声が届とどいた。

　まだ生きている者がいる。

　声は、腹を裂さかれた男の方からだった。

　イーザーは無造作にそちらに歩み寄る。

　事前調査で、資料の中にあった顔。

　惑わく星せいフリード総そう督とく、テオドア＝ラインゴート。

　どうやら『ケルベロス』が彼に止とどめを刺さす前に、イーザーがここにたどり着いたようである。

　イーザーは、男の横にかがみ込む。

　ラインゴートはうっすらと目を開け、イーザーの姿を瞳ひとみに映し出す。

「……た……助げ……助けでくれ……」

　血泡混じりの呼びかけに──しかし、イーザーの表情は動かない。

「……助け……レスキューを……」

　出血がはげしいが、すぐに適切な処理をして、レスキューを呼べば、あるいは助かるかもしれない。

　──が。

「助ける必要は認めない」

　それが、イーザーの答えだった。

「……[image: な゛]っ……！」

　ラインゴートの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「……[image: な゛]……なぜっ……!?」

「組織と関係していたからだ」

「……き……ぎ……ぎざまぁぁ[image: あ゛]っ！」

　ラインゴードの顔に怒いかりの表情が浮うかぶ。

　血の気を失なくしたそのままで。

「……わじをっ……わしを誰だれだど思っでるっ……!?

　ごのフリードのっ……総そう督とくだぞっ……！」

「死の前に、肩かた書がきなどは意味がない」

「……ぎざまっ……！」

　イーザーのえり首に手を伸のばしかけ──

　──そこが。

　ラインゴートの限界だった。

　怒いかりによる興こう奮ふんは出血をうながして──

　かくんっ、と糸が切れたように、ラインゴートの全身からその力が抜ぬけた。

　憎ぞう悪おも勝利感もなく。

　何の感かん慨がいも抱いだかずに、イーザーはその場に立ち上がる。

　怒りをあおったつもりはなかった。

　ただ、問われるままに、自分の判はん断だんと事実とを、淡たん々たんと述べただけなのだから。

　あとはサミィと合流して──

　思った背はい後ごに、気配が現れた。

　ふり向いた視線の先──部へ屋やの戸口には。

　全身血にまみれたサミィの姿。

　どくんっ。

　イーザーの心臓がはね上がる。

「──サミィ!?」

　あわてて駆かけ寄るイーザーに、しかしサミィは笑えみを浮うかべる。

　──弱々しい笑みではあったが。

「……あ。だいじょーぶよ。

　いろいろあって、ちょっとハデなかっこうになってるけど」

　確かに彼女は、壮そう絶ぜつな姿になってはいるものの、ケガをしている様よう子すはない。

　サミィはあたりを見回して、黒い獣けものの死体に気づき──

　それで大体、何が起こったかを察していた。

「……どーやら終わってるみたいね……」

「ああ。ラガインも死んでいる」

「──なら──」

　はふ、と大きく息をつき、サミィはイーザーにウインクを送る。

「撤てつ収しゆうよ。

　とっとと帰ってシャワーでも浴びましょ」

　言ってくるりときびすを返すサミィに、イーザーは、彼にしては珍めずらしく、とまどいの視線を向ける。

「……どしたの？」

　肩かた越ごしに問う彼女に、イーザーは、自分でもなぜかわからぬままに視線をそらし、

「……いや……

　血だらけのお前を見た時、一いつ瞬しゆん、状じよう況きよう判はん断だん能のう力りよくが混乱した」

「……そーいうのはね、イーザー。

『心配した』って言うのよ」

「そうか。

　心配したぞ。サミィ」

「はいはい」

　戯ざれ言ごとのような会話を交わしつつ──

　そして二人は、この戦場をあとにしたのだった。







　エピローグ







『……もしもぉぉぉし……？』

　その通信が入ったのは、二人が『モーニングスター』に戻もどってひと息ついた──ちょうどそんな時だった。

　艦かん内ないにあるリビング・ルーム。

　壁かべのパネルに映し出されたのは、二十をいくつか過ぎた頃ころの金きん髪ぱつの青年。

　ハンサムではあるのだが──やや間まの抜ぬけた丸メガネ、猫ねこ背ぜでどこかおどおどした様子は、はっきり言って頼たよりない。

　この、しんそこ頼りなげな男こそが。

　シェリフスター・カンパニー社長、ティモシー＝マイスターその人だった。

　──もっとも、口の悪い者に言わせれば、『クロフト本社の使いっ走り』だそうだが。

「──はい。こちら『モーニングスター』サミィ＝マリオンです」

　シャワーを浴びて着き替がえをすませ、いつもの姿に戻もどったサミィは、何くわぬ顔で受け答えをする。

『……あぁぁぁ……やっと連絡とれた。

　どこ行ってたの？』

「いやあのなんか通信状じよう況きようがよくなくてっ！」

　イーザーが口を開くより早く。あわててサミィがまくし立てる。

　彼になど任せておいては、バカ正直に『ラガイン本部に殴なぐり込みに行ってました』などと答えかねない。

『……そうか……

　いや、ほら、あのなんとかっていう親子、うちの系列の病院に入れただろ？

　けど考えてみたら、依い頼らいは、娘むすめを取り戻もどす、ってことだから、その時点で終わってるはずじゃないか。

　けど、親子が病院に入って何日も経たってるのに、そういえば、きみたちから任務終しゆう了りようの報告がないなーって……さっきふと思ってさ』

　なんだかのんきなことを言う。

「……あー……いやまあ……

　もちろん任務は終了してます。

　……あ。ところで社長、話は変わりますけど……」

『なんだい？　サミィくん？』

「『ベフィーモス』全ぜん壊かいしちゃったんで、かわり、お願いします」

『ぅなぁぁぁぁぁあああぁっ!?』

　さらりと言ったサミィのことばに、やたらおおげさにのけぞり、絶ぜつ叫きようするティモシー。

『……あ……！　あのねえっ！　そんなあっさりとっ……！

　なんっだってきみたちはそうっ……！　パワード・スーツは消しよう耗もう品ひんじゃあないんだよっ！

　……ぁああぁぁぁぁ……また本社からお目玉だよぅ……

　けどなんで全壊なんて……!?』

「まあ、くわしくは、報告書をあとでお送りしますので。

　とにかくっ！」

　カメラに向かって、ぴっ！　と敬礼してみせて、

「シェリフスター・カンパニー、チーム・モーニングスター、ただ今をもって無事、任務完かん了りようしましたっ！

　それではっ！」

『それでは……って……』

　何やらもごもご言うティモシーにはかまわずに、サミィは強ごう引いんに通信を切った。

　……ふぅっ……と、ため息ひとつつき、

「……報告書って……ひょっとしたら……最大の敵かも……つじつま合わせ大変よー……」

　つぶやくサミィのその肩かたを、イーザーは、ぽんっ、と叩たたき、

「努力してくれ」

「ちょっと待てイーザーっ！　何あたしに任せてんのよっ!?」

「なら私が作成してもいいのか？」

「……ゔっ……」

　問われてサミィは口ごもる。

　もしイーザーに任せたなら──事実そのまんまをまっ正直に書いたシロモノができ上がるか、みえみえのウソのオンパレードになるだろう。

　どっちにしても使えない。

「──やっぱしあたしかぁぁぁぁぁっ!?」

　サミィの悲痛な絶ぜつ叫きようが、リビング・ルームに響ひびき渡わたった。




　惑わく星せいフリードでのその事件は、大きな波は紋もんを呼んだ。

　犯罪組織の本部と化したビルの壊かい滅めつ。

　原因は、そこで開発していた兵器の暴走とみられている。

　トップの消えたラガイン・コネクションは、内部分ぶん裂れつを起こし、その混乱はテルミナ・シンジケートも巻き込んで、大だい規き模ぼな組織の崩ほう壊かいをもたらした。

[image: ]

　しかし何よりも問題なのは──

　事件の現場で、ティコ連れん邦ぽうから派は遣けんされていた総そう督とくが遺い体たいで発見されたことだった。

　政府上層部と犯罪組織との癒ゆ着ちやくは表ざたとなり、フリードでは、独立の動きも出てきた。

　あわててもみ消しとトカゲのシッポ切りに走りはじめた、ティコ連邦上層部には、その動きを止める余力はないだろう。

　衛星チャンネルの報道特番は、フリードの情勢をそう報じていた。

「──うれしそう──」

「ん？」

　かけられた声に、彼はそちらをふり向いた。

　窓辺に佇たたずむ、車くるま椅い子すの少女に。

「──おとうさん、うれしそう」

「……ああ。

　少しだけ、ね。

　少しだけ、いいことがあったんだよ。コリィ」

　少しずつ。しかし確実に。

　心をとり戻もどしつつある少女に、マーティン＝ステアーは、優やさしい笑えみを送ったのだった──







　あとがき







　千年代の終しゆう焉えん。

　西せい暦れき二千年代の幕まく開あけ。

　それは、新たな時代へ続く道なのか。

　それとも破は滅めつへ近づく一歩なのだろうか。

　ま。なんでもいいや。（オイ）

　こんにちは。神かん坂ざか一はじめと申します。

　いよいよはじめてしまいました、新シリーズ。その名も「トラブルシューター　シェリフスターズ・ＭＳ」。

　…………………………………………

　タイトル長いわぁぁぁぁっ！

　いや、このやうなタイトルになったのには、いろいろと事情とゆーものがありまして。

　そもそものはじまりは担当さんのこのひとこと。

「ダブルキャストっていいですよねー。『ザ・スニーカー』と書き下ろしとで」

　かくて。

　二つのチームが交こう錯さくしたりバラバラに動いたり、とゆーことで企画されたのが、この「シェリフスター」（初期タイトルはこんだけ）だったりします。

　ちなみにこのシェリフスターとゆーのは、保安官バッヂのことだったりするのですが。

　基本設定はヒネりも何もなく、ワープもできる未来の宇宙。はっきし言ってめちゃめちゃありがちな世界設定だったりします。

　だって宇宙って好きだし。俺おれ。

　いいですぞー。宇宙は。

　黒いし。星がぴかぴかしてるし。

　おまけに無限にひろがってたり星せい間かん物ぶつ質しつがむやみにちらばってたりするんですよっ！

　なおかつっ！　ビームとか撃うってもご近所から文句を言われないっ！（わからんわからん）

　……まあ寝ね言ごとはさておき。

　そーゆー舞台で、雑誌「ザ・スニーカー」連載版の、宇宙船『シューティングスター』チームの活かつ躍やくを中心に描くバージョンと、「スニーカー文庫」書き下ろしの、宇宙船『モーニングスター』チームの活躍を中心に描くバージョンと、二つの平行展開をやってゆくことになったのですっ！

　しかぁぁしっ！

　ここで世に言う「タイトル」とゆー問題が出てきたのだったっ！

　タイトルが「シェリフスター」だけだと、いくらなんでもちょてとさみしいし、座りも悪い。

　でもって担当さんとの協きよう議ぎの結果！

作者「頭に『トラブルシューター』とか入れて、複数形の『シェリフスターズ』とかにしたら座りはよくなりますが」

担当さん「そーですね。それ行きましょう」

　そして次にっ！　各バージョンのタイトルをっ！

作者「……いーかげんタイトル長いんで、『ＳＳ』とか『ＭＳ』でいーんじゃないでしょーか」

担当さん「そーですね……って、それはいーんですけど……

　各巻のナンバリングどーします？

　サブタイトルつけると、本気で背表紙に文字がおさまらなくなるんですけど」

作者「……………………………………しまった考えてなかったぁぁぁぁっ！

　サブタイトルがなしだとすると、やはり通しナンバーですか……

『１』『２』だと愛想がないんで、『０１』とか『０２』とかゆーのは？」

担当さん「……いや……別にいーですけど……『ＭＳ０１』とかって……某ぼうジ○ン公国とかで開発されてそーなタイトルなんですけど……」

作者「それは言うなぁぁぁぁぁっ！」

　──かくて。

　このやたらくそ長いタイトルの本はできあがったのだった！

　みんな作者が悪いんじゃねーか、とゆー説はもちろん秘密だが！

　本屋さんに注文する時はぜひ『とらぶるしゅうたぁしぇりふすたーずえむえすぜろいち』と正式に、なおかつ一気に言いつのりましょう！

　今ならもれなく店員さんが『は？』とか聞き返してくれる特典つき！

　もしもフルネームを言ったにもかかわらず、店員さんに聞き返されなかった場合、お手紙にてご一報を！

　もれなく作者が『いやマジで書いてきた奴いたよオイ』とかつぶやきます！

　まあともあれ。

　そんなこんなではじまりましたこのシリーズ。

　連載の方は、隔かく月げつ刊の「ザ・スニーカー」で、この文庫発売より先に連れん載さいが開始されたわけですが、これも分量がまとまれば、随時文庫化してゆく予定で、ま、書き下ろし、連載のまとめ、ともに年一冊ずつくらいのペースで出るのではないかとゆー説もある今日この頃だったりします。

　二つのチームがどこでどのよーに交錯し、あるいはぜんぜん交錯しないのかっ!?　はっきし言って作者もちっとも決めてないっ！

　未来は誰にもわからない、なんてことばがあるけど、作者にもわかってないっつーのはちょっぴしマズいんじゃないかオイ!?

　実際連載ぶんの方なんて、『スペオペ（スペースオペラの略。ひらたく言うと宇宙活劇と解かい釈しやくすればオッケー）連載はじめるぞっ！』とか言いつつ、最初のエピソードだとぜんっぜん宇宙に出てないし。（オイ）

　……ま、いいか！　世の中なるよーになるんだしっ！

　何はともあれ、はじまりましたこのシリーズ、今後ともご愛あい顧こいただけましたら幸いです。
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